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「ここ、よろしいですか？」

　その席を示すと、窓まど際ぎわの席に座っていた男は顔も上げずに「どうぞ」と言った。礼と共に荷物を網あみ棚だなに乗せ、空あいた席に座る。

　窓から売店が見えた。弁当を大量に買いこんでいる男が走っている。泣きわめく子どもを叱しかる母親がいる。冗じよう談だんかと思えるほど短いスカートを穿はいた女性が歩き去って――と、女性の進行方向を見ようとしたのだが、大きなシルクハットに遮さえぎられた。窓際の席に座っている男のものだ。

　奇き抜ばつなのはシルクハットだけではない。全身を黒いマントで覆おおっている。手には白手袋。まるで昔の貴族のような格好だ。さっきからずっとうつむいている。寝ているのかもしれないが、寝ながら返事はできないだろう。

　怪かい盗とう百ひやく色しき。稀き代たいの盗賊だ。

　話には聞いていたが。しかしこんな格好で新幹線に乗るとは。思わず上から下まで眺ながめてしまう。本物なのかと疑いたくなるが、本物だという情報だ。

「……どうして、この列車に？」

「え？」

　突然、その百色が尋たずねてきた。

「隠しても無む駄ださ。君も私を追ってきたんだろう？」

「そんな――」

　隠そうとしたが、隠しても仕方がないことに気づいた。小さく溜ため息いきをついて、背もたれに深く腰掛ける。

「はい。私も怪盗百色――あなたを追うように言われてきました」

「誰だれにだい？」

「あなたのよく知っている人です」

「まぁそうだろうね」

　ゆっくりと身体からだが揺れた。新幹線が発車したのだろう。外の景色が流れている。百色は下を向いたままで、外の景色もこちらの顔も見ようとしない。

　ともすれば生命の危機かもしれないというのに、まるで気にしていないのだ。さすが百色、この程度では驚おどろかないのか。

「いやね、うん、正直、気の重い仕事だとは思います」

　隠すのもバカらしい気がしたので、素直に口に出してしまう。

「私個人としては、あなたになんの恨うらみもないんですよ。全てあの人の私し怨えんですから。ただ、放っておくと我々の組織の邪じや魔まになる、っていうのもわかるんです……どうしようか、すごく迷いました」

「じゃあ、やめればいいじゃないか。そうすれば私も無事に下車できる。君も心が痛まない。全て解決だ」

　気楽に笑う百色。確かにその通りなのだが、

「できれば苦労しませんよ。これでも私、そこそこの使い手を自負してるんですよ。ここであなたを逃したとあっては、仲間の信頼を失ってしまいます」

「そうか」

「捕らえるか、殺せって言われてるんですけど……どっちもイヤですよね？」

「そりゃね」

「ですよねー……」

　やりにくいことこの上ない。百色は戦いを避さけたがる性格だとは聞いていたが、まるで他ひ人と事ごとのように聞き流している。闘争心をむき出しにしてくれたほうが、まだ戦いやすい。自己防衛という名目ができるから。

「ところで、最初の質問に答えてもらってないね。どうして、この列車に？」

「え、ですから、それはあなたを」

「いやいやそうじゃない。目的じゃなくて、手段だよ。なんで私がこの列車に乗ることを事前に把は握あくできたんだい？　自じ慢まんじゃないが、警けい察さつの目を気にする立場だからね。移動手段やスケジュールは徹てつ底てい的てきに隠したつもりなんだが」

「あ、それはですね。ウチの情報網の力です。百色さんの事は、それ専門のスパイ、というかフリークがいるんで、任せてます。百色さんの痕こん跡せきはゴミや足跡に至るまで集めて、そこから情報を割り出せるとか」

「フリークというか、ストーカーだね」

「そう言われるとなんとも……それに、最近では、いろんな技術を結集して、新しいものを作ろうとしてるみたいなんですよ。偵てい察さつ専門の機械とか、魔術とか。それを使って百色さんや吉よし永ながさんを――」

「ちょっと待ってくれ」

　急に百色の語調が強まった。

「今なんと言った？　吉永さんだって？」

「え、ええ……我々の目標の一つに、ガーゴイルがありますから。そのための偵察というか」

「わかった。もういい、ありがとう」

「え、あ、えーと、はぁ。それではそろそろヤッちゃっていいですか？」

「残念だが、それは無理だ」

「何な故ぜです？」

「ふぁー……ん、もう発車したのか」

　その声に、思わず身を引いてしまった。

　百色から百色でない声が発せられたのである。それと同時に、今までずっとうつむいていた百色が身を起こし、辺あたりを見回し始めたではないか。

「ん、なんだこれ？　うわ、ちょっと、オイ！」

　百色だった人物が、顔をまさぐり始めた。そしてシルクハットを脱ぎ、つけられていたコートを剝はぎ、被かぶせられていたマスクを取りはずすと、出てきたのはどこにでもいる普通のおじさん。

「誰だこんなイタズラしたのは！　おまえか!?」

「えええっ!?　イヤ、違います、これは、その――」

　おじさんが顔を真っ赤にして詰め寄ってくる。なんと弁解していいものかわからずに困惑していると、おじさんは持っていたシルクハットで頭を殴なぐりつけてきた。その騒さわぎに気づいて、乗客が集まってくる。

　流れてゆく外の景色だけが平和だった。







「ミズチめ……どんどん近づいてくるな」

　駅のホームでトランシーバーを手にしているのは、本物の百色だった。シルクハットにタキシードとマントという出いで立たちは変わらない。身代わりになったおじさんには悪いことをしたが、ミズチも彼に手を出すようなマネはしないだろう。騒ぎを起こされるのを嫌う集団だから。

　ここ最近、彼らの襲しゆう撃げきが増えていた。買い付けなどの際、目的地に先回りして襲おそいかかってくるのがいつものパターンだったのだが、今回は移動の途と中ちゆうで襲われた。百色のアジトの場所はまだ知られていないようだが、このままでは遅かれ早かれ突き止められる。

　彼のアジトならいい。あそこは何度も引っ越しを繰り返して、警察の目をくらませているから。

　問題は吉永家だ。

　ミズチの首しゆ謀ぼう者しやがあの男である以上、ガーゴイルに恨みを持っていても不ふ思し議ぎではない。そのガーゴイルがいる吉永家も同様に。

　どんな災さい厄やくからも守ってくれるガーゴイルだが、それでも吉永家が攻こう撃げきされて良い気分にはならないだろう。

「知らせておいた方がいいな」

　百色は携帯電話を取り出し、しばらくボタンを見て、また懐ふところに戻した。

　ミズチの情報網とやらがどれほど広いのか不明だ。もしかしたら電話も盗とう聴ちようされているかもしれない。ここは直接会った方がいいだろう。

「それまでに襲われてないといいけどね……！」

　マントを翻ひるがえし、自動改札を抜けようとしたところで赤いランプが点灯した。よほど焦あせっていたのだろう。一枚の切きつ符ぷで二度同じ改札を抜けることはできないのである。































　四月も後半戦になり、桜から新緑の季節に移ろうとしている。

　本来ならまだ春と呼べる季節なのだが、温暖化の影えい響きようか植物も活発になっているようだ。緑色の葉を茂らせている木々が、御ご色しき町ちようにも増え始めた。

　その御色町では、先日さくら祭りが開かれた。毎年恒こう例れいの、春の祭りである。

　去年はすったもんだの大おお騒さわぎだったのだが、今年はあっけないほど無事に終わった。去年の事件は、いわば人じん災さいがほとんどだ。今年のさくら祭りの担当者は危険な騒そう動どうよりも楽しい祭りを選んだのである。

　そうして一つの季節を送り出そうとしている御色町では、それでもいつもと変わらず騒がしい毎日だった。

『受け取れぬ』

　そんな御色町を代表する場所、御色南口商店街には今日もガーゴイルの姿が見られる。

　ビールケースの上に座っている、黒い犬の石像。歴戦の傷はどこにも見あたらず、いつも綺き麗れいな光こう沢たくを放はなっている石の肌。仮面のように動かない顔で、ガーゴイルは差し出された封筒を断った。

「いや、そこをなんとか」

『駄だ目めだ。いや、無む駄だだ』

　封筒を差し出しているのは、町会長でもある宮みや村むらさん。和菓子屋を営いとなんでおり、この間のさくら祭りで一番働いた人物である。

「こないだのさくら祭りでもそうだけど、ガーゴイルさんを無む報ほう酬しゆうで働かせるのはどうか、って意見も出てるんだよ。いつもガーゴイルさんには商店街の力になってもらってるし。金額に換かん算さんしたら、これでも足りないくらいだよ」

『我われは金銭のために働いているのではない。これを受け取ってしまったら、我は金で雇やとえるただの門番になってしまう。我は吉よし永なが家の門番だ。他の者を助けるのは、労働ではなく善意なのだ』

「でもなぁ。ガーゴイルさん、昨日も中華料理の水すい滸こ伝でんで鍋なべ握ってたろ。完全に労働じゃないかあれは」

『水滸伝の三人娘が揃そろって風か邪ぜをひいたのだ。我も調理の練習になると思っただけだ。労働ではなく、学習である』

「まったく強情だなぁ。お堅いよね、ガーゴイルさん」

『我は石像だからな』

「…………」

　言葉もなく、目を見開いてガーゴイルを見る宮村さん。

『どうした』

「いや……ガーゴイルさんが冗じよう談だんなんて珍しいなぁ、って」

『冗談？　何が冗談なのだ？』

「いや、やっぱりいつものガーゴイルさんで安心したよ」

　宮村さんの含み笑いの理由がわからず、ガーゴイルは唸うなるばかり。

　しかしガーゴイルが絶対に意見を曲げないことは宮村さんにも伝わったようだ。素直に封筒をひっこめると、軽く謝あやまった。

「しかしお金じゃなくても、何らかの形でガーゴイルさんに報むくいたいんだよねぇ」

　考えこむ宮村さん。

　ガーゴイルとしても宮村さんの気持ちは汲くみたいのだが、食べ物も衣服も住居も必要ない石像にとっては、金など紙切れに過ぎない。これで趣しゆ味みの一つでもあれば別なのだが、門番としての任務が趣味のガーゴイルには、経費すら要いらないのだ。

『む？』

「どうしたい、ガーゴイルさん」

『早速別の仕事だ。吉永家に賊ぞくが侵入しようとしている』

「そりゃまた物ぶつ騒そうだね。早く行ってあげなさい」

　まったく危機感のない声で、宮村さんが苦笑する。きっと彼にも来らい訪ほう者しやの正体がわかっているのだろう。







『今、吉永家には誰だれもおらぬぞ。ママ殿も買い物に行っている』

　インターホンを鳴らす怪かい盗とう百ひやく色しきの背後に、ガーゴイルが出現した。

「そうか。それは好こう都つ合ごうだ」

　シルクハットの位置を直すと、百色は振り返る。その焦しよう燥そうした顔を見て、ガーゴイルは少なからず驚おどろいた。外傷はどこにも見あたらないが、ひどく焦あせっている。ここへも急いで駆けつけたのだろう、息が上がっている。

『はなはだ不本意だが、汝なんじを追い返したとあってはママ殿に叱しかられる。盗みをはたらかないと約束すれば、中への侵入を許可する。茶の一杯でも振ふる舞まおう』

「ありがたいが、時間がない」

『どうしたと言うのだ。汝らしくもない』

　今日の百色には余裕が見あたらない。ガーゴイルの光線ですら笑いながら避よけている男なのに、今日はやけに周囲を警けい戒かいしている。

「単刀直入に言おう。君の家が狙ねらわれている」

『誰にだ』

「前に話しただろう。あの喜き一いち郎ろうくんが関かかわったとされていた、古こ科か学がく者しやの組織だ」

『なんだと？』

　焦燥の理由が少しわかった。

　百色もガーゴイルも自分の事ならば笑って済ませられるが、吉永家が狙われているとなれば別だ。普通の生活を営んでいる彼らが狙われれば、ガーゴイルでも焦る。彼らは人間であり、石の身体からだも持っていない。

『だが喜一郎がそんな真ま似ねを――』

「いや、喜一郎くんは関わっていない。というか、彼はその組織の敵だ。彼も騙だまされた一人なんだよ」

『どういうことだ？　もう少し詳しく話せ』

「うん。やっぱり上がらせてもらおう。長くなるからお茶を所しよ望もうする」

『承知した。ママ殿が汝専用の茶葉を用意したので、それを使おう』

「こないだのアレか。ママさん覚えててくれたんだな」

　初めて百色が笑った。







　吉永家のリビングは静かなものだった。誰か家族がいれば話は違ってくるが、ガーゴイルひとりでは会話もない。普段しゃべらないママがいるだけでも、場の雰ふん囲い気きは明るくなるのだが、怪盗と門番のふたりきりでは重い空気しか流れない。

　ソファに座る百色がお茶を一口飲む。小さく息をついてから、話し始めた。

「その組織はミズチといってね。早い話が悪の組織だ」

『ミズチとは、このような字を書くのか？』

　テーブルを挟はさんで向かいに座るガーゴイルが、光線で空中に文字を書く。「蛟みずち」という字を見て、百色がうなずいた。

「そう……そうだと思う。私はカタカナでしか見たことがないが、語源はそれに違いない」

『して、その組織は何をするのだ』

「古科学やその他の危険な学問を追究する者の集まりさ。マイノリティな連中がお互いの知識を教え合って、より優れた技術にしようというものさ」

『それだけ聞けば普通の互ご助じよ会かいにも思えるが、内実は異なるのだな』

「ああ」

　そこで百色は湯飲みを手に取り、ぐいと飲み干した。

「いや、やっぱりこのお茶はおいしいね。商店街で売ってるのかい？」

『ふん。ようやく普段の汝が戻ってきたな』

「君の顔を見たら安心してね。やはり持つべき者は頼れる友かね」

『下らぬ冗談はいい。続きを話せ』

「はいはい」

　肩をすくめる百色。いつものペースで、ガーゴイルも安心する。

「裏の学問の集まりであるミズチも、最初は古科学者のみの団体だったんだ。さっき君が言ったように、互助会のような役割を果たしていた。それがここ最近になってほかの学者を取りこみ、各地で暗あん躍やくしている」

『暗躍だと？』

「無差別殺人とかじゃない。何かこう、目的をもって活動している。私のように物品を盗んだり、ある技術に関わる人間をさらったり、土地を買収して実験をしたり。奴らに狙われていた人物と接せつ触しよくをはかる機会があったんだが……それらは全てここ数ヶ月のできごとだ。急に組織が変わったらしい」

『何か変化があったのか』

「トップの人物が変わった。君もよく知っている男だ」

『誰だ』

「レイジだよ。レイジ・マルケス」

　ガーゴイルの記憶にもその人物はいた。

　ローブを着た、蛇をイメージさせる宗教者。

　去年のことだ。百色の娘である梨り々りが怪盗になった事件。あの事件の現場で、百色を騙かたって悪さをした男がレイジだ。もちろん、ガーゴイルの手で完かん膚ぷ無なきまでに叩たたき伏ふせ（正確には焼やき焦こがし）、警けい察さつに逮たい捕ほされた。

『確か脱だつ獄ごくしたと聞いた』

「そこから先は推おして知るべし、さ。私やガーゴイルくんに復ふく讐しゆうするために、ミズチという組織を乗っ取ったってわけさ。いや乗っ取ったという言い方は違うな。利害が一いつ致ちした、と言うべきか」

『レイジはともかく、ミズチという組織に恨うらまれるような覚えはないが』

「恨んでいるのはレイジだけさ。ただミズチがレイジの力を欲しがっているのさ」

『それほどまでに優秀な男であったか、あやつは』

　確か、催さい眠みん術じゆつを駆く使しする男だった。他人だけでなく、自分に催眠術をかけて強化することもできた。その力でとある宗教団体の教祖をやっていたのだが、そこは百色が壊かい滅めつさせたはずだ。

　世間的には脅きよう威いだったかも知れないが、ガーゴイルと百色にとっては敵ではない。だが百色の様子を見るに、レイジも前とは違う方法で攻めているのだろう。

「詳しいことは私にもわからないけどね。催眠術以外にも様々な技術を身につけているようだ。催眠術ってのは、学習効果も上げられるのかね」

『可能だとは思うが……しかし、この短時間で』

「それだけ恨みが深いってことだろうね」

　カラになった湯飲みを置く百色。すぐにガーゴイルが湯飲みと共に消える。百色が時計を見ている間に、おかわりと一緒に戻ってきた。

「ありがとう。でもこれで私の話は終わりだ。後は君に任せるよ」

『待て、肝かん心じんな話を聞いていないぞ』

「あれ、なんだっけ？」

『あのレイジが吉永家を狙っていることは承知した。だが手段は何だ？　直接襲おそってくるのか？　それとも遠くから武器で攻撃してくるのか？　それとも家人が一人になったところを狙うのか？』

「そのへんは私にもよくわからないんだ。さっきも言ったように、ミズチは様々な学問の集合体だ。錬れん金きん術じゆつや古科学とは全まつたく異なる体系の技術を使うかもしれない」

『つまり襲われてみなければ分からない、と言うことか』

「そういうこと。ま、私も調べてみるけどね。方法じゃなく、ミズチの本ほん拠きよ地ちをさ。攻撃されないのが一番だ。その前に親玉を叩くって方法もあるし」

『ならば我が』

「君は吉永家を守るという仕事があるだろう。それにこの話はここだけにしておいた方がいい。家族を不安がらせるのも良くないだろう？」

『むぅ……』

　こうして気楽にお茶を飲んでいる百色だが、話の重さはガーゴイルにも伝わった。

　今までとは違う、恨みを持った男による集団での犯行。錬金術師としての名を上げるために、正々堂々と勝負を挑いどんでくる敵とは違い、どんな姑こ息そくな手段もありえる。ガーゴイルを倒すために、吉永家を人ひと質じちに取る可能性もある。

　そしてその敵の攻撃手段は不明――。

『気を引き締めねばならぬな』

　自然とガーゴイルの声も重くなった。

　吉永家に手を出す者は許さない。だが、手を出させた事は一度もない。この家はガーゴイルが確実に守ってきた。今回も同じだ。誰が来ようとも、いつもの通り油ゆ断だんせずにいれば良い話だ。

「ただいまー！」

　玄げん関かんから双ふた葉ばの声が聞こえた。乱暴に靴くつを脱ぐ音と、ドスドスとリビングに近づいてくる音。

「おー、百色来てんのか」

　世界的に有名な怪盗がいるというのに、双葉は近所のおじさんを見るような目だ。実際に吉永家にとっての百色など、その程度の認識だ。

「やぁ双葉ちゃん。梨々ちゃんは最近どうだい？」

「梨々？　別に変わんねーけど。なんかあったの？」

「最近の梨々ちゃんは私の真似事をするものだから、勝手に危険な場所に行ったり、危険な人に話しかけたりしないか心配でね」

「いや、そういうのは別にないけど。つーかガーゴイルが見てくれてるだろ」

『うむ。だが双葉よ。最近は物騒だからな。汝も怪あやしい人物には近づかぬように』

「御色町で一番怪しい人間が目の前にいるからなぁ……あ、ガーゴイルあたしにもお茶」

　特に興味もない様子で、双葉はカバンを置きに自室へ行った。

『今のところは平気なようだな』

「みたいだね。私もこれからは警戒を強めるよ」

　お互い、今までになく真剣な表情でうなずき合った。

　ミズチとの――レイジとの戦いはもう始まっているのだ。







　その日の夜。零れい時を回りかけているので、もう深夜と言ってもいい。

　珍めずらしいことに吉永家の電話が鳴った。

『誰だ、こんな時間に』

　ガーゴイルがリビングに行くと、すでに双葉が受話器を取っていた。

「ふぁーい、もしもし……」

　たまたま夜よ更ふかしして、飲み物を取るために一階に下りてきたのだろう。手にはペットボトルが握られている。

「へ？」

　その双葉は目を見開いて受話器を両手で握り直す。

　一体、誰からだというのか。

「え？　マジで？　本当に？　お、おぉ……今、隣となりにいるけど……うん」

『双葉よ、誰だ？』

「いや、それがさー……」

　頰ほおを掻かく双葉。説明が面倒になったのだろう。受話器をガーゴイルの頭に被かぶせるようにして置いた。ガーゴイルの耳にピッタリとはまっている。

『もしもし』

　その状態で喋しやべるガーゴイル。受話器の位置はガーゴイルにとって関係ないらしい。

『……ガーゴイルか？』

『いかにも、我はガーゴイル。吉永家の――』

　いつもの名乗りを上げようとして、止まった。

　受話器の向こうの声に聞き覚えがあったのだ。それも近所でいつも聞く声ではない。ガーゴイルの記憶の深い場所に眠っている声だった。

『汝は……喜一郎、か？』

　ガーゴイルの制作者である兎と轉てん舎しやの主あるじ、高たか原はらイヨ。天才錬金術師と呼ばれた彼女にも家庭があった。戦争で夫と息子の両方を失ったはずだったのだが、その息子が生きていたのである。

　錬金術の対極に位置する、古科学の使い手となって。

　その男、高原喜一郎はガーゴイルの敵として現れたはずだった。だが、たった今受話器から聞こえる声には、一片の敵意も感じられない。

『すまない、こんな時間に。あとで家の人にも謝っておいてくれ』

『承知した。しかし、どういうことだ？　汝が我が家に電話など。そもそも電話番号をどうやって知った？』

『東ひがし宮みやさんに教えてもらった』

『東宮に？』

　どういう繋つながりなのだ。東宮と喜一郎は、あの事件の後も連絡を取り合っていたのか。そのことを隠さずに話すということは、やましい理由ではないだろうが……。

「おいガーゴイル。あとで何話したか教えてくれよ」

　あくびをかみ殺して、双葉がリビングを出ていった。気を遣つかってくれたのだろう。

　階段を上る音が聞こえなくなるのを確認して、ガーゴイルは尋たずねる。

『喜一郎。息そく災さいであったか』

『ああ。話せば長くなるから、詳しいことは後で東宮さんに聞いてくれ。時間がないんだ』

『そのようだな』

　こんな時間に電話をかけてくるのだ。緊急事態に決まっている。

『単刀直入に言う。今、おまえの家が狙われている』

『それはミズチとかいう組織か？』

『……知っていたのか』

『今日、百色に聞いたばかりだ。奴に続いて喜一郎とは――事態はよほど切迫しているようだな』

　百色の忠告だけならまだしも、普段は接触してくることのない喜一郎からも連絡が入ったのだ。これは緊急事態と言うより、異常事態だ。

『喜一郎よ。汝が知っているミズチの情報を教えてはくれぬか』

『ああ。お前の家に迫って――……。で――の男――……が……』

『喜一郎？』

『――！　…………。……』

　激しいノイズ。

　向こうの電波状況が悪いのだろうか。だが最初から喜一郎の声に濁にごった音は混じっていなかった。それがいきなり雑音が混じった。回線に何かが介かい入にゆうしたような異い音おんだ。

　やがて通話が完全に切れた。

『一体、何が……』

　ガーゴイルが念動力で受話器を戻すと、上から凄すごい声が聞こえてきた。

「てめぇ、誰だ!?」

『双葉？』

　驚きと――僅わずかな恐怖を含んだ声に、ガーゴイルの両目が光る。







　ガーゴイルが双葉の部屋に飛びこむと、すでに事件は始まっていた。

　誰がどう見ても異変とわかる。光る物体が双葉の部屋を飛び回っていた。まるで虫のような速さで、だがホタルよりもずっと大きな光だ。サッカーボールほどの大きさで、蛍光灯くらいの輝き度ど。

『双葉！』

　迷わずに光線を放つガーゴイル。真っ赤な光線が光球に向かって伸びるが、それ以上の速さで光球が移動する。本来なら亜光速に近い速度が出せる光線だが、室内では手て加か減げんするしかない。

「ガ、ガーゴイル……！」

『双葉、下がっていろ』

　もう一度ガーゴイルが光線を撃うつが、球は何かを探しているかのように飛び続ける。しかし窓もドアも開いていないので、どこにも逃げられない。

　試すように光線を撃つが、光球は避けるだけで攻撃してこない。様子を見ているのか、それとも何か隠しているのか、いずれにせよ謎なぞだ。

『おのれ賊め、吉永家に――』

　そこでガーゴイルは気づいた。




　今、敵が吉永家の中にいる。




　これまで誰の侵入も許したことのないガーゴイル。

　怪盗百色といえども、ママの許可なしで侵入させたことはなかったし、泥どろ棒ぼうやセールスマンでもガーゴイルの許可なく家に上げたことはなかった。

　その記録が、今夜破られたのだ。

　鈍どん器きで頭を殴なぐられたような衝しよう撃げき。それと同時に、石の身体が粉々に砕け散ってしまうような喪そう失しつ感かん。

　どんな失しつ態たいを犯おかそうとも、これだけは守り抜こうと誓ちかった場所を――

『おのれ……おのれっ！』

「うわあぁぁっ！」

　双葉の叫びで、ガーゴイルは正気に返った。再度光線を放つが、今度は光球の軌き道どうが変わった。これまで部屋の中を周回するように飛んでいたのだが、突然、双葉めがけて方ほう向こう転てん換かんしたのだ。

　ガーゴイルが目を輝かせるが、遅かった。

「うげっ！」

　なんとその光球、双葉の口の中に入りこんだではないか。

「うわっ、う、うえええ！」

『双葉、吐き出せ！』

「無茶言うな！　くそ、出ろこいつ！」

　自分の腹を叩く双葉。光球が双葉の身体のどのあたりにいるのかは不明だ。口の中に入りこんだ瞬間から、双葉の全身が光り出している。

『双葉！』

「うぁ……！」

　怒りながら腹を殴っていた双葉。その元気が徐々になくなっていく。腹を押さえてうずくまっている。双葉の体内で何が起こっているのか、ガーゴイルにもわからない。

『双葉！　しっかりするのだ！』

　ガーゴイルが光線を放った。ただし対象は双葉だ。双葉の全身を赤い光が包むと、苦しんでいた顔が徐々に安らいでいく。体調を良くするための光線であり、中にいる何かを駆く除じよするためのものではない。

「ち……くしょ……！　出て……きやがれ……！」

　青白い顔で悶もだえ苦しむ双葉。もしかしたら内臓が傷つけられているのかも知れない。そうなったら即座に病院に連れて行かなくては。いや、それ以前に双葉の命が危険だ。

「双葉ちゃん、どうしたの!?」

　隣の部屋から和かず己みが駆けこんできた。寝ぼけているのか、枕まくらを手にしている。

「どうした双葉！　ベッドから落ちたのか!?」

　和己に遅れて、深夜だというのに元気なパパとママ。彼らも寝ているところを起こされたはずなのだが、それを感じさせない声である。

『皆の者……すまぬ！　我が――』

　ガーゴイルが謝罪しようとした時、双葉の身体に変化が訪れた。

　光りながら腹を押さえている双葉だったが、光がその腹部に収束しているのである。双葉が押さえている手のあたり、ちょうどヘソの位置から光が放出された。放出されたというより、生まれたような状態だ。

『双葉！』

「な、なんだこれ！」

　双葉の腹から生まれた――正確には外に出ただけだが――光球は、部屋に入ってきた時と同じように飛び回り、やがてスピードを落として双葉の頭に乗った。

「だ……誰？」

　怯おびえた和己がパパの陰に隠れる。

　和己の言う通り、よく見てみればその光球、人間と同じく手足や頭があるではないか。ただしサッカーボール大の光球に対して、中の人間は十五センチにも満たない身長。あの本体が自分の二倍以上の光を放っているのだ。

　光線が当たらない理由がわかったガーゴイル。本体はもっと小さかったのだ。

　そしてその小さな人影は、双葉の頭の上からこちらを見ていた。

「なんだコラてめぇ！　降りろ！」

　二本の足で踏まれている感触がするのだろう、双葉が頭を払うが飛び上がられて逃げられる。そうして今度は双葉のベッドに乗った。

　やがて小さな人間の放つ光が薄れてゆき、完全に消える。光を発するのは、中の人間の意志によって自在らしい。

『汝は……？』

　残ったのはフリルのついた洋服を着た、人形のような少女。まるで不ふ思し議ぎの国のアリスのようだ。

　ツインテールの髪かみは、黒いリボンで結ばれている。

　ただし、顔は双葉そっくりだ。

『ごきげんよう、吉永家の皆様、夜や分ぶん遅く失礼致しますわ』

　双葉とまったく同じ八や重え歯ばを見せてニッコリと微笑ほほえみ、スカートを摘つまんで丁てい寧ねいに頭を下げる少女。洗せん練れんされた仕し草ぐさで、一いち分ぶの隙すきもない。

　一番驚いていたのは、ほかでもない双葉だった。
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　深夜一時を回ろうとしているのに、吉永家は未いまだにぎやかだった。

　ママが全員分のお茶を淹いれてくれたので、リビングに集合。パジャマ姿のままでの緊急家族会議が開かれた。

「てめぇ今まで何やってたんだ！　なんでこんなハデに光ってる奴に気がつかなかったんだよ！」

　まず最初に双葉のドロップキックがガーゴイルを蹴け倒たおした。

　ガーゴイルは抵抗せず、蹴られた後もリビングの床に転がったままだった。

『すまぬ……完全に我の失態だ。かくなる上は双葉に粉こな微み塵じんにされても構わぬ。我の油断が招いたことだ。存分に罰ばつするが良い』

　これほどまでに消極的なガーゴイルの言葉も珍しい。まるで死を覚悟しているかのような、絶望的な声だ。声に普段の覇は気きがないだけで、抜ぬけ殻がらのように見える。

「おーし！　もう二、三発おみまいしてやる！」

　パジャマの袖そでをまくり上げる双葉だが、

「いってぇっ！」

　そんな双葉の頭にママのゲンコツが落とされた。工事用の杭くい打うち機きで地面に埋めこまれるような感覚で、双葉の頭が沈んだ。

「双葉。お前の気持ちもわからないではないが、ガーゴイルくんだって毎日がんばってるんだぞ。そんなガーゴイルくんでも気づかないほど、侵入するのが上う手まかったんだろう。ガーゴイルくんを責めちゃだめだ。むしろ相手の侵入技術を褒ほめなくちゃな。なんたって百色くんでもできなかったんだから！」

　ママの言葉を、パパが代弁した。

　言いたいことはわかるが、双葉の怒りをぶつける相手はほかにいない。

「でも、この子を責めるっていうのもね……」

「そうだなぁ」

　和己もパパも困った顔。ママだけは常にニコニコしている。

　テーブルの上に座っている、小さな女の子。何故か頭を押さえているが、吉永家に敵対する素そ振ぶりはない。

　手元にあるメモを見て、和己がペンを取る。

「えっと、もう一度訊きくよ？　本当に自分の事を覚えてないの？」

『何度でも申し上げますけど、私、本当に知らないんです。基本的な行動や会話の情報を与えられているだけで、この家に来る前の記憶は存在しません』

　双葉の顔で喋る少女。困ったような顔も優しい口調も、普段の双葉からは出てこないものだ。













「ガーくん、どう？」

『む？』

「いや、ウソ言っていないかわかるでしょ？」

　どうやら和己たちの言葉も耳に入っていなかったガーゴイル。

　全てを機械的に処理できる石像にしては、あり得ない行動であった。

『すまぬ……大丈夫だ。声に乱れた波長は感じられぬ。噓うそは言っていない』

　何も知らないのは、情報を吉永家に与えないための策だろうか。

　と、そこで双葉が気づく。

「なぁ……それってさ。ガーゴイルがウチに来た時と同じじゃねーか？」

　双葉の発言で、家族全員も気づいた。

　ガーゴイルも吉永家に来る前は、兎轉舎の蔵で眠っていたのだ。基本的な情報のみを与えられた門番型自動石像だったため、それは騒動の連続だった。

　そう考えると、この小さな少女にも同情すべき点があるのだが。

『ただ、私の身体について、ある程度は把握しているつもりです』

　少女は立ち上がり、ガーゴイルをまっすぐ見る。

『ガーゴイルが門番型自動石像――この家を守ることが義務づけられているように、私にも私の役割があります。それは見ること』

「見る？」

　双葉が聞き返すと、少女も双葉の顔でうなずく。

『どうも私、どこかと繋がっているみたいなんです。私の役目はその場所へ、見聞きしたことを伝える事』

「つまり生きた監視カメラってことじゃねーか！」

『あら、上手いたとえですのね。アハハハ』

「笑いごとじゃねぇっ！」

　双葉がテーブルの上の少女にゲンコツを振り上げる。

『きゃあっ！』

「覚悟しやがれ！」

　さきほどのママと同じポーズで、双葉の拳こぶしが真っ逆さまに振り下ろされた。

　少女にとっては自分の頭より大きいサイズのゲンコツ。それが脳天を直ちよく撃げきした。

『いたっ！』

「いてぇえええっ！」

　頭を押さえる少女と――双葉。

『何するんですの!?』

「何しやがんだ!?」

　少女が頭上の双葉に向かって怒ど鳴なり、双葉も背後の――

「あれ？」

　誰もいなかった。

　双葉の後ろにも上にも、拳を構えている人物はいない。ママは台所にお茶のおかわりを淹れに行ったし、パパも和己も双葉の向かいに座っている。ガーゴイルは先ほどから転がったままだ。

「どうしたの、双葉ちゃん？」

　和己が立ち上がり、急いで駆け寄ってくる。

「誰かに殴られたの？」

　気遣ってくれているのだろう、双葉の頭をなでさする和己だが、どこにも殴られた箇所はない。感触でわかる。

「あれ……？」

　双葉も自分で頭をさすってみるが、タンコブの一つもない。

『いたたた……』

　対して、テーブルの上の少女はまだ頭を押さえている。

『もしやこれは――』

　つぶやいたのはガーゴイル。その目から赤い光線が放たれ、少女を包んだ。

『あら……気持ちいいですわ』

　自分の身体を見回す少女。きっと攻撃用の光線ではなく、先ほど双葉にも浴びせたリラックス用の光線だろう。

「お……？」

　少女の顔がほころぶと、双葉の体調も良くなった。頭の痛みが消えて楽になる。光線の影響か、体中が元気になっていく気がする。

　それで双葉も気づいてしまった。

「おまえ、まさかあたしと繋がってるのか!?」

『その通りですわ』

　微笑む少女だが、双葉は笑えなかった。

　夢じゃないかと、双葉は自分のほっぺたをつねってみた。

　やっぱり痛い。

『ちょっと双葉ちゃん、やめてください！　痛いです！』

　その痛みを訴うつたえたのは、少女だ。

　疑ぎ惑わくが確信に変わった。

『そういう事か……ミズチめ。小こ賢ざかしい真似を』

「こりゃ敵ながらあっぱれ、だね。スパイとわかっていても、攻撃すると双葉を傷つける。なんとも合理的だな！　ハッハッハ！」

「笑い事じゃねーよ！　どうすんだよこれ！」

　涙目になってパパに訴える双葉だが、

「どうしようもないだろう。それにこの子が攻撃するというのならともかく、ただ見ているだけなら命の危険はないだろうし」

『すまぬが、我にはどうすることもできぬ。兎轉舎で診みてもらうのが最善だとは思うが、今現在、我に打つ手はない』

「ガーゴイルまでそれかよ！」

『双葉に何かあっては困るのだ』

　そう言われては双葉にも返す言葉がない。

「とりあえず、明日考えようよ。眠くて考えもまとまらないや」

　あくびをする和己に、ママも同意する。

　相手が危険でないとわかった途と端たん、これだ。なぜ危険でないのかというと、双葉と感覚を繋げる――つまり人質が手に入れば、攻撃的な敵だったら即座にガーゴイルを破壊する。

　それをしないということは、本当に彼女の役割は「見る」ことだけなのだろう。

「寝ろっつっても……こいつどーすんだよ」

　みんな眠いのはわかるし、双葉も眠い。だがこのままでは眠れない。みんなが寝ている間に牙きばを剝むく可能性だってあるのだ。

　と、思いきや、

『私も眠いです。双葉ちゃんの眠気まで共有しているみたいで……ふぁーあ』

　大きくあくびをする少女。

『案ずるな双葉。我も一晩中見張っている』

「マジかよ……」

　この少女とガーゴイルに見張られながら眠らなければならないのか。考えただけで気が滅め入いる。いっそ何も考えずに眠ってしまいたい。

　ママの淹れてくれたお茶は、とっくに冷めている。

　それを一気に飲み干してから、双葉は思いの丈たけを叫んだ。

「つーかなんでいつもいつもこーゆー事件に巻きこまれるのは、あたしなんだよ!?」

「双葉ちゃんが何にでも首つっこむからでしょ。おやすみー」

　和己にあっさりと答えられて、何も言い返せない双葉。

　ガーゴイルが来てからというもの、こういう不思議な事件に慣れすぎて、感覚が麻ま痺ひしている吉永家であった。
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　翌朝。

『おはようございます、ガーゴイル』

　吉永家の門もん柱ちゆうに座っているガーゴイル。その上に小さな少女が乗っかった。まるで人間のようにあくびをして、身体を伸ばしている。

『警戒する必要はなかったようだな』

　昨晩あれほど愚ぐ痴ちをこぼしていた双葉が寝ると、この少女も同時に眠った。それから二時間ほどガーゴイルが監視していたが、何も起きなかった。その上、寝顔まで双葉とそっくりなので、ガーゴイルもこれ以上監視を続けることを躊躇ためらってしまったのだ。

　それからずっと、門柱の上で落ちこんでいた。

　この少女の侵入を許したことで、ガーゴイルの中にある自信が砕けた。今まで守り抜いてきた吉永家が、こんな小さな少女に。

『我は……門番である資格を失ってしまった』

　守れない門番など、もはや門番ではない。

　それはガーゴイルの根底を覆くつがえされる事だ。

『そんなに私に忍びこまれたことが悔しいのですか？』

『悔しい。こんな屈くつ辱じよくは初めてだ』

　素直に認めるガーゴイル。

　守ることだけがガーゴイルの取とり柄えだった。不器用でいつも吉永家の皆に怒られているが、それでもこの家に置いてもらえる理由は、門番としての職務があったからだと思っていた。

　その職務すら満足にこなせないようなら、ガーゴイルの存在意義がなくなってしまう。

『まぁまぁ、そんなにお気になさらず』

『ミズチに励はげまされるいわれはない』

　なぜか励ましてくれる少女だが、ガーゴイルの沈んだ気持ちは治らない。

『ミズチ――というのですか？　私は』

『知らぬのか？』

『昨夜も話したように、詳しいことはわからないんです。情報を与えないようにするためですね。私は自分がどこから来たのかもしりませんし』

『そうか』

　徹てつ底ていしている。この少女を作った人間は用心深い。監視カメラの役割を果たすのであれば、当然だろうが。

　そもそもどんな技術で作られたのかも不明だ。錬金術や古科学ではないのかもしれない。もちろんそれを少女が知っているとも思えない。

　責めるべきは彼女ではなく、その主だ。

　ミズチを責めたいところだが、今、ミズチの人間は目の前にいない。だから次に悪い存在――ガーゴイル自身を責めるしかない。攻め入ってきた敵の力量など関係ない。ガーゴイルの門番としての力が足りなかった事、それだけを責め続ける。

　パパたちは庇かばってくれたが、やはりガーゴイルは自分の力不足を恥じる。彼らが笑っていられたのは、この少女が善良なスパイだったからだ。誰かが傷つけられても、こんな風にガーゴイルを庇ってくれただろうか。

　その時、吉永家に近づく人間が。

「ガーゴイルさん、おはようございます」

　新聞屋のお兄さんだった。

『うむ、おはよう』

「さっきそこの北きた野のさん家ちの犬がやけに吠ほえてましたよ。後で見に行ってあげたらどうです？」

『承知した。感謝する』

　いつもの会話を繰り返して、ポストに投げ入れられる新聞。

　その新聞を少女が取り上げた。ガーゴイルの頭から飛んで、ポストから新聞を引き抜いたのだ。

『この紙束は何ですの？　吉永さん家に何か利益がある物なのですか？』

　手に持った新聞を興味深そうに眺ながめている少女。

『そして、貴方あなたはどなたかしら？　吉永さん家とどういう関係が？』

　かと思いきや、新聞屋のお兄さんの鼻先に移動して、顔面を見回している。

『吉永さん家に不ふ審しんな物を届けに来たのではないのですか？　ちょっと改めさせてもらってもよろしいですか？　それから貴方の全身のスキャンを行ってよろしいですか？　すぐ済みますから、安心してください』

　ピクシーの全身が発光し、指先を新聞屋に向けている。

「ちょ、ちょっと！　ガーゴイルさん!?」

『すまぬ』

　と、ガーゴイルは念動力で少女を持ち上げ、また頭の上に戻す。

『ちょっと！　私の調査を邪じや魔ましないでくださいませんか!?』

『これは新聞と呼ばれる情報の詰まった紙で、この者はそれを家庭に配る仕事を担になっている。敵ではない。危害を加えることは許さぬ』

『危険な人ではないのですか？』

『危険はない。身元もしっかりしている。それに不審だからといって実力行使に出てはならぬ。まずは会話で見み極きわめるのだ』

『そうなのですか……』

　うなずいて、それを記憶する少女。発光も収まっていた。

「なんか、昔のガーゴイルさんを見てるみたいだねぇ」

『むぅ……』

　笑う新聞屋に、不満を漏もらすガーゴイルだったが、

「あ、でもガーゴイルさんは光線も撃ってたな」

『私は敵か味方か判断するまで、攻撃はしませんわ。さっきのもただのスキャンです』

『む、むぅ……』

　新聞屋のイヤミの籠こもった声に、ガーゴイルは一言も言い返せなかった。







　いつものように新聞屋を見送り、休日出勤のおじさんに挨あい拶さつされたり、部活の朝あさ練れんに急ぐ学生を励ましたりした後、ガーゴイルは吉永家のリビングに入る。

　日曜日ということもあり、吉永家の中は騒がしい。双葉は不ふ機き嫌げんなまま自分の部屋でゲームをしており、和己は午後から遊びに行く時に着る服を考えている。パパは車を洗いに行き、ママは家の掃そう除じ。

　小さな少女はガーゴイルを伴ともなって、リビングでお勉強。

『ガーゴイル！　今ママさんが手にしているあれは何ですの!?』

『あれは掃除機だ』

『まぁ、私の情報とずいぶん違いますのね』

『先週買ったばかりの最新型だ。外国で作られたものらしい』

『ではあの棒のような物は何に使う物ですの!?』

『あれは洋麺スパゲテイを茹ゆでる時に使うものだ。一人分の分量を量ることができる』

『では和己さんが手にしているあれは!?』

『あれは洋服雑誌である。和己は恋人に会う時、相手に最も良い印象を与える服を模も索さくしているのだ。それは若者の義務らしい』

「変な表現で言わないでよっ！」

　和己のツッコミも平然と受け流し、少女の質問に答えるガーゴイル。少女は敵だが、このくらいの質問に答えるのは構わないと思っていた。全てを秘密にするよりも、ある程度の情報は与えておかないと、それが原因で問題を起こすかもしれない。

　朝から少女はリビングの物を覚えようとしていた。リビングの勉強が終わると、ママが働いている台所。

　ママも少女に色々と覚えてもらいたいらしく、壊してはいけないものを特に強調して教えてくれた。ガーゴイルの前例から、学習しているのである。

　台所の次は風呂場にトイレ。そして個人の部屋に移動する。

「つーかさー、ガーゴイルも馴な染じみすぎてるんじゃねーの？」

　ゲームが一区切りついたのだろう、共用部屋のソファで寝転がって漫まん画がを読んでいる双葉。少女も漫画に興きよう味みがあるらしく、双葉が読み捨てた漫画を読みふけっている。

『何がだ』

「おまえ最初、敵だって言ってたじゃねーかよ！　その、ミズチだっけか？　そこの手先なんだろーが！　なんで親切にいろいろ手ほどきしてんだよ！　おまえこいつの先生か何かか!?」

　漫画から顔を上げて怒鳴る双葉。

　一番機嫌が悪いのは彼女だ。少女と感覚を共有しているのだから、無理もない。

『敵だからこそ、危険がないように見張る必要がある。そして無知も同様に危険だ。刃物などの危険物に不用意に触られては困る。少女も双葉も痛みを共有するということは、互いに気をつけねばならぬということだ』

「互いにって――あたしは別に何もしねーよ！」

『双葉が怪け我がをして、この者が痛みに苦しんだ拍ひよう子しに二次災害が起きる可能性もあるのだ。それらは学習によって避けられる。双葉も協力して欲しい』

「やだね！」

　ふてくされて、そっぽを向いてしまう双葉。ここまで露ろ骨こつに嫌けん悪お感かんを示すのは久しぶりである。自分の顔をコピーされたことも、怒りの原因に含まれるのか。

「おっ、ここにいたか！」

　そこへパパがやってきた。何か荷物を持っている。

「家の倉庫から見つけたんだが、使えるかな？」

　パパが持っていたのは子ども用の椅い子すだ。双葉や和己が子どもの頃に使っていたものである。

『私の身体には、それでも大きすぎるみたいです……』

「そうかー、そりゃすまなかった。じゃあもっと小さな椅子を探してこよう」

『あの、そういうことではなく、私は椅子に座ることなど――』

「いやいや、食事をする時には、きちんと椅子に座らないとダメだ。テーブルに腰掛けたままなんて、行ぎよう儀ぎが悪いだろう」

　変なところで律りち儀ぎなパパである。

「何考えてんだよ、パパも……！」

　そんなお気楽な男に、双葉が嚙かみつく。

「どうした双葉。何が不満なんだ？」

「何がって、決まってんじゃねーか！　なんでそんなに馴染んでんだよ！　敵だろーが！　それをパパなんか、もうウチの子みたいに可か愛わいがりやがって！」

「さすがにまだウチの子とは呼べないなぁ。お客様ってところか」

「それでもだ！　どう考えても待たい遇ぐうがおかしいだろ！」

「おかしいかな、ガーゴイルくん？」

『うむ。パパ殿には悪いが、少し危機感がなさすぎる』

「危機感かぁ」

　ガーゴイルに指し摘てきされて、パパは初めて考えこむ。

「確かに、あまりないな」

　考えた結果は、前と変わらなかった。

「だってこの子は偵察に来たんだろう？　情報を集めるだけなんだろう？　そりゃ個人情報とかが盗まれたら大変だけど、そういう情報を悪用するわけでもないよな、そのナントカって組織は」

『おそらくそうだ。ミズチは我の弱点を調べようとしている。そして完膚無きまでに叩きのめすために、強力な刺し客かくを送ってくる』

「だったら、その時にガーゴイルくんが勝てば問題ないだろう。なんたってガーゴイルくんに弱点なんてないんだからな！　ハッハッハ！」

　笑うパパに、双葉もガーゴイルもツッコミを入れられない。

　一理ある、とふたりとも思ってしまったからだ。

『パパ殿』

　しかしその考えには、条件がある。

　ガーゴイルが敵から吉永家を守りきるという、絶対的な勝利条件だ。

『一度この者に侵入されてしまった我だ。それでもパパ殿は門番として信用してくれるのか』

「当然じゃないか！　ガーゴイルくんは強いからね！」

『むぅ』

　そこまで無条件に信頼されれば、ガーゴイルも頑がん張ばるしかない。今のところ少女も無害だ。ならば来きたるべき日のために力を蓄たくわえ、備そなえておいた方が良い。

　未知の敵に対し、どう守ればいいか。それを考えなければ、また昨日のような失態を招いてしまう。敵がさらに侵入技術に長たけ、非常に攻撃的だという可能性もあるのだ。

　二度はない。そうなったら、もうガーゴイルは門番ではなくなる。ただの置物だ。

「じゃあその間、あたしはどうするんだよ。ずっと繋がってるのかよ」

　まだふてくされている双葉。

『今朝、兎轉舎に電話をかけたであろう。昼になれば解決策が見つかるかもしれぬ』

「ったく、めんどくせーなー」

　腹を掻きながら自室に戻っていく双葉。よっぽど少女が気に入らない様子。

『仕方ないですわね』

　口ではそう言うものの、やっぱり少し寂さびしそうな少女。

「心配ないぞ」

　だがパパは彼女にも好意的な言葉を寄せるのだった。

「双葉のあれは、最初だけだ。じきに仲良くなるさ」

『根こん拠きよはあるのか、パパ殿』

「あるさ。ガーゴイルくんの時もそうだったからな」

　そう言えばそうだった。ガーゴイルが吉永家に来た時も、双葉は謎の石像を毛嫌いしていた。隙あらば兎轉舎に返そうと躍やつ起きになっていたのだ。いつからガーゴイルの存在に慣れたのだろうか。

　そう考えると、この妖精はガーゴイルとまったく同じ道を辿たどっているのだ。

　いわばガーゴイルの後輩である。

「だからガーゴイルくんも、この子をウチに置くこと、許してくれないか」

『何なに故ゆえ、我に訊く？』

「いやホラ、こういうのは家族全員の承認を得ないとダメだろう」

『我はただの門番だ。家人の提案に口を挟む権利はない』

「ガーゴイルくん……」

　寂しそうな顔のパパ。

　ガーゴイルは少女に意識を集中させており、その表情の意味を考えることができなかった。今のガーゴイルは、昨日の失態を取り戻そうと必死なのだ。







「ダメかなぁ、パパの『コフタバちゃん』は」

「だーかーらー、絶対に『レッドキング』だって！」

「僕は普通に『アリス』でいいと思うんだけど」

「兄貴はなんでそんな少女趣味なんだよ！　絶対にあたしの『キングジョー』がいいって！　それか『ヒッポリト星人』でさ！」

「さっきと名前変わってるよ！　ウルトラ怪獣の名前なんて似に合あわないってば！　それに名前に『星人』なんてつけないよ！」

　昼食前に、全員リビングに集まって家族会議。

　議題はもちろん、少女の名前である。

　記憶も経験もないのだから、名前もない。便べん宜ぎ上じようでも名前をつけなくてはならないのだが、話は進まず。

　双葉も双葉で、少女を嫌ってはいるのだが、名づけには熱心だった。しかも本気で怪獣の名前をカッコイイと感じている様子。

『ねーねーママさん、これは何ですの？』

　肝心の少女は、ママが作るおやつをひとつひとつ指さしながら尋ねていた。珍しそうに眺め、口に運んでいる。ガーゴイルと違い、食事ができるようだ。

「おっといかん、もうこんな時間か。昼食前にすませたい用事があるんだ。早く決めないと」

「えー、じゃあガーゴイル、なんかいい名前ないのか？」

『我か？』

　いきなり話題を振られて当惑するガーゴイル。

　ガーゴイルも誰かに名前をつけた経験がないので、考えこむ。そもそも創作活動に向いていないのだ。だから例を示すことくらいしかできない。

『そうだな……我も吉永家からガーゴイルという名をもらった。あれはどういう経けい緯いで決めたのだ？』

「あー……と、なんだったっけ？」

　双葉もよく覚えていないようで、和己に話を振る。

「確かゲームやってて思いついたんじゃなかったっけ？」

「あー、そうだ！　ゲームにいたんだよ、ガーゴイルって敵がさ！」

『なるほど。それに照らし合わせると、この者に似た怪物はいないのか？』

『怪物ってどういうことですの!?』

　なぜかそのキーワードには反応したようで、腹を立てている少女。ガーゴイルも言葉を選べばいいのだが、この石像にそんなデリカシーはない。

「んー、それなら『ピクシー』って感じだな」

『妖精ピクシー？』

　言われてみれば、そんな風にも見える。

　小さくて可愛らしいその姿は、妖精と呼ぶにふさわしい。双葉の顔をしてはいるが、あの凶悪さの八割方は性格から来ているので、ちゃんと普通の笑い方をすれば可愛らしい顔になるのである。

「うん、いいんじゃないか、ピクシー」

「じゃあ、ピクシーってことで」

「あたしは『大魔王マッスルパンチ』がいいと思うんだけどなー」

　もはやウルトラ怪獣ですらない、ゲームのラスボスの名前を提案しながら、それでも納なつ得とくしたのだろう、双葉はそれ以上追求しなかった。ペットボトルからコーラを注そそいで飲みはじめる。

『と、いうことだ。吉永家に感謝せよ、ピクシー』

『うん！　ありがとうございます！』

　心から嬉うれしそうな顔で頭を下げる少女――ピクシー。

　そこへママが牛乳を持ってきてくれた。

『あ、それ飲みたいです！』

　乾かん杯ぱいのつもりなのか、それとも妖精にはパンとミルクという習慣を試しているのか。ガーゴイル同様、ピクシーも本物の妖精ではないのだが。

「ああ、そういえばこの子のコップがないな」

　パパが立ち上がって、戸棚を探す。

「来客用のなかったっけ？」

「こないだ双葉とガーゴイルくんが割っちゃったはずだから……ああ、ひとつ残ってたよ、樽たる井いデパートでもらったヤツ」

　ママがそのコップを洗い、牛乳を注いでピクシーに渡す。

『ありがとうございます！　いただきまーす！』

　身体は小さいながらも、膂りよ力りよくはあるようだ。人間用のコップを軽々と持ち上げて、中の牛乳を飲む。

「今度、ピクシーくん用の食器も揃えないとな！　ハッハッハ！」

　元気に笑うパパ。

　昨日の今日なのに、パパは完全にピクシーを受け入れるつもりのようだ。攻撃せず、家の中に留とどまる存在はみんな家族だと思っているのだろうか。

　だがガーゴイルは警戒を緩ゆるめない。

　なにしろピクシーはミズチの手先だ。いつか必ず牙を剝く。

　すでに家に侵入されているのだ。ならばこれ以上の狼ろう藉ぜきを食い止めるために、最大限の警戒を払わなくてはならない。

　なにしろピクシーは双葉と感覚を共有しているのだから。ピクシーの痛みは双葉の痛み。ということは、つまり――

『ブッ！』

「おえええっ！　なんだこの宇宙的な味!?」

　ピクシーと双葉が同時に吐き出した。













　口の中で牛乳とコーラの味が混ざったのだろう。

　ガーゴイルが思っている以上に、この制約は厄やつ介かいかもしれない。
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　そして正午より少し前、予告通り兎轉舎のお姉さんがやってきた。

「やっほー」

『珍しいな、汝が来るとは』

　普通、こういう事件が起きると真っ先に兎轉舎に行くのだが、今回はピクシーが吉永家から出たがらないのと、事件の原因が兎轉舎にないということで、来てもらったのである。

「みんなお昼食べた？」

　機材が山ほどあるトランクを担かついで、お姉さんは笑う。

　トランクの反対側の手には、商店街にあるパン屋さんと肉屋さんの袋。なんでも事情を話したら「兎轉舎の姉さんが出向くなんて大事件に違いない！　陣じん中ちゆう見み舞まいだ！」と、みんなが食べるものをくれたのだという。ひきこもりのイメージが強いのだろう、このお姉さんは。

　そんなわけで、ママが作ってくれた昼食と商店街の皆がくれた弁当で、吉永家の腹は満腹になった。ピクシーもいちいち食べ物について聞きながら、美お味いしそうに食べた。ガーゴイルは食べられないので、見ているだけだ。

「ごちそうさまー」

　昼食を済ませると、和己は約束のデートに出かけて行き、ママもお茶を淹れてのんびりと休んでいる。パパは趣味の筋トレにいそしむ。みんな思い思いの午後を満まん喫きつし始めた。つまりピクシーの事は完全に放置だ。気にしていないわけではないが、特に警戒する必要もないと午前中でわかったのだろう。

　だが双葉とガーゴイルはそうも言っていられない。

「さーてと、んじゃ始めましょうか」

　満腹になった腹をさすりながら、お姉さんはトランクを開けた。そこにはコードや計器、巨大な電源プラグや機械に見えない物体もある。それらをテーブルに並べて、最後にピクシーをコードに繋ぐ。

『お願い致しますわ』

　テーブルの上でスカートを摘むピクシー。

「あら素直な子ね。もっと嫌がるかと思った」

『私も自分の事を知りたいのです。何も情報を与えられないまま吉永家に連れてこられたのですから。でも、痛くしないでくださいね』

「それはアンタの心がけ次し第だいよ」

　不敵に笑うお姉さん。

　それから検査が始まり、終わった。時間にして三十分もかからない。ガーゴイルの目には、ピクシーの身体に微弱な電流を流して、その値を書き記しているだけにしか見えなかった。きっとその電流に意味があるのだろう。

　そうかと思えば、ピクシーの髪の毛一本を採さい取しゆして、様々な薬品に浸つけたりしている。髪の毛が抜けるのならば、動物に近いのかもしれない。

　そうして出てきた結果とピクシーを見比べて、お姉さんは結論を出した。

「あんまわかんないわね」

「おいっ！」

『ちょっと！』

　すかさずツッコミを入れる双葉とピクシー。感覚が繋がっているせいか、ツッコミのタイミングまで一緒だ。

「しょうがないじゃない。わたしは錬金術師なの。錬金術以外のことはわからないわよ」

『つまりこの者は錬金術以外の技術で作られているのだな』

「そ。もしかしたら本物の妖精かもね。それを利用する技術もあるって、何かで聞いたことあるし。現代科学でも作れるのかしら……興味が湧わいてきたわ」

　目の奥が燃え上がっているお姉さん。だが彼女でもわからないとなると、もうお手上げだ。これから先、どうすればいいのか。

『結局、私は何者なのかわからないのですね』

「そんなこともないわよ」

　寂しそうなピクシーに、サラッと答えるお姉さん。

「わたしじゃわからないってだけ。その、ミズチって言ったっけ？　そこの技術者に聞けばわかるんだろうけど」

「そうだよなー。作ったヤツがいるんだし。自然に生まれた生物だったら、ウチを狙うわけないし」

　納得する双葉。

「自然に生まれたってことはないわね。たとえるなら、そう――精神生命体かな。生物とは違う理ことわりで作られているんだけど、確かに生きているの。だから妖精に似てるってわけ。アストラル体かエーテル体かで、また違ってくるんだけど……」

「悪いねーちゃん、全然わかんねー」

「あ、でも双葉ちゃんの顔と感覚をコピーした技術も、後付の可能性があるわね。だとしたら妖精に別の技術を付ふ加かさせる事が――」

　完全に向こうの世界に行ってしまってるお姉さん。もう双葉の声も届かないし、お姉さんの言葉の意味もますますわからなくなってくる。

『ねぇねぇ双葉ちゃん』

　呆あきれている双葉の頭に、ピクシーが乗る。

「あん？」

『ずっと聞いていなかったのですけれど、この方はどなた？』

「おまえそれも知らずにスパイに来たのかよ……このねーちゃんは、商店街で兎轉舎って店を営業してる錬金術師だよ。高原イヨっていって、その世界じゃすげー有名なんだってさ。あたしは錬金術師じゃねーからわかんねーけどさ」

『ふーん』

「ガーゴイル作ったのも、このねーちゃんなんだぜ」

『じゃあ、この人もガーゴイルの弱点か何かですの？』

「弱点じゃねーな。下へ手たに手ェ出したらブッ殺されるし」

『具体的に、どうブッ殺されるのですか？』

「まず右手の小指をだな――」

　楽しそうに話す双葉と、青ざめながら聞いているピクシー。

　なんだかんだで双葉も訊かれれば答える。嫌いな相手と言っているが、無視するほど嫌悪しているわけではなさそうだ。

　そう思って安あん堵どするガーゴイル。

『……？』

　そして何故安堵したのかわからないガーゴイル。

　敵と双葉が仲良くすることで、安堵する意味があるのか。

「なんかさー、昔のガーゴイルくんを思い出すよね」

　悩むガーゴイルの頭に、お姉さんの顎あごが乗っかる。正気に返ったのだ。

『昔は我も迷めい惑わくをかけた。今でもかけているが』

「もう二年になるのねー」

『……そうだな』

　商店街の福引きでガーゴイルが引き当てられてから、二年。

　様々な事件や事故――主にトラブルを巻き起こしてきた。それと共にガーゴイルも様々な事を学んだ。大切なものを守ること、その守ることよりも大切なことを。

　そして今、吉永家でガーゴイルは後輩にものを教える立場になっている。

「あー、ガーゴイル。今年もやるからな、アレ」

「ああ、アレね。わたしもお呼ばれしてるわよー」

　双葉が言っているのは、ガーゴイルの誕生パーティのことだ。ガーゴイルが吉永家に来て、ちょうど一周年の日にやったのだ。

　去年もこの時期にみんなを呼んで楽しんだ。誰が言ったのか、その日がガーゴイルの誕生日ということになったのだ。

『無駄だと言ったであろう』

　が、ガーゴイルは去年と同じ反応。

「何が無駄なんだよ」

『我はただの門番だ。門番のために宴えん会かいを催もよおす必要はない。そのような金があるのならば、もっと皆のために使うべきだ』

「へいへい、そーですか」

　ハナクソをほじりながら、双葉は完全に聞き流している。

「その時は、また商店街のみんなに色々もらってくるわねー」

　カラになった弁当箱を見るお姉さん。ガーゴイルが何と言おうと、パーティの開かい催さいは決定事項なのである。パーティとは、主しゆ賓ひんのためだけにするのではないのだ。

『むぅ。汝らは我の話を聞いているのか』

『ふむふむ。パーティの話題を出すと、ガーゴイルは照れるのですね。これは良い情報かもしれません』

　押し黙るガーゴイルを見て、ピクシーが正確な分ぶん析せきをする。

『余計な事を言うな』

　目を光らせるガーゴイルだったが、ピクシーに光線を撃つことはできない。相手は双葉の顔をしている上、撃てば双葉にも痛みが伝わってしまう。

『ぬぅ……！　これは苛いら立だつ。我にとって最も効果的な作戦だ』

　もしもガーゴイルが石像でなければ、きっとストレスで胃に穴が空いていただろう。

　ガーゴイルの弱点を的確についた、ある意味最強のスパイだった。







































「だから六時からは暴ぼう風ふう超ちよう人じんトルネーダ観みるんだっつの！　てめぇチャンネル返せよ！」

『双葉ちゃんはもっとニュースを観るべきです！　私、もっと双葉ちゃんの見聞を広めたいのです！』

「んなこと言って、お前が情報集めたいだけだろーが！　返せっ！」

　ソファを踏ふみ台だいにして、双葉が飛び上がる。

　ロケットのように飛ひ来らいする双葉を避よけるピクシーだが、リモコンを取り落としてしまう。落としたリモコンが双葉の脳天に音を立てて当たる。

「いてて……！」

『あぁぁぁ……』

　揃そろって仲良くうずくまる二人。

　ピクシーが吉よし永なが家のスパイとして着任してから、一週間ほどが過ぎた。あれから何か変化があったのかと言うと、実のところ何もなかった。

　双葉との相あい性しようは最悪に見えるが、それ以外は平和そのものだ。ピクシーは本当に見るだけの存在で、吉永家が触れるもの全てに対して「コレは何？」と尋たずねてくる以外は、とても性格の良い妖精だった。

　双葉の顔をしているのに、どうしてこんなに良い子なのかとつぶやいた和己がドロップキックを喰くらったりもしたが、それは別のお話。

「おいピクシー！　てめぇスパイなんだったらもうちょっとコソコソしやがれ！　あたしの目の届かないところに行けよ！」

『そんなことできませんわ。私の役目は見ることだけじゃないのです。色々な反応を調べるために、私がアクションを起こすことだってありますの。あら、このお菓か子しおいしい』

　リビングのテーブルの上にあるクッキーを食べ始めるピクシー。

「やめろ！　クッキー喰うな！」

『クッキーくらいいいじゃないですか。ケチ』

「ケチで言ってるんじゃねーよ！　おまえ身体からだ小さいから、クッキーひとつで満腹になるだろうが！　そしたらあたしもなんだか腹一杯に感じるんだよ！　晩飯喰えなくなったら、ママに怒られるんだ！」

　このように、ケンカもすればするほどピクシーの生せい態たいについてわかってくる。どうやら外部からの刺し激げきに対して、双葉と感覚を共有するようだ。さらに眠気や腹痛など、一部の感覚は内部でも共有される。だから双葉もピクシーが変な行動を起こさないか監視するようになった。監視したからといって、変な行動を抑えられるとは限らないが。

『あ、そのママさんが帰ってきましたわ。おかえりなさーい！』

　ピクシーが玄げん関かんに向かって飛んでいく。

『あら？　あなたはどなた？』

「んー、どうした？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべるピクシーが気になって、双葉も玄関に行く。

「やぁ双葉ちゃん、ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　ママと一緒に買い物袋を持っていたのは、シルクハットにタキシードという珍ちん妙みような格好の、見慣れた男だった。







「すまなかった。私がもっと早くミズチの計画に気づいていれば」

　リビングのソファに座り、頭を下げる百ひやく色しき。

『汝なんじのせいではない。我われが常日頃から注意していれば、このような事にはならなかった。猛もう省せいしている』

「まだ立ち直れないのかよ」

　百色と向かい合って座っているガーゴイルと、その頭を小こ突づく双葉。ピクシーは百色と初めて会ったせいか、情報を得ようと周囲をハエのように飛び回っている。

『百色すら侵入させなかった我が、このような小さき者を通すなど、恥ち辱じよくの極きわみ』

「ガーゴイルくんの屈くつ辱じよくは理解できるけど、まずは敵の技術を褒ほめるべきだね」

　百色が指を伸ばすと、ピクシーはその指にとまった。

「ミズチの技術力は、君の想像を遙はるかに超えている」

「なーなー百色。そのミズチってどんな組織なんだよ」

　マントを引っ張りながら尋ねる双葉に、苦笑する百色。

　と思いきや、双葉と一緒にピクシーもマントを引っ張っているではないか。

『私も知りたいです。自分を作ったのが誰だれなのか』

「うーん……話していいものか」

　悩む百色だが、

「あたしゃもう巻きこまれてんだよ！　ウチの情報が敵に渡ってんだから、敵の情報もらったってバチはあたらねーよ！　敵を知り、己おのれを知れば百戦危うからずって言うだろ？」

「なんで双葉ちゃんは戦いくさとか勝利とか、そっち方面の言葉には詳しいのかな……小学生とは思えないよ」

　結局、双葉とピクシーに押し切られて、話すこととなった。

　ミズチの話をして、怯おびえるような家でもない。

「簡単に言うとね、ミズチっていうのは悪の組織だ」

「おー、それならわかりやすいぜ」

「悪の組織って、科学者がいるだろう？　改造人間を作ったり、超兵器を作ったり。ミズチっていうのは、その科学者集団だと思ってもらえればいい」

「科学者だけだったら、世界征服できねーじゃん」

「そう、そこが面白いところでね。その組織の科学者は、戦闘員や改造人間も兼任してるんだ。自分で戦う技術をもった科学者。イカデビルの集まりさ」

「兎と轉てん舎しやのねーちゃんみたいなもんか？」

「うん、変なたとえだけど、大体合ってる」

　いつも奇妙な研究をしつつ青せい龍りゆう刀とうを振り回す妙みよう齢れいの美女。言葉にすると怪あやしさ倍増だが、実際にそんなものである。

『ということは、ミズチに錬れん金きん術じゆつ師しがいる可能性もあるのだな』

「どうだろう。そこまでは確認できていないが……」

『この者を作った技術者が気になる』

　ピクシーは百色の手の周りを珍めずらしそうに飛んでいる。百色が手品で取り出したかのようにも見える。

「ミズチにはいろんな学者がいるからねぇ。古こ科か学がく者しや、魔術師、呪じゆ術じゆつ師し、占せん星せい術じゆつ師し、催さい眠みん術じゆつ師し――例を挙あげればキリがない。それに複数の技術を合成した可能性だってあるしね」

「あたし、ずっとこのままなんて嫌だぞ」

「もちろん双葉ちゃんのためにも、早期解決を心がけるよ。レイジに直接会ってでも、感覚の分ぶん離り方法を聞き出してくるさ」

「おー、そうだよ！　そのレイジ！」

　手を叩たたく双葉。

　彼女もレイジとは面めん識しきがある。殺されそうになったこともある。だが事件には直接関かかわっていなかったので、恨うらまれている事はなさそうだ。

「レイジがミズチのボスなんだっけ？　また宗教とか始めようとしてんのか？」

「宗教――ね。学問というのも、ある意味宗教に近いしね」

『レイジ……』

　つぶやいたのは、ピクシー。百色の手を離れて、力無く空中に漂ただよい始めた。

「どした？」

『私、レイジという名前に聞き覚えがありますの』

『やはり奴が関わっているのか』

　ガーゴイルもそうだが、百色も双葉も驚おどろかない。彼ならピクシーを使し役えきして吉永家の情報を集めても不ふ思し議ぎではないからだ。それに技術的にもあり得る。百色が言っていたのだが、自分に催眠術をかけて学習能力を飛ひ躍やく的てきに高める方法があるそうだ。

「おい……そんなに怯えるなよ」

　双葉がピクシーの身体に触れ、手を差し出した。その手にピクシーが乗ると、双葉の手が小刻みに震える。ピクシーの恐怖が伝わっているのだ。あまりにも強い感情だと、伝わってしまうようだ。

「心配するな、ピクシーくん」

『え？』

　立ち上がった百色。その手には小さな花が握られている。

「君たちの笑顔は私が守る。安心したまえ」

『キザですわね』

　差し出された花を、一言で切り捨てるピクシー。感覚だけでなく、感性まで双葉と似たのかもしれない。




　　　　　[image: ]




「いってきます」

『うむ。気をつけるがよい』

『いってらっしゃいませー！』

　ある日の朝。

　ガーゴイルの一日は、門もん柱ちゆうの上で家族を見送るところから始まる。パパを見送り、双葉を見送り、最後に和かず己みを見送る。

　今日の授業は二限からだと言う和己。私服姿でおっとり出かけていく姿にも慣れた。大学生になった和己は、高校生の時よりずっと大人らしく見える。心に余裕が生まれたせいだろうか。

『さて』

　和己の後ろ姿が見えなくなると、ガーゴイルの仕事が始まる。毎日のパトロールである。

『今日はどこにいきますの？』

『汝は我の頭の上に乗ることが多くなったな。菊きく一いち文もん字じが嫉しつ妬としていたぞ』

　ガーゴイルの頭の上であくびをしているピクシー。最初は警けい戒かいしていたガーゴイルも、害がないとわかってから徐々に慣れてきた。ピクシーが敵なのは間違いないのだが、攻撃するのは彼女ではない。

　それにある日、和己がこう言ったのだ。

「ねぇ、ピクシーって何も知らない子なんでしょ？　だったらきちんと道徳を教えて、敵のスパイは悪いことだって思わせればいいんじゃない？」

　この台詞せりふはある意味正解で、ある意味間違っている。

　ピクシーは元来とても良い子なのだ。双葉の何をコピーしたのか疑問に感じるほど素直でおしとやかで優しい子なのである。しかし無知ゆえの悪さをはたらく時もある。それをきちんと教えればピクシーは本当の意味で良い子になれる。

　だがピクシーが良い子になったところで、スパイ活動は止まらない。兎轉舎のお姉さんが言うには、情報はピクシーの身体からダダ漏もれになっているらしい。ピクシーそのものが通信機のようなもので、自分の意志で通信を止めたりすることは不可能なのだそうな。

『む』

　ガーゴイルの感覚器が、何かをキャッチした。

『悲鳴ですわね』

『汝にも聞こえたか』

　会話をしている時間も惜しい。

　ガーゴイルが現場に急行すると、いつもの小さな事件が起きていた。

「おお、ガーゴイルさん！　助かった！」

　吉永家から五百メートルほど離れた住宅街。そこの道路の側溝に自動車のタイヤが嗔はまっていた。運転手の不注意だろう。五十代くらいのおじさんが困った顔をしていた。

『離はなれていろ』

　念動力であっさりと車を持ち上げ、道路に戻す。

「ありがとうガーゴイルさん！　いや、このトシになると持ち上げるのも厳しくてね」

『ってことは、このおじさん、昔は車を持ち上げられたの？』

　ガーゴイルの頭の上で目を丸くするピクシー。

『彼は大学時代に重じゆう量りよう挙あげの選手だったそうだ』

『じゅうりょうあげ？　それは揚あげ物ものの一種？』

「あはははは、面白い子だね」

　首をかしげるピクシーを笑うおじさん。

『許せ。この者はまだ何も知らぬ』

「なんか昔のガーゴイルさんみたいだねぇ」

『むぅ。その台詞、すでに今週で五人に言われている。我はこんなに無知であったか』

「そりゃそうさ！　思えばガーゴイルさんも、二年前はいろいろムチャしたっけなぁ」

『わぁ、どんな事をなさったんですの？　私、興きよう味みがあります！』

　目を輝かせているピクシーだが、これ以上の情報を与えると何か良くない気がしたので、ガーゴイルは彼女を連れてその場から去った。

　その日の午前中、ガーゴイルは破は裂れつした水道管を直したり、高い木から下りられなくなったネコを助けたり、道に迷っているおばあさんを案内したり、交通事故が起きる直前で車を止めたりと、いつも通りの毎日だった。







　その頃、御ご色しき第一小学校の教室では。

「双葉ちゃん――――どう――――しました――――？」

　机に突つっ伏ぷしている双葉を見下ろすのは、担任の夜よ倶ぐ先生。

「うー……ちょっとな」

　双葉もわざとやっているわけではない。先ほどから頭と足が痛むのである。双葉に心当たりはない。だが原因はわかっている。きっとピクシーが何かやらかしたのだ。

「具合が――――悪いなら――保健室――――へ――」

「あー平気平気！　なんでもないって！」

　立ち上がって強がる双葉。

　そこへ今度は背中に冷たい感かん触しよくが。

「うひゃっ！」

　飛び上がって背後を見るが、クラスメイトが不思議そうな顔をしているだけだ。

　これもピクシーが何かしでかしたせいだろう。

「あんにゃろ～……」

　家でスパイ活動をしているのではなかったのか。きっとガーゴイルに付き合って、無茶をしでかしているのだろう。普通の生活ならともかく、ガーゴイルと一緒だとトラブルが絶えない。

「いてっ！」

　今度は頰ほおに痛み。これは覚えのある痛みだ。ネコにひっかかれたのだろう。

　頭をぶつけて、足をぶつけて、水をかけられて、ネコに攻撃される。どれだけトラブルを招いているのだろう。

　いや、ガーゴイルはいつもこんな事をしているのか。

　むしろピクシーが受けている仕打ちはガーゴイルの半分以下だろう。たまに汚れて帰ってくるガーゴイルを見ると、もっと大変な目に遭あっている気がする。

「双葉――ちゃん――？」

「いや、本当に大丈夫！　我が慢まんする！　平気！」

「我慢――――？」

「なんでもないっつの！　授業続けろよ！」

　授業を中断したのは双葉なのに、逆ギレされて困こん惑わくする夜倶先生だった。







「本当にごめんなさいねぇ」

　洋菓子屋カマイのご主人、釜かま井いさんがタオルを持ってくる。

『いいえ、いいんです。私の身体は液体も弾はじいてみせますわ』

　と言いつつも、タオルを受け取って身体を拭ふくピクシー。

　頭を掻かきむしって狂乱状態になった釜井さんから、メープルシロップを投げつけられたのである。ピクシーは驚いたが、ガーゴイルは平然としている。ここの主人はよくヒステリックになるのだ。

『話を戻そう。ピクシーよ、汝はどう思う？』

『え、私ですか？』

『我は物を食さぬ故ゆえ、汝なら良い助言ができると思ったのだが』

　商店街の洋菓子屋で、店主と一緒に新製品を考えていたのだ。話を振られたピクシーは店内を見回すが、いきなりだったので良い案が浮かばない。これは能力というより、感性のテストだ。

『私、ケーキを食べたことがありませんの。ですからアドバイスは――』

「あら、そうなの？　じゃあ食べてみるかしら？」

　と、釜井さんがすぐに小さく切り分けたケーキを持ってきてくれた。軽装のスーツ姿の、粋いきで不思議な男性である。

『ううう、食べたいけれど、双葉ちゃんに怒られます……』

『問題ない』

　ガーゴイルが窓の外を見ている。

『現在、四時間目の体育の授業が終わる直前だ。双葉は空腹である。今なら甘い物で疲れを癒いやすことができよう』

『本当ですか？』

　食べてもいいとわかると、ピクシーは差し出されたケーキを全て平らげた。ピクシー用に小さく切り分けられてはいたが、全部食べるとピクシーも満腹になる。

「アラアラ、いい食べっぷりじゃないの。元気があっていいわねー」

　身体をクネクネさせながら喜ぶ釜井さん。

「そうだわ、次は妖精をモチーフにしたケーキを作りましょう！　きっとステキなケーキに仕上がるわ！」

　何か閃ひらめいたようで、アイデアを忘れないためにキッチンへ走っていく。図はからずも助けになったようである。

『ピクシーよ、汝の行動が役に立ったな』

『私、ただケーキ食べてただけなんですけど』

『何が人助けになるか分からないということだ』

　助けになれなかったガーゴイルだが、その声は嬉しそう。

『ねぇガーゴイル。貴方あなたは吉永家の門番なのでしょう？』

　定位置になったのか、ガーゴイルの頭の上に戻るピクシー。

『いかにも』

『でも、この町すべてを守ろうとしてますよね？　何な故ぜですか？』

『そのような事を知ってどうする。我を倒すための情報にはならぬぞ』

『何故かはわかりませんけど、知りたいと思ったんです』

『うむ……そうだな』

　言われて、ガーゴイルもきっかけを思い出す。

　最初は本当に吉永家のみを守る門番だったのだ。どんなことがあろうとも門柱から動かず、来た者すべてを排はい除じよする石像だった。

　吉永家さえ守れればそれで良かった。たとえ家の前で苦しんでいる人がいようとも、命令がなければ何もしなかった。逆に吉永家に近づく者は徹てつ底てい的てきに疑うたがった。人間のみならず、動物や虫までも、ガーゴイルにとっては「吉永家に害をなすかもしれない存在」としか認識できなかった。

　そういう風に作られていると思っていた。

　また、それで問題ないと思っていた。どれだけ家人に嫌われても、仕事さえこなせればそれで良かったのだ。

　そんな無機質なガーゴイルを壊す音があった。

『この鈴だ。これが我の原動力だ』

　奇妙な紋もん様ようが彫ほられた首に、紐ひもで繋つながれた鈴がひとつ。

『吉永家の隣に住む、佐さ々さ尾おという者がくれたのだ。彼女のおかげで、我は吉永家以外の全てを守る――そうだな、心地ここちよさを知った』

『心地よさ、ですか』

『最初は吉永家ありきだった。吉永家の縁えん者じやが傷つけば、結果的に吉永家の者が悲しむ。それが嫌だったから、我は外の者も助けた。その時の我は吉永家だけが全てであり、御色町を受け入れることはしなかった。しかし御色町の皆は、我を受け入れてくれた。温かい笑顔を向けてくれた。感謝の言葉をくれた』

　最初は吉永家に居着いた謎なぞの石像というイメージしか持たれなかったガーゴイルが、半年もしないうちに御色町の人気者になった。それはガーゴイルの功こう績せきだけでなく、御色町の人たちの優しい気持ちがあってこそだ。

『報ほう酬しゆうも何もない、誰もやってくれと頼んでいない。それでも我は御色町を守る。金銭よりもずっと我を満たしてくれるものがある』

『それは、貴方の弱点ですの？』

　あくまで任務として尋ねるピクシー。

『弱点と言えばそうなる。だがこれは奪うばうことはできぬ。我の心の一番深いところにあるものだからな。どんな攻撃でも打ち砕くことはできぬ』

　誇ほこらしげに言うガーゴイル。洋菓子屋の照明に照らされて、首の鈴が光っているように見える。

『……はずであったのだが』

　先日、ピクシーの侵入により打ち砕かれてしまった。

　彼女から受けた最大の攻撃を思い出し、暗くなるガーゴイル。

　その矜きよう持じまで奪われてしまったら、ガーゴイルには何が残るのだろう。それこそただの光線を放はなつ石像に戻ってしまう。それだけは嫌だった。

　そんなガーゴイルの頭の上で、ピクシーは大欠伸あくびをしていた。満腹になったからだろう。眠そうに目をこするその顔は、双葉そのものだった。強がっていない双葉は、本当にピクシーとよく似ているのだ。
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「おいピクシー！　おまえどんだけケガしてんだよ!?　あたしにまで痛みが来るってわかってんのかよ！」

『ご、ごめんなさい……』

　その日の夕食で、さっそく双葉に指し摘てきされたピクシー。

　ガーゴイルについて回っただけなのに、どういうわけか傷つきまくったと言う。

「あと、おまえカマイのおっちゃんとこでケーキ食ったろ」

『うう、お腹いっぱいになっちゃいました……？』

「いや、サッカーですげー疲れてたトコだったから、ちょうど良かったぜ。あと十分遅かったら、給食の味と混ざってたところだったけどな」

　双葉にしてみれば、この味でチャラということらしい。

『そうガーゴイルに教わりましたわ』

　なぜかピクシーも得とく意いげだ。ピクシーと双葉は味覚も共有してしまうので、食事の時は同じものを同時に食べるようにしていた。ピクシーには双葉と同じメニューをミニサイズで出されている。

「ママ！　この肉うめーな！」

『ママさん、このお肉、おいしいです！』

　双葉とピクシー、同時に叫ぶ。ママは頰に手を当ててニッコリと笑った。

「てめぇあたしの真ま似ねすんじゃねーよ！」

『真似ではありませんわ！　同じものを食べているんだから、当然でしょ!?』

「じゃあ食うな！　テメーの分もあたしが食って――んべっ！」

　ピクシーの小鉢を奪おうとする双葉に、ママの鉄てつ拳けん制せい裁さいが振り下ろされた。テーブルに突っ伏して頭を押さえる双葉とピクシー。ケンカをするのは二人同時なのだから、ママもゲンコツが一発分で済むというもの。

「なんか、新しん鮮せんだね」

　双葉の向かいで和己がニコニコと笑っている。

「ガーくん、食べられないもんね」

『うむ。我は石像である故、食事はできぬ』

　食事の時はテレビの上がガーゴイルの定位置だ。いつもそこから会話に混ざっているが、ママの料理の批ひ評ひようなどはできない。双葉たちが美お味いしそうに食べているのを眺ながめているだけだ。

「あ、ごめん。気にしてた？」

『いや、我には我の時間がある。食事の味は分からずとも、この時間は好きだ。家族が集まって食事をする光景は、落ち着く時間でもある』

　とは言うが、ガーゴイルが食べ物の味――というよりも食べることによる幸福感を味わえないことを嘆なげく時はあった。人間の感情を知りたがるガーゴイルにとって、五感の一部が理解できないのは、辛つらいことらしい。

　そのあたりの葛かつ藤とうを、新しん参ざん者もののピクシーにあっさり超えられてしまった。

　そこを踏まえて、和己はもう一度ガーゴイルを見る。前よりも落ちこんでいるようにも見えるし、いつも通りにも見える。

　ガーゴイルはピクシーに対してどんな気持ちを抱いているのだろうか。そもそも石像が嫉妬するのだろうか。

「だからさー、ガーゴイルもねーちゃんに改造してもらえばいいんだよ」

　双葉が無茶な提案をする。

『不要だ。食事ができるようになれば、毒を盛られる可能性もある』

「石像に毒を盛ろうって考える奴もスゲーよな……」

「だがガーゴイルくんにも、ママの料理を食べさせてあげたいよ。なんたってママの料理は世界一だからな！」

　気き遣づかってくれているのか、惚のろ気けているのかわからないパパだった。

　みんなガーゴイルを気にしてくれているが、二年間この食卓を続けてきたのだ。それを当たり前のように感じていたが、ピクシーの出現によって再確認させられた日だった。やっぱり食事はみんなでするものだ。

　ガーゴイルも混じることができたらどんなに嬉しいか。

『私がガーゴイルと感覚を共有すれば、味もわかるのですけれど』

『食べずともママ殿の料理の味は分かる。皆の幸せな顔を見ていればな』

　歯の浮くようなガーゴイルの台詞に、照れたママの鉄拳が飛んだ。

　吹き飛ばされ、転がるガーゴイルを尻しり目めに、双葉は席を立つ。

「ごちそうさまー。風呂入ってくる」

『あ、双葉ちゃん、私も行きますー』

「おー、タオル忘れんなよー」

　食事も同時なら、そのほかの生活も同時だ。

　一緒に風呂に入り、身体を洗うタイミングも同時。ふたり分の感触がやってくるので、無性にくすぐったい。

「あー……」

　ピクシーと並んで湯船に浸つかり、喉のどの奥から潰つぶれた声を出す双葉。洗う時は厄やつ介かいだが、最初に湯船に入った気持ちよさも二倍になった気がする。













「おまえさ、風呂入る時くらい服脱げよ」

　髪かみをほどいた双葉とピクシーはうり二つだ。これで洋服と身長を揃そろえたら、誰がどう見ても同一人物だ。

『これは服ではありませんのよ。いわば私の身体の一部。残念でした』

「何が残念なのかわかんねーけど、ガーゴイルの装そう甲こうみたいなもんか。じゃあ、なんで髪ほどいてんだよ？」

『髪の毛を洗うために決まっているでしょう？』

　納なつ得とくできない。やっぱり何か気持ち悪い。洋服が肌にくっつかないのだろうか。考えただけで不快になるので、意識の隅すみに追いやることにした。それにピクシーも不快感を感じていないことがわかる。

「何しでかすか気になるなら、こうやって一緒に過ごせばいいんだよなー」

『あら、私は任務があるのでいつも一緒にはいられませんのよ』

「誰が一緒にいたいっつったよ。それに誰のせいだと思ってんだよ」

『私の創そう造ぞう主しゆのせいですかね』

「……そだな」

　腹立たしいことに、ピクシーには悪気がない。これで吉永家のみんなを皆殺しにしようと企たくらむような悪い妖精だったら、また対応も違ってくるのだが。

「でもさ、なんでおまえ攻撃しないんだ？　あたしを人ひと質じちにとってるようなモンだろ」

『私もそのへんの命令は知らないんですけどね、考えてみたことはあります』

「あたしも考えてみたよ。多分さ、ガーゴイルの事を知るためには、普通のガーゴイルの生活を知る必要があるんだろ」

『そうですわね。刺激を与えて反応を見るのもいいですけれど、ありのままの生活こそ、本当の弱点をむき出しにするチャンスなのですわ』

　不敵に微笑ほほえむピクシー。

『そうして弱点を知った後で、正面から粉々にするんでしょうね』

「弱点を知ってるのに、正面からかよ」

　矛む盾じゆんしているようで、していない。

　卑ひ怯きような手を使わず、自分の力でガーゴイルを倒すということだろう。

　たとえば人質などを使ってガーゴイルの動きを封じたところで、ガーゴイルは「敵の卑怯な策略に負けた」と思うだろう。相手も技術者だ。ガーゴイルの肉体的な弱点を攻めるための兵器を使い、ガーゴイルに心から「相手の実力に負けた」と思わせてこそ、本当の勝利なのだ。

　あくまで決着はリングの上でつける。その前に相手の戦意を削そぐ真似をするかもしれないが、最終的には同じ条件で戦う。まるで悪役レスラーだ。

『だから私には最小限の機能しかないのでしょうね』

「スパイっつーか、相手チームの視察って感じだもんな」

　ユルいように見えるが、相手はミズチとかいう謎の組織だ。どこでどんな風に分ぶん析せきされているかわかったもんじゃない。

「ってことは待てよ。今、あたしと風呂入ってるところも向こうに筒抜けなのかよ!?」

『そうですわね』

「ですわね、じゃねーよ！　カメラ止めろ！」

『だから無理って言ってるでしょう！　カメラじゃないんです！』

　摑つかみ合いになる双葉とピクシー。しばらくもみ合った後、お互い背中を向いて湯船に浸かるという方法を試すことになった。こうすればピクシーの目には映らない。

「なー、おまえさ」

　それでも気になるのか、背後をチラチラ見ながら尋ねる双葉。

「ガーゴイルの弱点調べて、そんでどうすんだ？」

『どう……とは？』

「おまえが戦わないんだったら、別の奴が来るんだろ？　んで、ガーゴイルが勝っても負けても、おまえはどうなるんだよ？」

『それは――』

　答えようとするピクシーだが、いつまで経たっても答えが出ない。

『どうなるんでしょう。回収されるのでしょうか。次の任務があるのでしょうか。それとも用済みになったら消されてしまうのでしょうか……』

「どーなんだろな」

　錬金術のような不思議な技術で作られているのだから、その存在は貴き重ちようなはずだ。だがレイジにとって邪じや魔まな存在になるのだったら、即座に消去される。レイジはそういう奴だ。双葉にはわかる。

「パパはどう転ぼうが、おまえのことウチに引き取りたがってるみたいだけどな。ガーゴイルん時もそうだけど、パパはなんでも引き受けたがるんだよなー」

『…………』

　ピクシーは湯船をじっと見つめていた。

「悪かったよ。そんな怖がらなくても平気だって！」

　その小さな頭を小突く双葉。自分の頭にも衝しよう撃げきが走る。

「イザとなったらガーゴイルがなんとかしてくれるって」

　双葉にとっては、決まり文句のような台詞だ。実際にガーゴイルはどんなピンチでも助けてくれた。きっとピクシーも助けてくれるだろう。

　ピクシーが味方だったら、の話だ。

　これから先、ピクシーはどうなっていくのだろう。ずっと吉永家にいて、双葉と感覚を共有したままなのだろうか。双葉は「いつか兎轉舎のねーちゃんがなんとかしてくれる」と、これまた他人任せな考えなのだが、何か行動を起こせるほど器用でもない。

　いくら双葉でも、これが自分の手に負えない事件だということはわかる。

　そんな事件といつも戦ってきたのは、ガーゴイルだ。

「どーなっちまうんだろうなー、ホント」

　先のことなどわからないのに、双葉は風呂の天井を見上げながら考える。

『どーなっちゃうんでしょう……』

　ピクシーも双葉と同じように天井を見上げる。

　ふと、風呂に入っているのに寒気を感じた。

「お？」

　ピクシーを見ると、自分の身体を抱きしめていた。何か不安な未来でも想像したのだろうか。さっきよりも怯えている。

「だから気にするなって！　ガーゴイルがなんとかしてくれるってば！」

『そう……でしょうか』

「そうだよ。ガーゴイルは敵には容よう赦しやしないけど、味方は絶対に守るんだぜ」

『私、敵なんですけど』

「……そーだったな。たまに忘れるよ」

『実は、私もです。そうですよね、敵なんですよね』

　そのまま会話が途と切ぎれ、しばらくふたりとも静かに湯船に浸かっていた。

　味方になれば全部解決だ、と双葉はどうしても言えなかった。

　そしてあまりにも長く浸かりすぎたものだから、風呂から上がった時には双葉もピクシーも真っ赤に茹ゆで上がっていた。

『うわ～……フラフラですぅ……』

　死にかけのハエみたいな軌き道どうで飛ぶピクシー。

「ピクシー……なんか飲もうぜー」

　双葉も真っ赤になって台所まで歩き、冷蔵庫からジュースを取り出す。ペットボトルを両手で抱えるので精一杯だ。

「グラス運んでくれ～」

『は、はい～』

　ピクシーものぼせており、まともな思考ができなかったのだろう。自分の分と双葉の分、ふたつのグラスを同時に持とうとしたのだ。ピクシーは力持ちだが、注意力は人並みだ。そんな彼女がのぼせた状態でグラスを持ったものだから、

『あーっ！』

　パパの身長より高い位置から落ちるグラス。カーペットではなくフローリングの部分に落ちたため、見事に砕け散った。

『ご、ごめんなさい！』

　すぐに破片に飛びつくピクシー。

　一番大きな破片を持って片付けようとしたのだが、その破片をママが奪った。

『ママさん――』

　この一瞬で用意したのか、箒ほうきとチリトリを用意している。手早く破片を拾い集めて紙にくるんでゴミ箱に捨てる。床に残った小さな破片は粘ねん着ちやくテープで取る。

『ママさん、私も手伝います！』

　飛び寄るピクシーだが、ママは頑かたくなに断る。

『そっか』

　それでママの行動の理由を悟った。

『怪け我がしたら、危険ですものね。痛みが双葉ちゃんに伝わったら、可か哀わい想そうですものね』

　その言葉にママが立ち上がる。

　掃そう除じ道具を床に置き、ゆっくりとピクシーに歩み寄る。

『ママさん？』

　返事はゲンコツだった。

　ママの頭の位置から床まで叩きつけられる、強烈なゲンコツだ。重い石を上から落とされたように潰れるピクシー。悲鳴を上げるヒマすらなかった。

『う、うううう……』

　呻うめくピクシーを放っておいて、ママは掃除を再開。数分でコップの破片すべてを片付けると、道具と一緒に台所に戻っていった。

　残されたのは、床に這はいつくばるピクシー。

『ど、どうして叩かれたのです……？』

「今のは君が悪いよ」

　倒れるピクシーをそっと摑み、自分の手に乗せる和己。

「そうだな、ピクシーくんが悪い」

『反省せよ』

　パパとガーゴイルにも同じ事を言われるが、どうして自分が悪いのかわからないピクシー。目に涙を浮かべて痛みを堪こらえている。

『なぜです？　私は誰かを傷つけるような事を言ったのですか……？』

「言ったよ。でも、今のピクシーじゃわからないのかも」

　ピクシーにとっては、和己の言葉がわからない。ママがあんなに怒った理由を知るためには、まだまだ情報が必要なようだ。

「あ、あたしは本当に何もしてねーんだぞ……」

　テーブルの陰になって見えなかった位置に、ペットボトルを抱えたまま倒れている双葉がいた。こちらは完全にとばっちりなので、家族一同慰なぐさめの言葉をかけたのだった。
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　翌朝。

　それでも毎日は繰り返す。朝はパパを見送り、双葉と和己を見送る。今日は和己も一限からの授業なので双葉と一緒に家を出た。

　ママも洗せん濯たくを始め、ガーゴイルもいつものパトロール。ピクシーもガーゴイルについていき、御色町の情報を集める。

『どうした』

「ああガーゴイルさん！　ちょうどよかったわ！」

　今日最初の依頼者はお婆ばあさん。自宅の前で箒を持っている。掃除中に何か事件が起きたのだろう。

「あのね、そこの排はい水すい溝こうに指輪を落としちゃったのよ」

『なるほど。我に任せておけ』

　お婆さんが指さしたのは、金属製の網あみがかけられた一般的なものだ。その網の隙すき間まが光っていた。

『む？』

　光はピクシーが発するものだった。ガーゴイルが何かする前に、入りこんでいたのだ。

『これですわね！』

　排水溝の中で、ピクシーが手を伸ばす。その手の中には確かに指輪があった。

「ああ、それよ！　こんなに早く取ってくれたの？」

　指輪を受け取ったお婆さんは、指輪が戻ったことよりもこんなにあっさりと解決してしまったことに驚いている様子。

「ありがとうね！　本当に助かったわ！」

『お気になさらず。ただの見み様よう見真似ですわ』

　排水溝から出たピクシーは、泥まみれのままスカートの端を摘んだ。姿形は汚れているが、ガーゴイルはその姿にどこか既き視し感かんを覚えた。

『どういうつもりだ』

　お婆さんが喜びながら家に帰ると、ガーゴイルはピクシーに問いかける。

『汝は我の行動を監視するだけではなかったのか』

『実際にやってみないとわからないこともあるのです。どうしてガーゴイルが人助けをするのか、私にも興味がありましたの』

『では実際にやってみて、どう思った』

『……よく、わかりませんの』

『そうか』

　先ほどもピクシーは見様見真似だと言った。目的もなく、ただガーゴイルがやっているように仕事をしただけでは、感情など湧わくまい。

　だがガーゴイルは違う。

　ガーゴイルと同じ仕事をしたピクシーに、ある感情を抱き始める。

『今、汝はこの町を少しだけ守った。小さな事だが、大きな一歩だ』

『え？』

『では次だ』

　その感情を確かなものにするため、ガーゴイルは有う無むを言わさず次の現場に連れて行った。ピクシーもぶつくさ言いながら、結局ついていく。

　今日の仕事も忙しかった。警けい官かんと言い合いをしているおじさんをなだめたり、食中毒になった犬を助けたり、ボヤ騒さわぎ寸前のところで消火をしたり。その全てをピクシーが手伝ってくれた。

　一つ一つの事件を解決する度、ピクシーはお礼を言われ、その度に困惑していた。だけど機嫌がよいのか、常にグルグルとガーゴイルの周囲を飛び回っていた。







「じゃあ当日には私と美み森もりちゃんで飾りつけとか、ママさんのお手伝いにいくね！」

「うんうん！　みんなにも声かけるから！」

　その頃、御色第一小学校の教室では、いつものように他た愛わいのない会話が繰り広げられていた。ガーゴイルの二周年パーティのことで、梨り々りが目を輝かせている。

「去年は百色が引っかき回してくれたもんなー」

　その時のことを思い出して嘆たん息そくする双葉。家を丸ごと手品のステージにしてしまった百色。ガーゴイルが怒り狂って光線が飛び交うアトラクションになってしまった。それはそれでとても楽しかったのだが。

「去年は私、何もできなかったもんね」

「去年は人もいなかったしなー」

「てことは、今年はいっぱい来るの？」

　美森があごに指を当てて想像する。きっと吉永家と吉永家の知り合いの人を考えているのだろう。そう、全員呼んだら凄すごい人数になる。

　かと言って呼ばないわけにもいかない。パーティはみんなで楽しむものだ。

　だから梨々と美森の申し出はとてもありがたい。人手は多いほど良いのだ。

「でもさ梨々。おまえ、あっちの方は大丈夫なのか？」

「うん。おじさんも世界中飛び回って、いろいろ調べてるし。私はあまり外に出ちゃいけないって、怒られたし……」

「あっち？」

　なにも知らない美森が首をかしげる。

「あー、いやなんでも……お？　おぉ？」

　話をそらそうとする双葉だが、その時、急に肩に重いものがのしかかった気がした。

「どうしたの？」

「いや……なんか、肩と腰と首が痛ぇ」

　またピクシーだ。

　今度は何をやらかしているのか。

「やだ、四し十じゆう肩かた？」

　笑う梨々と美森だが、実際そんな感じの痛みだ。

　しかし今日は何か違う。

「一時間目から、徐々に重くなってる気がするんだよなー……」

　いつもはピクシーがアクシデントに巻きこまれた痛みがやってくるのに、今日はピクシーが能動的に働いているような筋肉の痛みだ。

「何やってんだ、あいつ？」

　気になるところではあったが、双葉が気がかりなのは三時間目の体育だった。ピクシーの筋肉痛をひっさげて男子と勝負しなければならない。

　負ける気はさらさらないので、気合を入れ直す双葉だった。







『それでね、お礼にって、果物屋さんがリンゴを切ってくれたんです！　とってもおいしかったー！』

「へー、いいことしたねピクシー」

　その日の夕食でもピクシーはご機嫌だった。サラダのプチトマトと格かく闘とうしながら、今日の出来事を事細かに話す。

「なんか肩が痛かったのは、そのせいか」

　ババ臭くさく肩をゴキゴキと鳴らす双葉。ぼやいてはいるが、ピクシーの行動に対して怒ったりすることはなかった。むしろ疑問が晴れて満足している。

　ママもピクシーのために、リンゴをウサギの形に切ってくれた。普通の十分の一くらいのサイズだが、ママは軽々と果物ナイフで捌さばいてみせた。今日の善行に対するご褒ほう美びなのだろう。

「これはガーゴイルくんにとっても、いい後輩ができたな！　これで御色町は安心だ、ハッハッハ！」

　パパも上機嫌でご飯を食べている。

『えへへ……』

　照れるピクシーの頭を、ママがなでた。

　昨日はゲンコツをもらったのに、今日は優しくなでられる。なでられると不思議な気持ちになるピクシー。なんだか言い表せない、複雑な感情が湧いてくるのだ。

　それは純粋な喜びと、若干の後ろめたさ。

　いや、後ろめたい気持ちは理解できる。ピクシーは吉永家にとって敵なのであり、敵に褒められるというのは不ふ名めい誉よなことだ。

　それなのに、嬉しい。

　当然だ。ピクシーは吉永家にとって敵だが、それと吉永家に対する気持ちは別だ。

　だから後ろめたいのだ。

「あ、そういえばあの話はしたっけ？」

　パパの言葉に、全員がハッとなる。

『なんですの？』

「なんだ誰も話してないのか。いやね、今月末にやろうかと思ってるガーゴイルくんの誕生日会なんだけど」

『ええ、皆さん集まるっていう』

「それなんだけど、ピクシーくんの歓かん迎げい会かいも兼ねようかってことになってね」

『私の？』

「せっかくだから一緒にお祝いしようって、みんなで話し合ったんだよ。どうかな？」

『…………』

　パパの提案に黙りこむピクシー。

「ダメかな？」

『……どうしてですの？』

「ん？」

『私はスパイなんですよ？　なんで歓迎会なんて開くんです？』

「そりゃピクシーくんはいい子だからね」

　あっさりと答えるパパだが、まったく答えになっていない。

「あのなピクシー。ウチは犬とか飼わねーんだよ」

　首をかしげるピクシーに、双葉が変な話を持ち出す。

「パパはな、ウチに来る奴みんな面倒みたがっちまうんだ。だからママがペット禁止令出してんだよ。捨て猫とかみんな拾って来たがるんだ」

「だって可哀想じゃ――」

「いいからパパは黙ってろ！」

　双葉が叫び、ママがパパの頭に手を置く。ピクシーをなでるような優しい手ではない。

「だからガーゴイルが来た時も無条件で受け入れちまったし。多分、刃物持った強ごう盗とうでも歓迎しちゃうんだよ、パパ」

「いやそんなことはないぞ。ちゃんと人物を見極めてだな――」

　まだ弁解するパパを、ゲンコツで黙らせるママ。

「そんなんだから、成り行きだろーが一度ウチに来ちまったヤツは、みんなパパが家族にしちゃうってわけ。だからお前も諦あきらめろ。あたしも諦めた」

　それはつまり、双葉もピクシーを迎え入れる決心がついたということだ。和己もママも嫌な顔はしていない。そもそも嫌ならば歓迎会など開かない。

　先ほどとは違う、不快な感情がピクシーを襲おそった。

　嬉しいはずなのに、心が痛い。

『私――』

　敵である以上、いずれピクシーも吉永家を離れる時が来るのかもしれない。その時は吉永家の皆は自分に対してどんな感情を抱くのか、想像したくなかった。

　昨日、風呂で話した事を思い出す。

　全てが終わったら、ピクシーはどうなるのか。

　想像すればするほど、言いしれぬ不安が震えとなって襲いかかる。

　ピクシーはミズチが放った敵なのだから。







『よぉダンナ。そんな難しい顔して、どうしたい』

　月明かりに照らされて、ガーゴイルの肌が青白く光る。そんな石像の上に、もっと黒い獣けものが飛び乗った。

『菊一文字か』

　ガーゴイルは特に驚かない。菊一文字の接近にはずっと前から気づいていたからだ。ガーゴイルの感覚器は御色町全体に届く。昼夜も天気も関係ない。

『最近、あのちっこいのが来てから、オイラの場所が奪われちまってね』

『…………』

　場所――立場を奪われたのは、ガーゴイルも同じだ。

　門番としてのプライドに傷をつけられたのだから。

　感覚を研とぎ澄すませて、町を探るガーゴイル。その気になれば、今、どこで誰が何をやっているのか、個別に知ることもできる。無論、全て知る必要はない。ガーゴイルが探しているのは、この町に危害を加える者――ミズチだ。

　ピクシーに侵入を許して以来、ガーゴイルは警戒を強めていた。もう人間だろうが虫だろうが、怪しい者は全てチェックする。どこから侵入してくるかわからないからだ。

『言っておくが、我の頭は汝の場所でもないぞ』

『まぁまぁそう堅いこと言うなって。んで、どうしたい』

『何がだ』

『険しい顔してるぜ。イヤなことでもあったのかい』

『我に表情の変化はないが』

『ヘッ。オイラには何でもお見通しだっつーの。アレかい、あのちっこいのかい？』

『そうだ。ピクシーのことを考えていた』

『つーかさ、率直に聞くけどよ。あいつ、何なの？』

『うむ。我もそれを考えていたのだ』

　似たような言葉を使うガーゴイル。

　最初は、当然ながら「敵」だった。それがパパに認められて「客」になり、歓迎会を開くと言い始める。ということはいずれ「吉永家の一員」になるのか。ということは、ガーゴイルの「家族」ということになる。

　またガーゴイルの仕事を手伝うこともできた。御色町の皆に褒められて「町の一員」という立場ももらった。同時にガーゴイルの「後輩」という立場も。

　だがそれで、最初の「敵」が消えたわけではない。

　矛盾が生じるのだ。

『ダンナ……ダンナ！』

『む、どうした菊一文字』

『どうしたじゃねーよ！　寝てんのか？』

『すまぬ。考え事をしていた』

『ダメダメ。ダンナに考え事なんて似に合あわないっつの。ダンナは何も考えずに行動してたほうがいいって』

『それは我を馬ば鹿かにしているのか』

『知らないのかい？　馬鹿な方が強いんだぜ？』

　変な理論でガーゴイルを説得しはじめる菊一文字。

　動物の世界ではどうなのかわからないが、ガーゴイルは人間社会とピクシーの在り方について考えていたのだ。

　だが今回は菊一文字の言うことが正しいかもしれない。

　現状で悩むより、これから先の対策を考えた方が良さそうだ。

　きっとピクシーも同じように、自分の立場について悩んでいるだろう。

　答え合わせをするのは、もう少し後でも構わないはずだ。
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　とある街、とあるビルの、とある部屋。

　大きな音を立てて、男が机に叩きつけられた。小さな事務所には机が一つしかなく、その机には大きなパソコンが一台。たった今、壊れたところだ。パソコンとモニターだけでなく、アンテナのような装置もある。

　その壊れたパソコンの残ざん骸がいに埋もれる男。スーツにネクタイ、腕カバーをしており、貧相な事務員にしか見えない。が、その男はパソコンの残骸を押しのけると、目の前の敵に向かって手を伸ばした。

「おのれ！」

　男の腕カバーから無数の玉――パチンコ玉のようなものが飛び出し、弾丸のような速度で飛ぶ。

　そのパチンコ玉を華か麗れいにマントで避けるのは、怪かい盗とう百色。手にしたステッキでパチンコ玉を打ち返すと、男の額ひたいに命中した。

「うおおっ！」

　額を抑える男に駆け寄り、胸ぐらを摑む。乱暴に身体を揺すり、壁に叩きつけた。肉にく薄はくした状態で、百色は男を睨にらみつける。

「答えろ。レイジの居場所だ」

「し……知らん」

「噓うそをつくな。調べはついている。君が私たちの家を監視していたんだろう？　吉永さん家ちも同じように見ていた！」

「ち、違う！　確かに僕はお前の監視を任されていた。だが吉永家はレイジさんが自分でやると言ったんだ。なにやら試したいことがあるらしくって」

「あの妖精か――」

「だから僕の管轄じゃないんだ！　放してくれ！」

「嫌だね」

　子どものような笑顔で、百色は男をコードで縛しばり上げた。

　簀す巻まきのように念入りに縛ると、彼のポケットから携帯電話を盗み出す。何か情報がないかと思ったのだが、ご丁てい寧ねいにアドレス帳もメールボックスも空っぽだった。

　その電話が鳴った。

　アドレス帳に何も登録されていないのに、ディスプレイに名前が表示される。

　百色のよく知っている名前だ。

「――もしもし」

『久しいな、怪盗百色』

　何度も聞いた、嫌けん悪お感かんを抱く声。

「やぁ。最近どうだい？　暖かくなってきたな」

『そうだな。この間のリゾートはどうだったかね』

「それなりに楽しませてもらったよ」

　皮肉めいた会話。

　どちらも牽けん制せいし合っているのだ。もしかしたら、どこからか百色を見ているのかもしれない。百色もこの電話の向こうの、声以外の音を拾っており、そこから通話位置を割り出そうとしている。

『何をそんなに焦あせっている、怪盗百色』

「知ってて訊いてるんだろう？」

『当然だ。あれは私が作ったものだからな』

「やはりそうか……！」

　百色の目が細くなる。

「あれは何だ？　偵てい察さつ用ようの人形にしては、凝こりすぎているだろう」

『見ての通り、人工的な妖精だ。私が様々な学問を求めて旅していた時に、北ほく欧おうで偶然発見したもの。その技術に私なりのアレンジを加えたに過ぎぬ』

「成長したなぁ」

『お主ぬしのおかげだ。感謝しているよ、ホッホッホ』

　妖精の存在を技術化して、人工的に作ることができるとは。昔だったら信じられないが、ガーゴイルに慣れた今ならわかる。なにしろそういう世界に生きている人間たちを敵に回したのだから。

『なに心配するな。あれは私が命令しない限り攻撃することはない。その気になれば可能だが、まだその気にならん。偵察用の妖精だ』

「逆に言い換えれば、お前がその気になれば攻撃するんだな」

『私も益にならぬ事はせんよ。ここで妖精を暴れさせても、何の得にもならない。が、そうだな、疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせて混乱を狙うことくらいはできるか』

「貴き様さま――！」

『もちろん、お主の監視も続ける。今度はもっと目の良い者を選ぶとしよう。ではごきげんよう。また会える日まで』

「待て！　私の話は――」

　電話に向かって怒ど鳴なる百色の背後から、突如、不ぶ気き味みな影が躍おどりかかった。振り向いて相手の突進をマタドールのように避ける百色。

　襲いかかってきたのは、拘こう束そくしたはずの事務員だった。

　ただし目が正気じゃない。涎よだれを垂らし、不気味に痙けい攣れんしている。

「薬――じゃないな。もっと強力なものか」

　どうやらただでは帰してくれないようだ。情報の対価にしては高すぎる気もするが、これから先に待っている戦いに比べれば、まだステージ１に過ぎない。

「早くガーゴイルくんに知らせたいところだが」

　それまでにピクシーに変化がないことを祈りつつ、百色はステッキとカードを構える。
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　最近は深夜に電話することを躊躇ためらわない人が増えたのだろうか。また夜中の零れい時を回った頃に吉永家に電話がかかってきた。

　またしても夜中までゲームをしていた双葉が受話器を取る。

「ふぁーい、吉永ですけ――」

『もしもし！　わかったのよ、とうとうわかったの！　ピクシーとあなたの感覚を分離させる方法！　仕し掛かけは単純だから、解くのも簡単だと思ってたんだけどねー、いやこんなに時間がかかるなんて思ってなかったわ！　道具が完成したらまた電話するから店に連れてきなさい！　んじゃそーいうことで！　わたしは寝る！　おやすみ！』

　一方的に叩き起こしておいて、最後は勝手に寝られてしまった。あの親子は夜中に電話をかける習慣でもあるのだろうか。夜中にかけるくらいなら、まだ次の日の早朝のほうがいい。

『双葉ちゃん、どうしたのですか？』

　部屋にいたはずのピクシーが飛んでくる。

「あー、眠いから明日な、明日」

　大事な用件だったが、双葉も眠かったし家族はみんな寝ている。







　次の日の夕食の席。

　双葉は昨日受けた電話を簡単に説明した。

『私の……もうわかったんですか？』

　驚いたのは、ほかでもないピクシーだ。自分でもどうにもならない事なのに、制作者でもない人間に身体の構造を理解されたことに驚いているのだ。

「あ、じゃあもう双葉ちゃんと一緒に行動しなくていいんだね」

　吉永家のみんなも、その知らせに喜んだ。和己も胸をなで下ろす。

「そうだなー。もうふたり分のメシの味がわからないと思うと、ちょっと寂しいけどな」

「あの状況で、そういう利点が見つけられる双葉ちゃんはすごいと思うよ……」

　なんだかんだで双葉もピクシーと一緒の生活に慣れていた。彼女の適応力の早さはガーゴイルでも舌を巻くほどである。

「いやー、でも良かったよ」

　コーヒーを飲みながら、パパが微笑む。

「これで煩わずらわしいものから解放されるからな！　まともに生活ができるよ！」

『煩わしい……ですか』

　パパの言葉に口元を押さえるピクシー。

　――あ、パパ、それは言い方マズイって。

　瞬時に気づいた双葉。フォローしようとしたが、もう遅かった。

『やっぱり私は煩わしいものなのですね』

　その目には涙が浮かんでいた。スカートの端をつかんで、唇くちびるをぎゅっと嚙かんでいる。何かを堪えるような顔だが、実際にその身体が光り始めていた。

「あ、いや、違うんだピクシーくん。君が煩わしいのではなくてね」

『じゃあ何が煩わしいのですか!?』

「それはもちろん、君の能力で――」

『やっぱり私じゃないですか！』

　ピクシーの纏まとう光が強くなり、リビング全体が白く霞んでゆく。

『いかん、皆、目を閉じるのだ！』

　どこからともなく現れたガーゴイルの言葉に、パパ以外の全員が従う。

「いやだから、そういうことじゃなくてね、ピクシーくん、僕の話を……」

『パパさんのバカーッ!!』

　光がエネルギーとなって弾けた。

　全員目を閉じているから何があったのかわからない。だが音とパパの悲鳴で何があったのか大体想像がつく。そのあたりはママやガーゴイルの暴走でパターンができている。まさかピクシーもそうだったとは。

　双葉が目を開けると、予想通りの光景だった。

　黒こげになったパパと、ひっくり返ったテーブル。食器類は無事だ。ガーゴイルも転がっていた。ママと和己と双葉を守ってくれたようだ。

　ピクシーの姿はなかった。

　窓が割れている。あそこから出ていったのだ。

「うわー……やっぱり怒ると怖いんだね」

　惨さん状じようを見て月並みな感想をつぶやく和己。

「ううう、どうして……」

　黒こげになったパパが手を伸ばしていた。何を摑もうとしているのか。

「ピクシーくんと双葉が別々に行動できれば、煩わしくなくて、ふたりとも幸せじゃないか……」

「相ッ変わらずパパは言葉足らずだなー！」

　これまでにも何度もトラブルを招いたのに、この口下手さはどうやっても治らないようだ。悪気がない分もっとタチが悪い。

　満まん身しん創そう痍いのパパに追い打ちをかけるようにして、ママのゲンコツが振り下ろされた。
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　泣きながら家を飛び出す、というところまではピクシーの情報にあった。なんの情報かというと、昨日テレビで見たアニメの女の子が同じ事をしていたのだ。実際に絶望的な状況に陥おちいると、ああしてしまう気持ちがよくわかった。その場にいたくないのである。

　さて、吉永家を飛び出し、近くのマンションの屋上まで来た。雲の隙間から見える月が美しい。本来、妖精は月の光を浴びて力を得るとも言う。

　そうやって何も考えずに月を見続け、やがてピクシーは想う。

　――やっぱり、私は煩わしかったのでしょうか。

　そもそも敵のスパイをこんなに丁てい重ちように扱う家も珍しい。経験のないピクシーでもそのくらいはわかる。

　だけど心の底では、疎うとましく思っていたのだ。あるいはスパイを油ゆ断だんさせるための作戦だったのかも――と、そこまで疑って、それはないと気づく。

　吉永家に限って、敵を招き入れて騙だますなどという策略は使わない。まだ二週間くらいしか暮らしていないピクシーでも吉永家のみんなの性格くらい把握している。もしも敵が現れたら、こんな回りくどい事などせず真っ向から戦うはずだ。

　ではパパの言葉の意味は。

　ちょっと考えればわかる。ピクシーと双葉の感覚の共有のことだ。

　これがなくなれば、ピクシーと双葉が行動を制限されることもない。

『あー！』

　恥ずかしくて声が出た。なんという勘かん違ちがいだろう。

　だけどそんな考えに至った理由もわかる。

　やっぱり、怖いのだ。

　吉永家に嫌われることが。

　矛盾しているのは重々承知だが、スパイに入った家が心地よい。敵の家族が温かい。敵の石像の行動を学んで生かしたい。

　けどそれをしたら、きっと怒られるのだろう。ピクシー自身も知らない制作者に。

　いっそ、最初から嫌われていたら。

　それが普通なのだ。スパイと明言しているからには、もっとひどい扱いを受けてもいい。罵ののしられ、疎まれ、隔かく離りされ、そうして空気のような存在になるのが正しいスパイなのだ。

　だけど吉永家は違った。

　敵であるピクシーにも優しくしてくれた。

　だからもっとこの家族を見ていたいと願った。ずっと側そばで見続けていたい。優しい笑顔を見ていたい。吉永家のためなら、見ること以外の仕事もする。

　だがそれは、敵としてなのか――

『!?』

　寒気を感じて振り返る。

　背後には御色町の夜景。

『見られてる……？』

　当然だ。ピクシーの情報は常にミズチに送られている。

　だけど今感じた視線は、恒こう常じよう的てきなものではなかった。誰か特定の人間に凄まれたような、冷たい視線だ。

　まるで、今のピクシーに警けい告こくしているようだ。

　――お前が何を考えようと、全て手のひらの上だ。

　誰かにそう言われているような気持ち。

『……帰ろ』

　光を纏い、宙を舞うピクシー。

　帰ったら怒られるだろうが、ここにいたくない。

　だけどママのゲンコツも怖い。

　迷いながらも、身体は徐々に浮かび上がる。

『え!?』

　突然、ピクシーの身体が落下した。何者かに下から引っ張られているような、強い力を感じる。マンションの屋上から地面まで、自由落下よりも早く落ちるピクシー。激突を防ぐため、ピクシーも身体に力を入れて急上昇した。

『なんですの……？』

　力を感じたのは、身体の中だった。

　ピクシーの身体を下に引っ張った何かが、自分の中にいる。

　まだ自分のことをよく知らないピクシー。だけど先ほど感じた視線や、今の落下。まるで誰かにリモコンで操作されているような強制力。

　震えた。

　普段は何も感じない夜景ですら怖くなり、ピクシーは吉永家まで一いち目もく散さんに逃げた。







　吉永家ではみんなが迎え入れてくれた。

　誰もピクシーを叱しからず、パパが言葉足らずだったと謝罪した。

　ママが温かいココアを淹いれてくれた。

　それを一口飲んだ時、ピクシーの涙るい腺せんが決けつ壊かいした。













　吉永家のみんなは慌あわてふためき、やっぱりパパが悪いだの、双葉たちのフォローが足りないだので言い争い、泣きじゃくるピクシーの背後でケンカが始まっていた。そのケンカにも気づかず、ピクシーは涙を流し続けた。
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　ほの暗い部屋。

　行あん灯どんの光に僅わずかに映し出される男。

　顔は見えない。暗いからではない。顔を大きな布で覆おおっているからである。涼すずしげな着流しを着ているが、日本人の顔つきではない。

「ホホ……思ったより良くできている」

　長い赤髪をかき上げて、男が笑う。

　しなやかな指を動かすその仕し草ぐさは、まるで人形を繰あやつるようだ。その指の一本一本が蛇のようにのたくっている。

　六畳の部屋には行灯しか置かれていない。

　指を鳴らすと、その部屋が突如、明るくなった。

　男の周囲には光球がいくつも浮かび上がっている。さながらパソコンのウインドウのように、一つ一つの光球には文字と画像、そのどちらでもないものが表示されている。

「百色を偵察するために作り上げた妖精だが、なかなかどうしていい仕事をする。これは改良すれば武器になる――」

　指を動かすと、光球の一つが男の正面に来る。

　そこにはベッドで眠る妖精の姿が映し出されていた。隣で眠る人間の寝相が悪いらしく、足を避けるように転がっている。

「いや、待てよ。こいつで性能を見てみるのも面白い」

　男が再度指を鳴らすと、光球は全て消えた。

「ホッホッホ……ガーゴイルよ。お主の力、試させてもらう。これまでは観察――」

　舌なめずりをする男。

　その仕草は蛇を思わせる。

「これからは、実験だ」

　さらに男が指を鳴らすと、行灯の光も消えた。































「なぁ、おまえ熱でもあるんじゃねーのか？」

　学校から帰るなり、双ふた葉ばはピクシーを睨にらみつけた。

　双葉の顔面は傷だらけ。

　登校中に転び、授業中に机から倒れ、体育の時間はピッチャーの剛ごう速そつ球きゆうを顔面で受けた。さらに給食のパンを鼻に突っこみ、下校途中では車に轢ひかれそうになった。最後のはガーゴイルが助けてくれなければ本当に危なかった。

『双葉ちゃん……』

　ピクシーはリビングのソファに座っていた。

　動くのが億おつ劫くうなのか、いつものように双葉の頭に飛び移ることもしない。いつもなら「おかえり」と笑って出迎えるのに、今日は笑顔すらない。

　誰だれがどう見ても正常ではない。

「熱あるなら、兎と轉てん舎しやで診みてもらおうぜ」

『へ、平気ですのよ！』

「全然平気に見えねーよ！　だったらこの傷はどういうこった!?」

　双葉がこれだけ怪け我がをしたのだから、ピクシーも当然どこかにぶつけたりしているのだろう。妖精だから傷はないだろうが、ダメージはあるはず。

　昨日の夜からずっとおかしかった。寝ている時から、双葉にも奇き妙みような感覚があった。朝食もあまり食べていなかった気がする。

「よし、兎轉舎いくぞ」

　巨人のようにピクシーの身体からだを摑つかむ。

『は、放してください！』

「やだね。とっとと診てもらって、とっとと治すぞ」

『やだーっ！　診てもらわなくても平気ですーっ！』

　手の中で暴れるピクシー。身体が光球に包まれて、双葉の手から飛び立つ。高速でリビングを飛び回ろうとするのだが、

「いだっ！」

『きゃあっ！』

　天井に頭を打って、殺虫剤をくらったハエのようにフラフラと落ちてきた。その身体が床に到達する前にガーゴイルが光線で受け止める。

『後は任せるがよい』

「お、おー……頼んだー……」

　ふらつく頭を押さえながら、双葉はソファに倒れこんだ。なんだかんだでピクシーのこの激突が、本日最大のダメージだった。







　目覚めると兎轉舎の中だった。

「あ、おはよー双葉ちゃん。もう検査終わったから」

　まるで医者のような白衣に身を包んでいるお姉さん。なぜか聴ちよう診しん器きを首から提さげている。本当に医者のコスプレだったのか。そういえばガーゴイルのメンテナンスをする時、ねじりハチマキをしていた時があった。あれは石工のつもりだったのだろうか。

　双葉は乱暴にソファに寝かされていたが、ピクシーは丁てい重ちように台に乗せられていた。台と言ってもテーブルでもベッドでもない、バスケットのようなカゴだった。特殊な検査機なのだろう。

『おはようございます……』

　目をこすりながら起きてくるピクシー。

『ここはどこですの？』

「ここは兎轉舎っつって、アンティークショップ……だよな？」

「なんで確認とるのよ？　最初からそうだって言ってるじゃない!!」

　激怒するお姉さんだが、ピクシーと双葉が尋たずねる理由もわからなくはない。なぜなら今日の兎轉舎はぬいぐるみの園そのなのだ。それもファンシーなぬいぐるみではなく、口が縫ぬわれたウサギや目玉が飛び出したクマなど、どこでそんなもの見つけてきたんだと聞きたいくらいのグロテスクなブツばかり揃そろっている。

　少なくとも、アンティークショップには見えない。

『安心せよ。汝なんじの身体の不調を診てもらっただけだ』

『私の……いえっ、私はどこも』

「どこも悪くないかどうか、ちゃんと結果も出てるのよ」

　飛び上がろうとするピクシーを、ガーゴイルが光線で押さえつける。赤い光線が檻おりのようにピクシーを包む。

「前にも言ったと思うけど、あなたの身体はどこかと繋つながってるの。身体の不調は、そのどこかから情報が入って来てるから」

『情報……？』

「命令と言ってもいいわね。あなただって考えてみたことあるでしょう？　自分の情報が向こうに伝わるんだったら、向こうから自分に情報が伝わることだってあり得るって」

『……はい。多分、できると思います』

　むしろできないと考える方が不自然だ。仮にもスパイなのだから、クライアントが特定の情報を欲しがった時やスパイが裏うら切ぎった時のために、遠えん隔かく操そう作さできるように作るはず。

　人間のスパイなら無理だろうが、ピクシーは妖精だ。

「ねーちゃん。そこまで自信満々に言うんだったら、解決策もあるんだよな？」

「もっちろーん。わたしを誰だと思ってるのかしら？」

　指を立てるお姉さん。

「なんか久しぶりよねー、わたしが錬れん金きん術じゆつ師しとして活かつ躍やくするのって」

「できれば永遠に大人しくして欲しいんだけどな……」

　双葉の愚ぐ痴ちを聞き流して、お姉さんはピクシーが乗っていた台をいじる。台には操作盤のようなものがついており、なにやら設定が変わったような音がした。

『私に……何かするんですか？』

「痛くないから安心なさい。すぐ済むし」

『何をするんですの？』

「例えばさ、携帯電話に迷めい惑わくメールがいっぱい届いて、サポートセンターに電話しても無む駄だ。その上、知らない人から電話がずっと鳴なり響ひびく。もうノイローゼ寸前。そうなったら、どうする？」

「そりゃ電源切って放置するだろ」

　ピクシーの代わりに答える双葉。

「その通り！　でもピクシーちゃんは生きている。携帯で言うなら通話もメールもできないけど、電源は切りたくない。そんな時はどうする？」

　双葉は数秒考えて、

「アンテナ……か？」

「大正解！」

　お姉さんが双葉の手をとって、大げさに喜よろこんだ。発明が活いかせそうな時は、いつもハイテンションになるのだ。

『そんなこと、できるん……ですか？』

「余裕よ」

　ピクシーの不安を打ち消すように笑うお姉さん。彼女ができると言ったら、本当にどんなことでも可能なのである。

「ついでに、双葉ちゃんとの感覚共有もなくしちゃうわね」

「マジで!?　できんの!?」

「簡単よー」

　あれだけ悩まされていた問題が、ついでで解決されるのは釈しやく然ぜんとしないが、前に電話をもらったときは「感覚共有なくせるわよー！」って大はしゃぎしていたので、お姉さんなりの冗じよう談だんなのだろう。

「さ、今から準備するわねー」

　お姉さんが着々と準備を始めようとすると、

『ちょ、ちょっと待っていただけます!?』

「んー？」

　ピクシーの声に、お姉さんの手が止まる。

『あの、その、私、いちおうスパイだという自覚があるんです。吉よし永ながさん家ちを見るのは命令されたからじゃなく、私自身の意志でもあるんです』

「なんだと！」

　予想外の返答に双葉が怒るが、

『なるほど。我われが門番であるように、汝は間かん者じやとしての使命を取るか』

　ガーゴイルもピクシーの考えがわかるようだ。

　職業意識というやつだろうか。プライドだろうか。そんなもので迷惑をかけられたら、双葉もたまったもんではない。

『わかってます。吉永さん家に悪いことしてるって、そうしちゃいけないって自覚もあるんです。だけど私は見るために作られた存在なんです。私から見ることを奪うのは、ガーゴイルから守ることを奪うのと同じなんです……』

　スカートを摑んで、うつむくピクシー。

『守ること――か』

　気むずかしい口調のガーゴイル。

『吉永家の立場にしてみれば、はなはだ迷惑だろう。だが我が同じ立場に立たされた時、おそらくピクシーと同じ発言をするだろう。我らのような存在にとって、仕事を奪われるということは命を奪われるに等しい』

「双葉ちゃんの顔でそんな風に言われちゃ、わたしも考えちゃうわねー」

　本物の双葉の顔と見比べながら、お姉さんが笑う。

　結局ピクシーの頼みが聞き入れられ、感覚を分ぶん離りするのはお預あずけとなった。身体もまだピクシーの自由に動く。これ以上迷惑をかけるようだったら即手術、ということで手を打ったのである。







『ごめんなさい、双葉ちゃん』

　帰り道、いつもの国道を歩いている途と中ちゆうでのことだった。それまで一言も口をきかなかったピクシーが、ラーメン屋の横を通り過ぎた時につぶやいた。

「んー？」

『私と繋がってるの、イヤなんでしょ？』

「イヤに決まってんだろ。つーかおまえだって不便がってるじゃねーかよ」

『それはそうなんですけど……』

「でもさ、ちょっと見直したぜ」

　最初は怒ったが、よく考えてみるとピクシーの気持ちもわかるのだ。

『え？』

「仕事なんだろ、スパイ。これでホイホイ接続切って吉永家に寝返りまーす、なんて言うようだったら、そっちのほうが怪あやしいっつの。ガーゴイルも言ってたんだけどよ、職務に忠実ってのは立りつ派ぱなことらしいぜ」

　双葉もガーゴイルを通して、色んな職業の人たちを見てきた。

　大抵が変な職業の人ばかりで、善人だけとは限らない。だがその誰だれもが自分の仕事に誇ほこりを持っていた。ピクシーの主であるレイジだって、怪しい教祖という職しよく務む、百ひやく色しきの敵てきという目的を最後まで貫つらぬいている。

『左様。我は門番であり、ピクシーは間者だ。陣営は違えども、その姿勢には感服する。たとえ吉永家の賛同を得られなくとも――』

　気がつけば進行方向のガードレールに座っているガーゴイル。

『それでも、やっぱり見たいです。仕事のためでもありますけど、私、吉永さん家をもっと知りたいんです。まだ私の知らないことがいっぱいあるんです。だから……その、敵とかじゃなくて……』

　責められているのかと思ったのか、黙りこむピクシー。

「でもさー、別に見たいだけだったら、あたしと繋がってなくても問題ないんじゃねーの？」

　ピクシーとミズチのラインさえ残しておけば、仕事はできるだろう。むしろ双葉との制約が無くなって、より仕事がはかどる気もするのだが。

『でも――双葉ちゃんと繋がらなくなったら、私、もう――』

　ピクシーが何を怖がっているのか、双葉にもなんとなくわかる。

　敵なのにガーゴイルに攻撃されず、吉永家にいられるのは、双葉と感覚を共有しているからだ。それがなくなったら、あっさり追い出されると思っているに違いない。

「あのなぁピクシー。おまえ」

　双葉が言いかけたその時だった。

「お？」

　双葉の頭からピクシーがいなくなっていた。

「あれ……なんか」

　それと、なんだか頭がクラクラする。立ちくらみや風か邪ぜのような症状ではない。なんだか薬を嗅かがされたような、強制的な頭痛だ。

『やっ……！』

　頭上からピクシーの叫び声が聞こえた。

　どうも彼女は興こう奮ふんすると光を帯びる性質があるようだ。今のピクシーは舞台照明並の強烈な明るさを放はなち、道行く人の視線を集めている。かといって周りの人は誰も驚おどろかない。双葉が近くにいるので「またガーゴイルさん関係か」と思って歩き続ける。

　通行人が歩みを止めたのは、ピクシーが光線を放った時だった。

「いっ!?」

　双葉の目にも軽いフラッシュが焚たかれた。

　光に目が慣れると、双葉の頭上でピクシーが目から光線を出しているのが見える。光線を撃うてるなんて初めて知った。しかも二本の指を額ひたいにあてて、ポーズなど取っている。

　幸いにも光線は家屋を避さけ、空に向かって飛んでいく。

「おいピクシー！　おまえ何やってるんだよ!?」

『何って、何って』

　ピクシーは震えていた。

『私にもわかりません！　私は何をやっているんですか!?』

「おまえ……」

　あの泣きそうな顔を見れば、本当か噓うそかすぐにわかる。

　何か言おうとする前に、二発目が放たれた。今度は国道を横切り、歩道橋に当たりそうになる。

『む！』

　歩道橋の手すりの上にガーゴイルが出現し、バリアを張った。ピクシーの光線はあっさりとかき消される。いつも見ているガーゴイルの光線と比べて、細身の光線だった。目の大きさの違いだろうか。

「な、なんだ？　またガーゴイルさんのケンカか？」

　足を止めた通行人が見上げている。

「双葉ちゃん、あれは一体――」

「悪い！　ウチのが迷惑かけた！」

　頭を下げて、ピクシーを探す双葉。ピクシーは高度と輝き度どをさらに上げ、歩道橋に座るガーゴイルと向かいあっていた。

「ピクシー！　止まれ！」

『と、止まらないんです……！』

「くそっ！」

　双葉も歩道橋に向かって走る。階段を一段とばしで昇り、手すりの上にいるガーゴイルの隣となりに立つ。

「ガーゴイル！　あいつの動き止めろ！」

『承知した』

　ガーゴイルの目が光り、何か光線を撃とうとするが、

『わぁーっ！』

　ピクシーがそれより早く光線を撃った。ガーゴイルがまたバリアを張るが、双葉がバリアに気を取られている一瞬でピクシーの姿が見えなくなっていた。

「どこだ!?」

　カンで振り向く双葉。

　真後ろにピクシーがいた。瞬間移動も使えるのか。

『素早い妖精だ』

　そしてガーゴイルも一瞬でピクシーの方へ向き直っていた。素早い、ということは瞬間移動は使っていないのか。

　ガーゴイルがまたしても目を光らせるが、今度は歩道橋を歩く通行人がいて光線が撃てない。

『だ……だめっ！』

　しかしピクシーの目から細い光線が。

　その狙いは歩道橋を歩く男の人に。

『ピクシー！』

　ガーゴイルのバリアが男の人を庇かばうように出現する。光線はあっさり弾はじかれるが、驚いた男の人が尻しり餅もちをつく。

「な、ななな、ななんだ!?」

　倒れる男の人の足下に移動するガーゴイル。

『すまぬ、我わが――』

　言いかけて、止まった。

「ん？」

　なぜか言い淀よどむガーゴイルに双葉が首をかしげるが、

『我が後輩が迷惑をかけた。だが汝も我われが守る。安心して通行するがよい』

「あ、ああ、うん、ありがとう……」

　ガーゴイルに諭さとされ、立ち上がる男の人。尻をはたいてまた歩き出す。何が起きたのかわかっていないようだ。ちょっと早足になって歩道橋を渡り終えると、双葉はピクシーの姿を探した。

『ピクシーよ！　汝は他人にまで迷惑をかけるか！』

　再度、歩道橋の手すりに乗るガーゴイル。

『ごめんなさい……！』

　ピクシーの泣き声。どこにいるのか。

　双葉の頭の上だった。定位置に戻ったのである。

『ごめんなさい……私のために謝あやまって下さって……』

　冷たいものが双葉の頭に当たった。

　確かめるまでもない。ピクシーの涙だ。ガーゴイルたちは石像だから涙を流さない。植物のオシリスですら感情を出さない。だけどピクシーはまるで人間のように感情を露あらわにする。

　ずるい、と思う。

　こうやって泣かれたら、これ以上怒れないではないか。

『ガーゴイル――お願いです、私を止めてください』

『先ほどから止めようとしているのだが』

　ガーゴイルが目を光らせると、またピクシーは双葉の頭から飛び立った。光を纏まとい、高速でガーゴイルの周囲を飛び回る。

『どうやら我の光線に反応しているようだな』

　ガーゴイルの目が光らなくなると、またピクシーは普通の挙動に戻る。だが徐々に身体の自由が奪われているらしく、飛ぶのも億劫そうだ。

「ピクシー！　てめえいい加か減げんにしねーと……」

　叫ぶ双葉の頭が、また痛んだ。

　ピクシーはもっと痛いのだろうか。だったら仕事などと悠ゆう長ちようなことは言ってられない。早く捕まえて兎轉舎に運ばないと。というか双葉もこれ以上の頭痛はゴメンだ。

　だがガーゴイルの光線でも捕まえられない相手をどうやって――

　そこまで考えたところで、双葉の身体が何か上から押さえつけられるような感覚に見み舞まわれた。

「おぉ？」

　ピクシーが飛んでいた場所を見ると、

『きゃあっ！』

　可か愛わいらしい声をあげるピクシー。

　なんと、虫取り網あみに捕らえられていた。

「ふっふっふ、こんなこともあろうかと作っておいた甲か斐いがあったわ。妖精捕ほ獲かく用虫取り網。これでもいろんな技術が使われてるのよ」

　春だというのに麦わら帽ぼう子しを被かぶって登場したのは、兎轉舎のお姉さんだった。ピクシーが気になって追いかけてきてくれたのだろう。

　色々とツッコミどころは満まん載さいだったが、とりあえず感謝する双葉。ただ上から押さえつけられる感覚がイヤなだけだ。

『大丈夫か、双葉』

　心配したガーゴイルが尋ねる。

「おー……なんとか」

　かなり動きにくいが、手足は動く。水中にいるみたいで気持ち悪いが。

　そこで双葉は思い出す。

「なー、ガーゴイル。なんでさっき、言うの躊躇ためらったんだ？」

『何がだ？』

「ほら、ピクシーのことをさ、我がナントカって」

　ガーゴイルが言い淀むのはかなり珍めずらしい。だから気になったのだが、

『我にも迷うことくらいある』

　さらに珍しい返事をされた。

　機械のような思考回路のガーゴイルが、迷うなんて。そしてもっと気になるのが、その悩みを吐と露ろしないことだ。双葉に言うと不利益があることなのだろうか。

　詳しく聞きたいところだが、今はピクシーが先だ。

　歩きにくい身体をなんとか押して、双葉とガーゴイルは兎轉舎にＵターンした。
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　百色がその部屋に入った時は、もうすでにもぬけの殻からだった。

　六畳じようの和室。

　消えた行あん灯どんだけが寂さびしく残っている。行灯をくまなく調べてみたが、仕し掛かけやメッセージ等は残されていなかった。

『ルル、アイツ、ニゲタ』

　百色をスポットライトで照らすのは、自動人形のデュラハン。どこから光を出しているのか、巨大なボディ全体が光っている。その上、目に優しい光だ。蛍光灯のようでもある。夕方だからこのくらいの輝度に抑えてくれているのだろう。

「ああ。一足遅かったようだ」

　作った本人に聞けば、ピクシーの秘密がわかると思ったのに。

　レイジのことだ、必ずトラップを仕掛けている。あれはそういう陰いん湿しつなイタズラが大好きな男なのだ。最終的には自じ尊そん心しんを満たすために真まっ向こうから勝負を挑いどんでくるだろうが、だからといって何もしないわけがない。

　正々堂々とした勝負の前に、相手を限界まで弱らせる。じわじわと効きく蛇の毒のように、徐々に相手を消しよう耗もうさせるのだ。

『ドウスル？』

「んー……」

　しかし本人を捕まえられないのでは仕方ない。

　レイジ以外にピクシーについて詳しい人が思いつかない。

「いや、待てよ」

　ひとりだけ心当たりがあった。

「う――――ん…………」

　その心当たりに電話すべきかどうか、真剣に悩む百色。

『ドウシテ、ナヤム？』

「ちょっとね。苦手な相手なんだ」

『ジカン、ダイジ！　ヨシナガサン、コマル！』

「そうだね、その通りだ。苦手とか言ってる場合じゃない」

　携帯電話を取り出す百色。

　圏けん外がいだ。多分、この部屋に電波妨ぼう害がいをする機械が設置されている。

「デュラハン、ちょっと失礼」

　と、百色はデュラハンの背中のハッチを開き、中から黒電話風の受話器を取り出した。デュラハンなら電波妨害など問題なく突とつ破ぱできる。

　ハッチの中の何かに手を入れ、番号をプッシュする。

　呼び出し音の間、ちょっとだけ深呼吸する百色。

『もしもし』

　嗄しやがれた男の声。

「ああ、うん、私だ。お久しぶり」

『――怪かい盗とう百色か。君が電話してくるとは、どういう風の吹き回しだ？』

　相手も百色からの電話に驚いている。それほど接点の少ない関係なのである。

「ちょっと私の知る技術じゃどうにもならないことが起きてね。あなたの知恵を借りたい」

『技術？　錬金術であれば、高たか原はらイヨがいるだろう』

「いや錬金術じゃない。その、なんというか――妖精について知りたいんだ」

『妖精？　技術と言うからには、人工妖精のことかな？』

「人工妖精？」

　そんなものがあるのか。やっぱり彼は知っているのだ。

『私も以前、研究を進めていたことがあってね。様々な問題から中止したんだ。もう十年は実用化できないと思っているのだが』

「――その人工妖精の技術が、今、実用化されていると言ったら？」

『なんだと？』

　相手も食いついてきた。

　彼に電話をしたのは正解だったらしい。百色は吉永家に起きていることを簡かん潔けつに話した。その間、電話の向こうで慌あわただしい動きがあった。どうやら自分の資料を探しに行っているようだ。

『ううむ……私も人工妖精から手を引いて長いから、画かつ期き的てきな発明がされたところで疑うたがったりはせんが……なるほど、そんな事情が』

「私ならともかく、吉永さん家に手を出す奴を許すわけにはいかない。何か情報を持っていないだろうか」

『すまないが、さっきも言った通り、手を引いて長いのだ。基礎的な理論なら教えてやれるが、対処法となると――』

「では率そつ直ちよくに聞くが、誰かに人工妖精の技術を教えたことは？」

『ないさ。教えられるほど優れた技術ではないと、見限ってしまったからね。もう私には誰かに教えられるような技術は残ってない』

　声に噓の成分は混じっていない。

　男の言うことを信用して、百色は次の質問をする。妖精の基礎的な情報だ。

「そもそも、生命体をアンテナにして情報を送ることなんてできるのか？」

『可能さ。それが人工妖精を作る目的だ。あれは生きた情報――コンピュータのプログラムに近い。組みこんだ情報を実行する生命体なのだ』

「なんだって？　それはつまり、例えば敵地に行って自じ爆ばくとか暗殺とか、そういうことも可能なのか？」

『ああ。ただ妖精本人は嫌がるかもしれないがね』

「どういうことだ？　プログラムを実行する生命体なんだろう？」

『なんと言ったらいいのか……そうだな、生きている記憶装置と言うべきか。主人の命令を実行するし、必要な情報を記憶することもできる。だが生きて、自分の意志で行動する。漫まん画がの世界のロボットのようなものだ』

　ロボット、という単語を聞いて百色はある存在を思い浮かべる。

　それは彼が持っている受話器の根本にいる自動人形。

『君が考えている通りだよ。私が作ったデュラハンには人工妖精の思考回路を流用している。もっともパターンだけであって、デュラハンの中に妖精がいるとかそういう話ではないからな』

「なるほど――」

　単純な単語でしか会話できないのも、未完成の人工妖精の技術を使ったからなのか。確か「デュラハン」という名前も、アイルランドに伝わる妖精だったか。

　そう考えると、百色にも身近な存在に思えてくる。

「理論はだいたいわかった。あとは対策なんだが」

『うむ。さっきも言ったとおり、プログラムを実行する生命体なんだ、妖精は。プログラムと言うからには当然――』

「ウイルス、か」

『ああ。普段は敵対行動を起こさない妖精だとしても、何かのトリガーで発動するウイルスを仕込むことができる。攻撃に対して反応したり、逆に何かを与えたり……その辺は実行者の趣しゆ味みだが』

　レイジのことだ。絶対にいやらしいトラップを仕掛けているに違いない。

　例えば、そう。ピクシーに優しくしたり。

　いや、それだと吉永家ならすぐに発動するはずだ。もっと時間をかけて発動させるにはどうすればいい。

　彼らの立場になって考える。ピクシーがやってきてから二日で仲良くなった吉永家だ。仲良くなった次に考えること。

　ピクシーを自由にしたり、ピクシーを味方に引きこんだり――そのあたりか。

『だから下へ手たに刺し激げきを与えない方がいい。何が起きるかわからないからな』

「わかった。ありがとう」

『しかし何な故ぜ、私を頼った？』

「単純な話さ。スコットランド人なら妖精に詳しいかと思ってね」

『それはそれは。ならば日本の事について知りたくなったら君に聞くことにするよ』

「できる限り答えよう。それでは――」

『それでは次は私の番だな』

　電話を切ろうとした百色に、不自然に明るい声が重なった。

「……なに？」

『訊かせてもらおうじゃないか、日本のことを』

「ど、どういう……」

『私もこう見えて、裏の世界の情報を手に入れる手段は持っているのだよ。物ぶつ騒そうな世の中じゃないか。世界中で人の物を盗む極ごく悪あく人にんが出没している』

「…………」

　百色の額から脂あぶら汗あせが流れ落ちる。













『なんでも最近、白い格好をした怪盗が出没しているそうだね』

「あ、いや、えーと……」

『私の知っている娘によく似ているんだが……どういうことかね？』

「そ、そ、それはですね……なんと言いますか、手の込こんだジョークではないかと」

　なぜか敬語になる。

　サラリーマンのように弁解を始める百色を見て、デュラハンは無い首をかしげる。

　百色が解放されたのは、それから一時間後だった。
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　虫取り網に入れられながら兎轉舎に運ばれ、バスケットに似たベッドに寝かされても、ピクシーはまだ大人しいままだった。

　うわごとのように謝罪の言葉をつぶやくピクシーを見て、双葉も切ない気持ちになる。ピクシーの心が悪に染まったわけではないのに。

　悪いのはレイジだ。そんな命令を下した男が全ての罰ばつを受けるべきなのだ。

「じゃあやっちゃうわよ？　本当にいいのね？」

　ピクシーの身体に電極を繋ぐお姉さん。麦わら帽子は脱いで、先ほどの白衣に戻っている。コスチュームで能力が変わるわけでもあるまいに。

『はい……お願いします。もうこれ以上、双葉ちゃんに迷惑をかけたくありません』

「おいピクシー、そんなに深刻に考えるなよ。もっと気楽にいこーぜ」

『双葉ちゃん……』

　考えてみれば、ピクシーとはケンカするか仲良くするかの二に択たくしかなかった気がする。双葉と同じ顔をしているのに、細かいところで違いがありすぎる。

　喋しやべり方のせいだろうか。

　なんとなく思い出すのだ。昔、双葉が出会った友達に。

　その友達も人間ではない。山で出会った、一輪の花だ。

　もしもその花が肉体を持って自由に飛び回れたら、きっとこんな感じになるのだろう。妖精という概がい念ねんから、花をイメージしたせいかもしれないが。

『お願いがあります』

　両手を組んで、祈いのるような仕草をするピクシー。

「ん、どした？　これ終わったら何か食べに行くか？」

　ピクシーはゆっくりと首を振る。

『――双葉ちゃんと感覚が離れても、吉永家に置いてくれますか？』

「へ？」

　その質問は予想外だった。

　あまりにも深刻な顔で言うから、何かと思った。

「そりゃー……なぁ」

『……ダメですか、やっぱり？』

「そうじゃなくてさ。どうせ感覚が離れても、スパイの仕事は続けたいんだろ？」

『それは――その』

「それともなに？　別々に食べるから、ママの手間が一人分増えるとか、そういうことを考えてるわけ？」

『双葉ちゃんじゃあるまいし、そんなことありません！』

「へいへい、そーですか」

　耳をかっぽじる双葉。

　正直なところ、考えるまでもない質問だった。これでピクシーを追い出そうものなら、パパママから猛もう烈れつに叱しかられるだろう。双葉だって、追い出すつもりは毛もう頭とう無い。

　それに、まだ歓かん迎げい会かいもやっていないのだ。

「ガーゴイルも、いいよな？」

　同意を得られると思って尋ねたのだが、

『我に尋ねてどうする』

「どうするって……ピクシーをウチに置くかどうか相談してるんじゃねーか」

『双葉が決めれば良い。我はそれに従う』

「……なんかガーゴイル、怒ってねぇ？　あたし何かしたか？」

『我はいつでも平静だ。だがピクシーを吉永家に置くかどうか、我に決定権はない』

　ピクシーに光線を撃たれた時も、それほど怒っていなかった。攻撃とも呼べない細い光線だったし、すぐに捕まえられた。

　それにしても今日は珍しい。ガーゴイルがこんなに歯切れの悪い返事をするとは。

「ま、今後のことは帰ってからみんなで相談しようぜ。だから不安になるなよ」

『ハイ……ありがとうございます、双葉ちゃん』

　自分と同じ顔とは思えない、優しい笑顔だった。

「それじゃ、やっちゃうわよー」

　お姉さんが寝台の横にあるスイッチを押すと装置が動きだし、一分もしないうちに装置が止まった。

「あ」

　双葉は頭が晴れるのを感じた。

　たとえるなら眠くて仕方がなかった時と、ぐっすり寝て目覚めた時くらいの差だ。身体を覆おおっていたもやが全て消え去ったかのようにスッキリしている。

　そしてピクシーはというと――

『や、いやぁああっ！』

　光った。

　かと思ったら、強烈な風圧で双葉が吹き飛ばされた。何が起きたのかわからない。風で目が開けられない。

『ピクシー！』

　ガーゴイルの声がした。その声を聞くとなぜか安心できる。うっすらと双葉が目を開けると、ピクシーがいた寝台が爆破されていた。

『と、止めて！　さっ、きよ、り、強く――！』

　見ればわかる。今、兎轉舎の店内を飛んでいるのはピクシーではなく、大きな光だ。バラエティ番組などの罰ゲームで膨ふくらませる、冗談みたいな大きさの風船。あれを連想させるサイズだった。

『大人しくせよ！』

　ガーゴイルが光線を撃つが、ピクシーはそれを避けた。巨大サイズの光球のどこにもあたらない速さで光線をかわしたのだ。そしてその余波でまた店内に風が生まれる。

『ふ、双葉――ちゃ――！』

　声が風にかき消される。

「ピクシー！」

　何も考えずに、双葉は手をのばした。

　その手にピクシーの視線が止まる。

『やめて！』

『双葉！』

　ピクシーとガーゴイルが同時に光線を撃った。双葉の手を狙った光線は、ガーゴイルの太い光線に遮さえぎられる。いや、ガーゴイルのは細いバリアだ。咄とつ嗟さに撃ったため、あんなに細いバリアしか出なかったのだ。

　それだけピクシーが速いということ。

『なんで……もういやです！』

　泣き出すピクシー。

　これが彼女の意志で行われていないことは、誰の目にも明らかだ。お姉さんも虫取り網を持ち出すが、先ほどとはスピードが違いすぎる。

　迷っているヒマはない。

　ガーゴイルが逡しゆん巡じゆんしている間に、誰かが傷つくかもしれないのだ。

『ピクシーよ。恨うらむな。我はこれから汝を本気で攻撃する』

　ガーゴイルの目が光った。

　その宣せん言げん通り、本気で攻撃しないとピクシーは止められない。家人だからといって手て加か減げんをしている場合ではないのだ。

『うう……た、助け……て……！』

『我が慢まんせよ』

　ガーゴイルの目が強く輝き、兎轉舎のドアが爆発した。まるで見えない超能力で爆破したように見えるが、あれはガーゴイルが目にもとまらぬ速さで光線を撃っているからだという。

　そしてその見えない光線ですら、ピクシーは避けた。

『なんと！　あれを避けるとは――』

　最高でどれくらいの速さの光線が撃てるのか、前にガーゴイルに聞いたことがある。確か光速の九十九、九九九九九九――九がどれくらい並んだか忘れたが、とにかくそれだけ速い光線が撃てるということだ。

　それを避けるということは、もっとすごい技術ではないのか。

　ドッジボールでも、投げる方より避ける方が難しいと思う。投げる側は照準を合わせることができるが、避ける側はそれを予測して、見て、避けるという動作が必要だ。

『や、やだっ……！』

　そのピクシーは兎轉舎の外に抜け出していた。ガーゴイルが光線で開けた穴から飛び出したのだろう。

　まさか商店街の人に対して攻撃をするのでは――双葉の想像は杞き憂ゆうに終わった。ピクシーの姿はあっという間にかき消えたからだ。

「ああもう、失敗したわ！」

　虫取り網の柄えで床を叩たたくお姉さん。

「わたしの理論では、完全にうまくいくはずだったのに――」

　苛いら立だつお姉さんに合わせるようなタイミングで、兎轉舎の黒電話が鳴り響いた。

「もしもし、兎轉舎です……ああ、何よ黒テント？　は？　ウイルス？　あんたそれ早く言いなさいよ！　この馬ば鹿かマント！」

　電話を取ってから十秒で豹ひよう変へんするお姉さん。

　百色に何を言われたのかはだいたい想像がつくが、お姉さんから詳しい話を聞いた。なんでもピクシーの中にはウイルスというか、ある特定の行動によって起動するプログラムが仕込まれているそうな。

　それが双葉との感覚の剝はく離りだったのだろう。双葉のモヤモヤがなくなった瞬間に暴走したのだから。きっとレイジは兎轉舎に頼ることまで計算ずくだったのだ。

「それに暴走できるだけの能力もついちゃったしね」

　大きく溜ため息いきをつくお姉さん。

　どういうことかわからずに尋ねると、

「ほら、今までピクシーちゃんは双葉ちゃんと感覚を共有することに容量を割さいてたでしょ？　器の一部に双葉ちゃんの事がいっぱい入ってる状態ね。でも、わたしはその器から双葉ちゃんのことを取っ払った。そうすれば、空いたところに敵からの命令がたくさん入りこめるでしょ？」

　双葉と感覚を共有していたのは、人ひと質じちに取るためだけではなかったのだ。双葉も言っていた。この状態はピクシーにとっても厄やつ介かいだと。

　それはわざと与えられた状態だったのだ。ピクシーにも能力の制限をつけることで、本当の力を隠す。そうして吉永家とガーゴイルを油ゆ断だんさせたのだ。

「とにかく、ピクシーを止めねーと！」

　理論は半分くらいしかわからなかったが、どうすべきかはわかる。

「ガーゴイル！　止められるよな！」

『むぅ……』

　しかしガーゴイルは落ちこんでいるような声。

　しゃがみこんで顔を見ると、声のせいか本当に暗く見えた。

「なぁガーゴイル。おまえも風邪なのか？　絶対に今日おまえおかしいって」

『うむ、我も認めよう。ピクシーを相手にすると、どうにも調子が狂う』

「なんでだよ？　敵か味方かわからないからか？」

『違う。あやつは敵だ。敵は倒さねばならぬ』

　ガーゴイルの答えは簡潔だった。

『それと同時に、あやつは吉永家の家人だ。門番は家族に手を出せぬ。論理的に矛む盾じゆんが生じてしまう』

「あー……」

　なんとなく双葉にもわかる。頭でわかっていても、というやつだろう。

「いいじゃねーかよ。矛盾なんて気にせずぶっ飛ばしちまえよ」

『それは難しい。我は吉永家を守る立場だ。守るべき人間を傷つけるなど、非常事態でもない限り不可能だ』

「今は非常事態じゃねーのかよ」

『然しかり。だがそれでも、迷ってしまう。そしてピクシーは我が迷っているたった一瞬の隙すきに光線を避ける』

「なるほどなー」

　あのスピードは瞬間移動できるガーゴイルでも手こずるのか。光線まで瞬間移動できれば最強なのだろうが、もうそれは物理法則に手を加えないとダメなのだろう。

「それって、どうすりゃいいんだ？」

『方法がないわけではない』

　ガーゴイルの提案は、これまでで一番消極的なものだった。

『我以外の者が倒せばいい』




　　　　　[image: ]




　暴走したピクシーの速度は、最高で亜光速まで出る。

　物体であればバラバラになる速度だが、ピクシーは肉体を持たない。そのため物理的な法則とは違った移動法で飛ぶことができる。ある一点を定め、そこに自分の情報をワープさせるのである。

　そのため、本気のピクシーは直線的な動きをする。点から点へ、自分の身体を光に近い速度で届ける。目で追うことができる存在がいるならば、折れ線グラフのような軌き道どうに見えるだろう。

　兎轉舎を抜け、御ご色しき南口商店街を抜け、御色町の上空から、マンションの屋上、民家の屋根、電線の間、工事現場の鉄骨をすり抜け、最後に公園の上空で止まる。

　慣性の法則を無視して止まったピクシーの眼前に、宙に浮いた石像がいた。

『これはこれは。ガーゴイル殿が暴れているのかと思えば』

　黄金でできた獅し子し。

　東ひがし宮みやが誇る錬金術の結晶、ケルプだ。

『なにを慌あわてているのですか？　誰も追っては来ませんよ』

『た、助けて――』

　そんなケルプを見て、ピクシーは安あん堵どする。ガーゴイルと同様に、ケルプの基礎情報もインプットされてある。互角の力を持つこの石像なら、自分の暴走を止められると思ったのだ。

『お願い、私を止めてください！』

　救いを求めて伸ばした手。

　その手と同時に、目から光線がまっすぐに伸びた。

『おっと』

　瞬間移動したのか、ピクシーの背後に出現するケルプ。

『物騒ですね。いきなり撃つとは』

『ち、違うの！　身体が勝手に！』

『そうやって小しよう生せいを油断させる作戦ですか。だが小生、ガーゴイル殿とは違います。中身の伴ともなわない言葉に惑まどわされるほど愚おろかではありません』

　ケルプの身体が揺れた。その全身から音波が放たれたのだ。

　だがピクシーの身体は光線と同じ。音よりずっと速く動ける。その意志とは無関係に、さらに上空へ逃げる。

『やめて！』

　まるでその言葉がトリガーとなったかのように、ピクシーが真下に向けて光線を放った。針のように細い光線がケルプを貫く――寸前、光の障しよう壁へきによって阻はばまれた。

『危ないですね。小生が避ければ、下の人たちに当たっていましたよ』

　下を見ると、公園で子どもがボール遊びをしていた。

『……！　やだ……！』

　ケルプが避けていれば、大だい惨さん事じだ。そうなったら吉永家のみんなになんと言われるか。想像するだけで震える。

『もう傷つけるの、イヤです！　お願い、止めて！』

『言われずとも――ただし、小生は優しくありませんよ』

　ケルプが目から青い光線を放つ。ピクシーも瞬間移動するかのように回避し、方ほう向こう転てん換かんを繰り返しながらケルプの背後に現れる。

『お速い……ですが』

　そんなピクシーの背後に、もう一体ケルプが出現した。

『ええっ!?』

　ピクシーとケルプが同時に光線を放つ。最初にピクシーが見ていたものは残像。光線が当たると霧む散さんする。

　そして本物のケルプが放った光線がピクシーを撃ち抜いた。

『ッ――！』

　煙を上げて落下するピクシー。

　その全身がまた光る。空中で身体をきりもみ回転させ、新しん体たい操そうの選手のように体勢を立て直す。それと同時にピクシーの目から光線が撃たれる。撃った後にまた高速移動し、また撃つ。

　これら全ての動作は、時間にすれば「一瞬」に満たない。東宮謹きん製せいの目を持つケルプでも、分身しながら同時に光線を発射しているように見えた。

『小生と似たような技をお使いになるのですね』

　光線に撃たれるケルプ。かと思いきや、また残像が消える。

『しかし小生のような目くらましの技術ではなく、本物の速さをお持ちだ。力はないものの、上う手まく利用すればあるいは……』

　などと冷静に分ぶん析せきしているうちに、ピクシーの速度はさらに上がる。分身の速度も増し、それに伴って分身の数も増える。当然、光線の数も増える。

　御色町の空を、無数の光球が埋め尽くした。

　細い光線も束になれば力を持つ。何百という光球から放たれた光線がケルプの残像を一つ一つ消していく。

　その間にも、家屋や人に巻まき添ぞえが出そうな光線はケルプが一つ一つガードしている。

『これは楽しい！　力で押すガーゴイル殿とは違ったアプローチですね！　ですがまだまだ！　小生の一撃と分身には敵かないませんよ！』

　ケルプの光線が、今度こそピクシーにクリーンヒットした。大きな爆発を生じさせ、墜つい落らくしたロケットのような黒煙をまき散らす。

『きゃあああああああああっ！』

　東宮の錬金術は目が良いのが特徴だ。ケルプの目はピクシーの今までの動きを完全にパターン化して覚え、次に出現するであろう場所を予測していたのだ。

『実戦経験はまだまだ浅いですな』

　光が消え、地上に落下していくピクシー。

　ケルプの目が光る。さらに追つい撃げきしようというのだ。

　青い光線がまっすぐピクシーに向かって撃ち落とされ――

　赤い障壁によって阻まれた。

『そこまでだ、ケルプ』

　障壁の下にいるのは、ガーゴイル。

　頭にぐったりとしたピクシーを乗せている。

『ガーゴイル殿……！　なぜ邪じや魔まをなさるのです!?』

『すまぬ。事情があるのだ』

『それはそうでしょう。そこの妖精さんは止めてとしきりに叫んでおりました。ですから小生は止めようとしただけのこと』

『汝ならばもっと優しく止めることもできたはずだ。淑しゆく女じよは大切に扱うのではなかったのか？』

『その妖精は淑女ではなく、じゃじゃ馬娘ですよ。悪い子どもにはお仕し置おきをするのが当然です。貴方あなただってそうでしょう？』

『む――』

　言い返せないガーゴイル。むしろここまで反論することのほうが、ケルプにとって驚きだ。普段から悪者を罰するのは、ガーゴイルの役目であったはずなのに。

『ケルプよ。この者は吉永家の家人なのだ』

『……なんですと？』

　小さく驚いたケルプの声。

　しかし、だからと言って持じ論ろんを変えるつもりはない。

『でしたら貴方が罰するべきでしょう。家人の悪戯いたずらは、家人が裁くべきです。なぜ今まで放っておいたのです？』

　ケルプの説教が始まるかと思ったその時、ガーゴイルが乗せていたピクシーがまた光った。

『しまった！』

　自らが光線となって、ケルプに肉にく薄はくするピクシー。

『ご、ごめんなさいっ！』

『――！』

　至し近きん距きよ離りからの光線がケルプを撃ち落とす。ガーゴイルと会話していたので、分身を作る余裕もなかったらしい。

『ピクシー！』

　ガーゴイルも光線を撃つが、ピクシーは素早く避ける。もはや確実にガーゴイルの光線を見切れるようになっていた。

　ピクシーがまた光線を撃った。今度は三発。一発はガーゴイルの障壁に阻まれ、もう一発は公園の樹木にあたり、さらに一発はその木の下で休んでいた親子連れに――

『む！』

　すぐにガーゴイルが光の盾たてを出現させ、親子連れを守った。

「きゃっ！　な、なんですか？」

『すまぬ、ここは少々危険になる。公園の外に避ひ難なんせよ』

「あらガーゴイルさん。また暴れてるの？」

　親子連れの母親がのんびりとした笑顔で立ち上がる。ガーゴイルの顔を見ると、安心するようだ。子供もガーゴイルに手を振って走っていく。

　親子連れが立ち去った直後、ピクシーが先ほど撃った光線で、木が倒れた。この木も倒れないようにガーゴイルが支えていたのである。

　そこへまた光線が放たれた。瞬間移動で避け、空中に出現するガーゴイル。公園の人たちを守らせながら戦わせようというのか。

『ピクシーよ。汝は我のみならず、他の者までも傷つけるのか――！』

『ガーゴイル！』

　怒りに震えるガーゴイルに、ピクシーが肉薄する。

『お願い、助けて！　もうイヤです！　もうみんなに迷惑かけたくないです！』

『ピクシーよ……』

　涙を振りまきながら、ピクシーが纏う光弾そのものでぶつかってきた。

　双葉の顔で泣く敵に、ガーゴイルは何の抵抗もできなかった。




　　　　　[image: ]




　ちょうどその頃、御色駅の駅ビルである樽たる井いデパートでは、ちょっとした偶然があった。

「あれ？」

　背広姿のパパが、食器売り場でママを見かけたのだ。

「おーい！　ママ！」

　周囲の視線も気にせずにパパが手を振ると、ママも同じくらい手を振り返した。小走りに駆け寄ると、ママの買い物カゴが目に入る。

「何を買ってるんだい？」

　ママが手に持っているのは、小さなマグカップだった。おそらく実用ではなく、インテリア用のミニチュアだ。

「あ……それ、ママも買ったのか」

　パパが持っている包ほう装そう紙しには、同じものが包まれていた。ママもそれに気づいて、頰ほおを赤らめる。

「でもママが持っているこの皿はいいな！　これならマグカップに合うな！」

　ママの買い物カゴもミニチュアで溢あふれていた。その中には食器だけでなく、生き地じや糸もある。おそらく服か何かを縫うつもりなのだ。

　買い物を済ませて、二人並んでエスカレーターを降りる。

「しかし、こういうのは久しぶりだな」

　顎あごをさすりながらパパがつぶやく。

「ホラ、ガーゴイルくんの時は何もプレゼントできなかったじゃないか。ガーゴイルくんは物欲というものがなくて、困ったものだよ。代わりにパーティを開いたんだっけか。だけどピクシーくんには食欲があるから、助かるね！　……っとと」

　エスカレーターを踏ふみ外はずしそうになったパパを見て、ママが笑う。

　そうして二人はエスカレーターを使ってデパートの地下一階に下りる。食材売り場だ。ピクシーが好きな食べ物は、おおむね双葉と一緒だということが判明している。主に肉類だ。

「ママ。食材を買うのかい？」

　しかしまだ買うわけではないらしい。様々な食材を扱っている樽井デパートで献こん立だてを決め、基本的な食材は商店街で買うらしい。珍しい食材だけはデパートで買うのだが、今までお世話になったことはないという。

「楽しみだなー！　ピクシーくんもガーゴイルくんも喜んでくれるといいな！」

　たくさんの食材に囲まれながら大声で笑うサラリーマンを、周りの主婦たちがクスクス笑いながら眺ながめている。







「ん、じゃあ明日の夜にパーティやるんですね」

　ファーストフード店の一角で、プリントを眺めている桃もも。

　そのプリントには「ガーゴイル二周年記念誕生パーティ兼ピクシー歓迎パーティのおしらせ」と書いてある。長ったらしいタイトルだが、これ以上縮ちぢめられなかったらしい。

「どうかな、そのプリント」

　和かず己みは昨夜からそのプリントを作っていた。パソコンを駆く使しして画像などを切きり貼はりしたのだが、慣なれない作業は非常に疲れた。

「いいんじゃないですか？　あとでみんなにも渡しておきますよ」

「うん、ありがとう」

　とりあえず受け入れられたようで、安堵する和己。作るのが遅かったのは百も承知。だけど昨日、ふと思いついてしまったのだから仕方ない。

「あんまセンスの良いデザインじゃないですけどねー」

　ストローをくわえながら苦笑する桃。

「そ、そう……やっぱり」

「いやいや、逆にそれが所しよ帯たいじみてて良い印象を与えるんですよ。だってホームパーティのお知らせですもん。このくらいがちょうどいいんですって」

　フォローするでもなく、心からそう思っているようだった。

　だからといって和己のセンスが肯こう定ていされたわけではないのだが。

「なー和己。これって会費とかいるのか？」

　桃からプリントをひったくってジロジロ眺める林りん吾ご。

「いらないよ。でも、去年はすごかったよ……誰も何も催さい促そくしていないのに、たくさん差し入れが来てね、二十人くらいでがんばったんだけど、結局食べきれなかった」

「誰がスポンサーだったんだよ、それ……」

　今思い出しても吐はき気けがする。去年のパーティの食事のほとんどは、ガーゴイルが野の良ら猫ねこたちにお裾すそ分わけしたのだ。双葉とパパはかなり食べていたが、食べ過ぎで翌日倒れていた。

「ていうか、なんでお兄ちゃんはいつもいつも和己センパイとあたしについてくるわけ？　そんなに大学生ってヒマなの!?」

「何を言う！　俺はおまえらがちゃんとヨロシクやってるかどうかを調べ、報告するという義務がだな……」

「誰に報告するのよ!?　それに聡さと美みさんはどうしたのよ!?」

「だってよー……聡美さんは忙いそがしくて遊んでくれねーしよー……学校のヤツらはみんなどっか頭のネジ抜けてるしよー……」

　いじいじとストローの袋でイモムシを作る林吾。

　和己も桃も苦笑するしかなかった。
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　御色町に向けて飛行する、一騎きの騎き士し。

　スカートから青白い光を発しながら、デュラハンが全速力で飛んでいた。

「もっと速く飛べないのか！」

『ルルル、モット、ハヤク。ヒャクシキ、バラバラ』

「バラバラにならない程度に速く飛べないのか!?」

『ムリ！』

　あっさり答えられては、百色も黙るしかない。

　もうすぐ日が暮れる。こうしている間にも、吉永家が脅きよう威いに晒さらされているかもしれない。兎轉舎に電話をかけたら、激げき怒どされて通話を切られた。すでに何らかのアクションがあったと見ていいだろう。

「くそ……」

　焦あせりは禁きん物もつ。だがガーゴイルと吉永家が心配だ。

　これでガーゴイルが負けるようなことになれば、だれが御色町を守るというのだ。敵はレイジだけではないのだ。

『ルルル、がーごいる、マケナイ。アイツ、ツヨイ』

　百色を元気づけるためだろう。デュラハンが珍しくガーゴイルを褒ほめる発言をする。しかし百色は指を立ててこう言った。

「デュラハン。ガーゴイルくんは確かに強い。だけどレイジは蛇のような男だ。最強に見える門番でも、少しだけ空いた穴からスルリと入りこんでしまう」

『ルルル？』

「認めるよ。まったく、大した男だ。あのガーゴイルくんに最も有効な攻撃手段を、こんなにあっさりと実行できるんだからな！」

『がーごいる、ヨワイ？』

「そうだ。ガーゴイルくんが最も大切にしている、唯ゆい一いつの弱点だ」

　ガーゴイルの内部にある命令の、最優先事項。

　それは吉永家の守護。

　家族だけは誰にも攻撃させない。どんなことがあろうとも、危害を加えさせない。

　だから家族に攻撃されたら、ガーゴイルは手も足も出ないのだ。

「そこまで計算していたのか――」

　双葉と同じ顔のスパイを送りこみ、感覚を共有させる。これだけでガーゴイルは攻撃できなくなる。だがそれだけで済むならば、話はもっと簡単だ。

　問題はそれからだ。攻撃する意志のないピクシーは、吉永家に居い着つく。家族と同じ顔を持つピクシーだ、情が湧くのも当然。殺さつ伐ばつとした軍事基地ならともかく、一般家庭においては最初からある程度愛されるように作られているのだ。

　そしてピクシーも双葉とは別の生き物だと認識されるようになる。そうして、新しい家族として受け入れられる。そこでピクシーを自由にする。攻撃プログラムを発動させるのは、ここだ。

　ガーゴイルでなくとも、避けられないかもしれない。百色でも、梨り々りと同じ顔をした刺し客かくが現れたら攻撃を躊躇ためらう。ましてや欲のない、家族だけが全てのガーゴイルだ。効果は覿てき面めんだろう。

「ま、家族を殴なぐると、自分の手も痛いもんだがね」

『ルルル……オレモ、リリ、ウテナイ……』

「じゃあデュラハン。もしも梨々ちゃんが悪い人になったらどうする？」

『ル……』

　飛びながら腕を組むデュラハン。その腕に手を置いてバランスを取っていた百色が落ちそうになる。

『オレ、リリ、シカル！　ワルイコ、ダメ！』

「そうだね。いい答えだ」

　なんとか体勢を立て直し、デュラハンの首の部分に座る百色。

　ただガーゴイルの場合、そのケースに当てはまるかどうか。なにしろ相手は双葉の顔をしている、とても心の優しい子だ。たとえ攻撃ができたとしても、苦戦は必ひつ至し。

「やっぱり、私たちが助けるしかないか……」

　梨々が白びやく色しきになった時は、ガーゴイルが叱しかってくれた。

　今度は百色が吉永家の家族を叱ろうではないか。































「いやー、すっかり買いこんでしまったな！　これだけあったら準備が大変だ。ひょっとしたらガーゴイルくんの手を借りてしまうかもしれないなぁ」

　すっかり日が暮れた御ご色しき町ちよう。

　大きな紙袋を抱えて、吉よし永なが家のパパが帰り道を歩く。ママは手ぶらだ。パパが何も言わずに買ったもの全てを持ってくれたのである。ママも持つと主張したのだが、パパは嬉うれしそうに歩いているので、それ以上追及しなかった。

　大量の荷物のほとんどは、パパの責任である。地下一階で食材を見たあとに、パーティグッズのコーナーを見てきたのだが、パパがノリ気になってしまい、ママの制止も聞かずに買いこんでしまったからだ。

　それだけパーティが待ち遠しいのだろう。

「あれ、パパとママ！　珍めずらしいね」

　後ろから和かず己みが走ってきた。家族三人が帰り道で出くわすなど、そうあるものではない。パパがデパートに寄らなければ無かったことだ。

「おお和己！　どうだ、見てくれ、このパーティグッズ！」

「わ！　ずいぶん買ったねー。持とうか？」

「いや、これはパパが持つと決めたからな！　家まで持たせてくれ！」

　陽気に笑いながら袋を抱えるパパ。手て提さげ袋なのだが、両手で抱えないと取っ手が取れてしまうのだという。

　そうして吉永家の三人が並んで歩き出すと、なにやら周りが騒さわがしいことに気づいた。

「どうしたんだろ？」

　チラチラと上を見ている人もいたので、吉永家のみんなも上空を見上げる。

「あ、何かやってるね」

「ガーゴイルくんかな？」

　光線のようなものが飛とび交かっている。きっとガーゴイルがいつものケンカでもしているのだろう。相手はケルプか、デュラハンか。もうこのくらいでは驚おどろかない吉永家。

　ところが今回のケンカは、いつもと違っているようだ。

「吉永さん！　ちょうどよかった！」

　空から声をかけられたので、誰だれかと思ったら怪かい盗とう百ひやく色しきが飛び降りてきた。見た感じ、三メートルくらいの高さから飛び降りたのに、まるでアニメのキャラのように華か麗れいに着地している。

　空中には彼が乗ってきたのであろう、デュラハンが浮いていた。だったら普通に降りればいいのにと思うが、怪盗には怪盗なりの美学があるのだ。

「どうしたんだい、百色くん？」

「ピ、ピクシーが……」

「ピクシーくん？　うちのピクシーくんがどうかしたのかい？」

　急いでやってきたのだろう、珍しく息が上がっている百色を、パパとママが優しく介かい抱ほうする。ママに背中をさすられると、ようやく百色は落ち着きを取り戻した。

「今、あそこで光ってる……見えますか？」

「ああ、またガーゴイルくんが何かやっていると思ったんだが」

「あれはピクシーです。早く伝えたかったんですが、どうも遅かったようです。今、あの子は敵の手によって操あやつられて――」

　百色が説明している最中に、細い光線が雨のように降ってきた。

　一筋の光線がファーストフード店の看板に当たりそうになり、それを赤い光のバリアが防いだ。あのバリアはガーゴイルのものだ。

「ピクシーくん……」

　空を見上げて、パパがつぶやく。

「百色くん」

「はい？」

　パパは持っていた膨ぼう大だいな荷物を百色に手渡す。なんの前触れもなく渡されたので、百色は戸と惑まどいながらもそれを受け取ってしまう。

「簡単に言うと、ピクシーくんは困っているわけだね？」

「え、まぁ、そういうことです」

「なら助けないと！」

「え？」

「すまないが、これをちょっと頼むよ。できたら飾りつけもしておいてくれると助かる」

「あ、あの、吉永さん？」

　あれよあれよという間にパーティグッズが百色の手に渡る。

　そして全ての荷物を渡し終えると、パパは腕まくりをして走り出した。それを追ってママと和己も走る。

「ちょっと吉永さん！　何しに行くんですか!?」

　両手をふさがれた百色が追いかけてくる。さすが怪盗、物を持った状態でもフットワークは軽い。

「そりゃ、色々さ！」

　元気な声で答えるパパ。

「無茶ですよ！　こういう時は私に任せてください！」

「いや、しかしだね百色くん」

　パパは細い目をさらに細めてこう言った。

「家族が困っているなら、助けてあげたいじゃないか。ガーゴイルくんがどうにかしてくれるならそれに越したことはないけど、やっぱりみんな心配なんだよ。それに――」

「それに？」

「今までの事件は、私がいないところで起きていたからね。たまには私も家族にいいところ見せないと！　ハッハッハ！」

　パパと一緒にうなずくママ。

　やっぱり親として、双ふた葉ばやガーゴイルの危機は助けたいと思うのだろう。

　あの妖精にも、それがわかる日がくればいいのだが。

「まったく……知りませんよ！」

「何がだい？」

「どういう飾りつけになっても！」

「期待してるよ！」

　足を止める百色に手を振り、パパとママと和己は楽しそうに走り続けた。







　一方、騒ぎの中心にいるガーゴイルは楽しさとは無む縁えんの状態にあった。空中でもどっしりと座っているガーゴイルに、光線は容よう赦しやなく降ふり注そそぐ。

『くっ……せめて光線だけでも制せい御ぎよできれば』

　空中で泣きながら光線を乱射するピクシーに、ガーゴイルは防戦一方だった。ピクシーの分身と光線は時間が経たつごとに凶悪さを増し、今では空中から全方位に向けて光線を照しよう射しやしている。その光線の一つ一つをガーゴイルとケルプが防いでいるのだ。

　針千本のようなピクシーに、ガーゴイルも迂う闊かつに近寄れない。近づけば撃うたれ、離はなれれば逃げられる。ピクシーの攻撃目標は無差別で、とにかく周りにあるもの全てを破壊しようとしていた。

『おのれ……！』

　とうとうガーゴイルが目に光を溜ため、撃った。

　しかしその光線はピクシーの高速移動であっさり避よけられる。いつもの光線に比べて数段威力が劣おとるものだった。手て加か減げんしていることが丸わかりである。

『ガーゴイル殿』

　そんなガーゴイルの隣となりにケルプが出現する。

『あの妖精、撃ち落としてしまってもよろしいですか？』

『待てケルプ。まだ早い。止める術すべを探すのだ』

『しかしこのままでは、いずれ御色町に被害が出ます。まぁあの光線なら大したことはできないでしょうが、念のため――』

『むぅ』

　唸うなるガーゴイル。せめて人ひと気けのないところに誘ゆう導どうできれば。

　そう考えていた矢先、ピクシーがまた高速移動をする。光の点から光の点へ身体からだを転移させるようにして逃げていく。

『そこだ』

　ガーゴイルの目が光った。

　次の瞬間、ピクシーの全身が何かに潰つぶされるかのように落下した。

『きゃああっ！』

　ピクシーの軌き跡せきでもある光点すべてを押し潰したのは、ガーゴイルの盾たて。上空から広範囲に渡ってバリアーを張り、広い平面で潰したのだ。狙ねらいを定めさえすれば、ガーゴイルでもできる。

　――それに、このくらいではピクシーにダメージはない。

　ピクシーが落ちたのは最初の運動公園だった。そこで遊んでいた人たちも、騒ぎに逃げ出している。御色町の人たちの危機管理能力は、消しよう防ぼう署しよからも一いち目もく置かれているらしい。ガーゴイルのおかげと言っていいのだろうか。

『ここなら……まだ』

　戦える。いや、戦えなくても周りに迷めい惑わくはかけない。

　ガーゴイルは公園のベンチに着地し、空中でふらついているピクシーを見み据すえる。

　――あれは、敵だ。

『ぬん！』

　ガーゴイルが光線を撃った。今度こそいつもの速度と破壊力を持った光線だ。

　しかしそれでもピクシーには当たらない。体勢を崩くずしているというのに高速移動したのだ。精神生命体というだけあって、肉体的なバランスは関係ないのか。

　それを差し引いても、まるでガーゴイルの行動を読んだかのように身体が動いていた。もうガーゴイルが躊躇ためらわなくても避けられるのか。それともまだ心の中に迷いがあるのか。ガーゴイルにもわからなくなっている。

　ただ一つ言えること。ガーゴイルはピクシーを攻撃できない。物理的にも精神的にも。

『いっそのこと、あれがケルプであったなら……』

『何か非常に無礼な想像をなさっておりませんか？』

　つぶやくガーゴイルの背後に、ケルプが飛んでいた。
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「おい！　危ないだろ！」

　急ブレーキで停止した車から、運転手が降りてくる。その車の後ろにも、何台もの車が停とまっていた。玉突き事故になっていないのは、ガーゴイルが止めたからだ。

　上空に向かって叫ぶ運転手の元へ、和己が走ってきた。

「すみません！　大丈夫ですか？」

「あぁ？　あんた吉永さんとこの子か！　またガーゴイルさんかよ……」

　くわえタバコをしたガラの悪そうな運転手だが、吉永家の顔を見ると敵てき愾がい心しんが無くなるようだ。苦笑して運転席に戻る。

「あ、あの、どこか怪け我がしてませんか？」

「あーしてないしてない。ガーゴイルさんが関かかわってるってわかってれば安心だし」

「そうなんですか？」

「ガーゴイルさんが関わるとロクなことにならねーけど、絶対にケガはしないんだよ。なんだかんだでいつも守ってくれてるしな。今度ウチのソバ屋にも寄るように言っといてくれよ」

　運転手はそう言うとエンジンをスタートさせて走り去っていってしまった。

　後ろの車の運転手たちも「なんだガーゴイルさんかよ……」とつぶやきながら、走行しはじめる。完全にガーゴイルに慣れている人たちだった。

　どうしようかと頰ほおを掻かく和己。

「おい和己！　それ！　それ取ってくれ！」

「え――わっ」

　顔面に何かソフトな感触が当たる。

　手に取ってみると、女性用のパンティだった。

「わ！　わっ、ちょっと、これ！」

「和己ナイス！　よく取ってくれた！」

　パパが走ってきて、パンティを受け取る。そうして持ち主の元へ走っていった。

「これで全部ですね？」

「あぁそうだよ。まったく、光線だけでなく突風も防いでくれないとねぇ……」

　パンティを受け取ったのは、腰が曲がったおばあさん。非常に微妙な気持ちになる和己だが、そもそもこの下着類もピクシーの光線による衝しよう撃げき波はが吹き飛ばしたものだろう。

「いや、本当に申し訳ない。ウチの子が」

　はっきりとそう言って、パパは頭を下げた。

「まぁねぇ。ガーゴイルさんのことだし、何言っても仕方ないけど――」

　おばあさんもニコニコ笑いながら下着をカゴに入れていた。どうもこの町の人たちは、ガーゴイルのすることなら無条件で許す癖くせがついている。ギリギリのラインは超えないとわかっているからか。

「いや今回はガーゴイルくんではなく、新しく来た家族なんですよ」

「あら、また似たようなのが来たのかい？　そりゃ忙いそがしくなるわ」

「ええ、まだ何も知らない子なんです。だから私たちで教育しないと」

「じゃあ二年前のことを、また繰り返すのねー」

　しみじみと目を閉じるおばあさん。

　ガーゴイルが御色町に来た二年前はひどかった。まだガーゴイルに慣れていない人たちが吉永家に何回も苦情の電話を入れた。実際にその家まで行って謝あやまったことも一度や二度ではない。

　ガーゴイルもその度に反省しているのだが、また別の事件で人様に迷惑をかける。その度にみんなで謝りに行く。

　佐さ々さ尾おさんの事件以来だろうか。謝る回数が減ったのは。

「ホントごめん！　あとで言っとくからさー！」

　ふと、双葉の声が聞こえた。

　見れば和己たちの前方でおばさんに謝っている。どうも彼女もピクシーの攻撃の余よ波はで転んだらしい。

「双葉ちゃん！」

「あれ兄貴――パパにママも」

　和己が呼び止めると、双葉もこちらに走ってくる。

「百色さんから聞いたよ。ピクシーが暴れてるんだって？」

「そーなんだよ！　ガーゴイルも止められないって言うしさー！」

　なにげに怖いことを言う双葉。ガーゴイルでも止められないほど強いのか、ピクシーは。上空の光を見ると、強力な光線を撃っているように見える。ケルプやデュラハン、オシリスと戦っている時と同じくらいの激しさだ。

「ったく、ウチの厄やつ介かい者ものふたりがマジゲンカしたら、こんなになっちまうのかよ……」

　肩を落とす双葉だが、ほかの三人はあまり動じていない。

　いつも双葉が起こすトラブルに慣れているからだ。

「とにかく、あたしは先にいくぞ！　たぶん公園の方だ！」

「うん、僕たちはまだここにいるから」

　まだ謝らなければならない人たちは大勢いる。ガーゴイルが守っているから、ひどい被害を受けた人はいないはずだが、それでも気になる。

　手を振って走っていく双葉を見送り、和己はパパたちと一緒に困っている人を探し始めた。
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　人ひと気けのない公園に連れ出したのはいいが、ガーゴイルの劣れつ勢せいは変わらない。

　ピクシーが撃つ糸状の光線はガーゴイルを的確に狙ねらい始める。分身と攻撃を繰り返すという単調なパターンだが、そのひとつひとつが速すぎる。ガーゴイルの処理を上回っているかもしれない。

『おのれ……ミズチめ、どこまで卑ひ怯きようなのだ』

　光線を光の盾で防ぎながら、ガーゴイルは唸ることしかできない。

『ミズチ？　あの妖精はミズチの手先なのですか？』

『知っているのか、ケルプ』

『喜き一いち郎ろうさんが話しておりました』

『何なに故ゆえ喜一郎と？』

『詳しく話すと、非常にややこしくなります故ゆえ、また後日に』

『むぅ』

　前に喜一郎本人とこんな会話をした記憶があった。いつもいつもゆっくり聞ける状況ではないことが悔くやまれる。

『しかしあれがミズチの手先だとすれば、ますます放っておけませんな。捕まえて情報を聞き出したいところです。あれが吉永家の家族でなければ』

　イヤミの混じったケルプの言葉。

『それも話せば長くなるのだ』

『いいえ、話さなくともわかります。大方スパイか何かで吉永家に居い着つき、そのまま吉永家の皆様が受け入れてしまった、といったところですか』

『……何故分かる？』

『フフフフ。わかりますとも』

　本当に性格の悪い石像である。後に知ったことなのだが、ピクシーの存在は主人の東ひがし宮みやから聞いていたらしい。知っていて、あたかも推理したかのように話すケルプ。こんな態度をとるのはガーゴイルだけである。

『ですがガーゴイル殿。貴方あなたの葛かつ藤とうは解決できますよ』

『何？』

『家族が家族を救わずして、どうしますか。ピクシーと仰おつしやいましたか、あの妖精を止められるのはガーゴイル殿をおいてほかにありません』

　暢のん気きに喋しやべっているように見えるが、ケルプも必死だ。ピクシーが放つ針のような光線の一つ一つを防いでいる。公園の機具には傷一つつけないように、細心の注意を払っている。ただし光線の速度と量が徐々に増しているため、いつまで保もつか。

『我われは――家族を撃てぬ』

　言い切ったガーゴイルをピクシーの光線が貫つらぬいた。糸のように細い光線はガーゴイルを吹き飛ばすのではなく、針山のように穴を開けていく。

『ぬ――！』

　抵抗しないとわかったのか、ピクシーがガーゴイルとの距きよ離りを詰める。

『ごめんなさい！　ごめんなさい――』

　掠かすれた声のピクシー。すでに涙も出ない。

　顔いっぱいに悲しみの表情を浮かべて、ガーゴイルを撃つ。

『ピクシーよ……すまぬ』

　ガーゴイルの目が光る。が、そこから光線は放はなたれない。

『今のまま、生ぬるい攻撃を続けていては、我は汝なんじを止められぬ。本気を出すしかない。しかしそうすれば、汝は――』

『構いませんっ！　私はどうなってもいいから、止めてください！』

　細い光線を光の盾で防ぐガーゴイル。

　その光の盾に穴が空いた。光線がガーゴイルの額を貫こうと伸びたが、盾で防いだ一瞬の間に、ケルプが光線でガーゴイルを吹き飛ばした。

　派は手でに吹き飛び、倒れるガーゴイル。

『お甘いですな、ガーゴイル殿。家族を傷つけないことが、本当に家族のためになるとでも？』

　今の光線はガーゴイルへの戒いましめの意味もあったようだ。ケルプの声に僅わずかな怒りがこもっている。

『ほら、あれをご覧らんなさい』

　ケルプの視線の先には、ひとりの少女が。

　双葉だ。

「見つけたぜぇ……！」

　拳こぶしをボキボキと鳴らして、薄ら笑いを浮かべている。

『双葉ちゃん――だめ、来ないで！』

　拒絶するピクシー。

　しかし双葉は足を止めない。

「ピクシーよ……てめぇ、あたしたちに命令できる立場だと思ってんのか？」

『え？』

「歯と腹ぁ食いしばれッ！」

　十メートル以上から助走をつけ、走はしり幅はば跳とびのように跳ちよう躍やくする双葉。

　飛来する双葉を見て、ピクシーの光球が輝き出す。

　あれは光線を撃つ挙きよ動どうだ。

『いかん！』

『だめっ!!』

　ピクシーの絶叫。

　双葉が放つドロップキックは、なぜか亜光速で移動できるピクシーの身体に命中した。

『おぶっ！』

　可か愛わいらしい顔に似に合あわない声が聞こえた。光球に靴くつのアトをつけながら、ヒラヒラと紙のように飛ばされるピクシー。

　ハエのように落下するその光球を、さらに双葉は踵かかと落おとしで蹴け落おとす。

『きゃあっ！』

「オラァッ!!」

　倒れたピクシーを追いかけて、双葉はその身体を摑つかんだ。ガリバー旅行記のような光景にガーゴイルもケルプも手が出せない。

「オイコラピクシー！　今までどんだけの家に迷惑かけたと思ってんだ！　あたしと兄貴とママとパパで謝りまくってんだぞ!!」

『ご、ごめんなさい！　でも、止まらないの！　身体が勝手に動いちゃうの！』

「知るか！　そんなモン気合で止めろ！」

『き、気合でって、そんなことムリです！』

「ガーゴイルならできっぞ！　ガーゴイルにできておまえにできねぇことはないだろ！」

　無茶苦茶な理論である。

　今までガーゴイルも暴走したことはある。しかしその時は過去のガーゴイルの初期不良であり、さらに止めたのは未来から来たもう一体のガーゴイルだ。それをピクシーに強制するのは少しムリがある。

　だが双葉が言いたいのはそういうことではない。

『そうか、そういうことか――』

　ガーゴイルは今までの自分の行動を振り返る。

　その全てはピクシーが望んでいたことを叶かなえようとしていただけだ。「止めて」というピクシーの言葉どおりにしようとした。

　それでピクシーが救われるかどうか、考えもせずに。

「てめぇ喋れるだけの元気あんだろが！　だったらそのパワーでなんとかできんだろが！」

『簡単に言わないでください！　双葉ちゃんに私の気持ちなんてわからないんです！』

「知るかそんなモン！　いじけるだけだったらガーゴイルに撃たれちまえ！　その前にあたしが踏ふみ潰してやろうか!?」

　本気で怒ど鳴なり合あう双葉とピクシー。

　ガーゴイルもこの光景はよく知っている。昔、吉永家に来た頃はこうやって双葉に怒られたのだ。

『あの反応では、まだまだだな』

　もっと強烈に怒鳴られたことなど、一度や二度ではない。

『何がおかしいのですか、ガーゴイル殿』

　隣のケルプが尋ねる。

『いや……汝の言う通りだ。家族を止められるのは、家族だけだな』

『確かにその通りですが、貴方様がそれを理解しているかどうか……』

『どういう意味だ？』

　ガーゴイルが聞き返したその時、公園に吉永家の一同が入ってきた。ママと和己はわかるが、珍しいことにパパも一緒だ。

「おーい、双葉！　ピクシーくん！　ガーゴイルくん！」

「双葉ちゃん！　ピクシー！」

『いかん、危険だぞ！』

　ガーゴイルが吉永家と双葉たちの間に割って入る。怒鳴り合っているうちに、ピクシーの光球が大きくなっているのだ。確かあの光はピクシーの感情に左右されるはず。

　ということは、ある程度ピクシーも自律できるのではないか。

「ガーゴイルくん、ちょっと退どいててくれ」

　しかし危険だというガーゴイルを無視して、全員双葉とピクシーに駆け寄ってしまった。本当に危険になった時のために、ガーゴイルはいつでも光線を撃てるように目を光らせる。

　手に握っても双葉が熱がらないのは、ケルプのおかげだ。双葉がピクシーを握ったチャンスを逃さず、光線の中にピクシーを閉じこめている。

『パパさん……ママさ――ふごごっ！』

　双葉の手に握られているピクシーの頭が、奇き妙みような形にブレた。

　ピクシーを握っていた双葉の手も、それと一緒に落ちる。まるで一トンの鉄を落とされたような感覚だ。

　ママの本気ゲンコツが炸さく裂れつしたのである。

『マ、ママさん……どうして！』

　握り拳を収め、腰に手を当てるママ。額ひたいには青筋が浮かんでいる。

　これは珍しいことでもない。普通の説教ママである。ちなみにママのゲンコツは庭に座っているガーゴイルを一センチほどめりこませることができた。

「当然だよ、ピクシーくん」

　殴なぐりはしないが、パパも真剣な顔。

「我が家の家訓を知っているだろう？　『悪い子には鉄てつ拳けん制せい裁さい』。何度も殴られているからわかっているよね？」

『で、でも、私は、自分の意志じゃ――』

「だから気合が足りねぇって言ってんだろーが！」

　さっきから無茶なことばかり言っている双葉だが、

「そうだね。ピクシーの方からも何かアプローチできないかな？　例えば自分のアンテナを通して向こう側にメッセージを送るとか」

　和己は理性的に解決策を考えてくれた。

　ピクシーは自分の身体の暴走に混乱しているため、まともな思考ができない。しかし代わりに考えてくれる頭脳はほかにもあるのだ。

『で、でも、難むずかしくて、私、そんなこと考える余裕なんてないです！』

「あーもー！」

　苛いら立だって頭を掻きむしる双葉。

　そして何を思ったかガーゴイルの所までツカツカと歩み寄り、

「だいたいテメーは今まで何やってたんだよ！」

　いつものペースでガーゴイルを蹴倒す。ピクシーへ放ったドロップキックとは違い、こちらは余計な力が入っていない。年季の差だ。

『我は今までピクシーを止めていたのだ』

「止まってねーじゃんかよ！」

『むぅ、そう言われると一言もない。だが我は吉永家の者に手は出せぬ。家族に手をあげるなど――む！』

　今度はガーゴイルが地面にめりこんだ。

　言い訳するガーゴイルにママがゲンコツを振り下ろしたのだ。小さなクレーターのようなものができた。

『ママ殿!?』

　ガーゴイルは何故殴られたのかわかっていない様子。

　そこへパパが困った顔をしてやってきた。

「ガーゴイルくん……それじゃダメだよ」

『駄だ目め？　何が駄目なのだ？』

「家族だからこそ、殴らないと」

『家族だから――こそ？』

「吉永家の家訓。さっきも言ったろう？　どうしてガーゴイルくんだけ殴らないんだ？　アレかい、最近の親みたいに我が子可愛さで、ってヤツかい？」

『いや我も光線は撃っているのだが……』

「でも、あれは本気じゃないだろう」

『……！』

　たった数回しか見ていないのに、本気かどうかわかるというのか。パパだけでなく、ママも和己もうなずいている。もともと噓うそがつけないガーゴイルだ。何をごまかしてもすぐにバレてしまうのである。

『……我は、家族だからこそ大切にしたいのだ』

「だったら間違いを正さないと。なんというか、キミは遠えん慮りよしているように見えるんだよね。ウチにまだ馴な染じんでいないのかな」

『そ、そのようなことは――』

　なぜか言い淀よどむガーゴイル。

『そもそも我は門番であって、ピクシーを叱しかる権利は吉永家が有すものであり』

「なんだって？　ウチに来て二年も経つのにまだそんなことを言ってるのかい、ガーゴイルくんは」

　パパが呆あきれる。

　その後ろでママが怒りのオーラを爆発させていた。

「あ、そういや今日のガーゴイル！」

　何かを思い出した双葉が手を叩く。

「ずっとおかしいと思ってたんだよ！　ピクシーをウチに置くかどうか相談したときとかさー、なんつーの、ウチの事で話振ると、こいつ必ず逃げるんだぜ！」

　吉永家としてどうするか、そんな話題になるとガーゴイルは必ず「我には何も言うことはない」とか「双葉に聞くがよい」と、明言を避けている。

　思い当たるフシがあったようで、パパもママも和己も手を叩く。

『むぅ……』

　言い逃れできないと思ったのか、ガーゴイルもしょげた声で弁明する。

『……我は、ただの門番だ』

「んだとテメェ……！」

　双葉が殴りかかろうとするのを、ママが止める。

『そして我は石像だ。人間社会では奇き異いの目で見られる存在だ。そんな我を家族と呼んでくれる吉永家には、絶対に返せぬ恩がある。だが家族とはいえ、我は石像だ。人間ではない。食事もできぬ、成長もせぬ、笑顔すら作れぬ。そんな我が、家族という存在と呼べるのか』

　ガーゴイルの真剣な口上を、双葉は怪け訝げんな顔で聞く。

『ましてや敵の侵入を許すような門番だ。働かざる者――』

「あーはいはい、だいたいわかった」

　深刻に語るガーゴイルを、双葉が遮さえぎった。

「つまりガーゴイルは、石像だから家族じゃないっていいたいわけ？　んで門番の仕事ができなけりゃ家に置いてもらえないって、ピクシーと似たようなこと考えてたわけか」

『…………』

　ガーゴイルは無言。

　そんなガーゴイルに双葉は親指を立て、真下に向けた。

　パパもママも和己も同じ行動を取る。

　一家の結論が出たようだ。
















「てめぇフザケんなゴルァアアアアアアア!!」

「ひどいよガーくんっ!!」

「…………!!」

「ハッハッハ！　お仕置きだっ!!」




　四者四様の反応で、だけどやることは一緒だった。

　ガーゴイルを地面にめりこませる、四つの拳。お座りの姿勢のまま、ガーゴイルは首だけ出して公園の土に埋まった。

「その……なんだ、ガーゴイルくん」

　殴った手をさすりながら、パパが控ひかえめに言う。

「そういう態度を取られるとね、こちらとしてもパーティのやり甲が斐いというものがないんだよ。今のでわかったと思うけど、わからないようだったら何度でもいくからね。ピクシーくんも同じだ」

『パパ殿……』

　地面に埋まったまま、パパを見るガーゴイル。

「それによ、おまえ人間との違いがどーこー言ってたけどよ。そんなもん最初から見りゃわかることだろ。宇宙人が『ワレワレハ宇宙人ダ』っつってるようなもんだぞ」

『……ぬぅ』

　ガーゴイルの悩みを簡単に切り捨てた双葉。

　そもそもガーゴイルが人の形をしていようが、犬の石像だろうが、そんなことはもう関係ないのである。

「あのなガーゴイル。おまえがウチにいられるのって、どうしてだと思う？」

『それは我が門番としての職務を果たしているからであり――』

「違うよガーゴイルくん。君が門番だからじゃない」

　指を振って、パパが否定する。

『ぬぅ、では我は何なのだ？』

「決まってる。もっと大切なものさ」

　パパの言葉にうなずくママ。

　ガーゴイルは、その言葉の意味が最初わからなかった。

　門番として生を受け、門番として生活していたガーゴイルが、それ以外の存在として受け入れられる事など、あり得ないと思っていた。

「働いているから家族とか、働けないから家族じゃないとか、そういう物差しでは計れないと思うんだ。だから、うん、ガーゴイルくんもあまり気にしない方がいいんじゃないかな？　門番の仕事をしてくれるのは嬉しいし、これからもやって欲しいんだけどね」

『パパ殿……』

　門番の仕事を否定されたわけではない。

　門番以上の存在と言ってくれたのだ。

「だからピクシーくんも、そんなところにいないで、帰っておいで！」

『パパさん……』

　手を差し伸べるパパに、ピクシーの目が潤うるむ。

『パパ殿、それは我の役目だ』

　そんなパパとピクシーの間に、ガーゴイルが割って入る。

『ピクシーは我が必ず連れ戻す。家族全員で帰れなければ、意味がないのであろう？』

「わかってきたじゃねーか」

　迷いのないガーゴイルの声に、双葉が微笑ほほえむ。

『……ガーゴイル』

　ママのゲンコツのダメージからいまだ立ち直れないピクシー。

　だがその身体は徐々に浮かび上がろうとしている。ピクシーの耐久力を無視して、ミズチが遠えん隔かく操そう作さしているのである。

『やっ……また！』

　ピクシーの首が揺れる。その速さに自分の身体すらついていけなくなっているようだ。

『と、止めて！　誰か！』

『ふむ……』

　宙を舞い、光線を放とうとするピクシーの前に、ケルプがいた。

　しかしケルプは何もしようとしない。

『どうやら小しよう生せいの出番はないようですな、ガーゴイル殿』

『うむ。汝は下がっていろ。これは我が家族の問題だ』

　地面に埋まっていたはずのガーゴイルが、誰も見ていない間に街灯の上に移動していた。目がらんらんと輝いている。

『では小生は主人の元に戻りまして、今度のパーティの催もよおしについて相談して参ります』

　不ふ遜そんな笑い声を残して、ケルプは消えた。

　ガーゴイルの実力を一番知っているケルプだ。そのケルプが去ったということは、ガーゴイルにこの場をなんとかする力が戻ったということになる。

『ピクシーよ。そしてそれを操るミズチよ』

　街灯の上からピクシーを見下ろしつつ、ガーゴイルが宣せん言げんする。

『我は貴き様さまらに情報を与えぬ。我の攻撃を観察することによって、汝らは対策を練ねろうとしているのであろう。だが我は一切の攻撃をせぬ。その必要がないからな』

『え……』

　ピクシーの高度が上がり、やがて街灯のガーゴイルと同じ目線になる。

『助けて……くれないの？』

『助けぬ。自分でなんとかするが良い』

『そんな！　だって私は何も――』

『甘えるな!!』

『きゃあああああっ！』

　ガーゴイルの恫どう喝かつと共に、落雷がピクシーを直撃した。比ひ喩ゆではなく、真っ赤な夕暮れ空から雷が落ちたのである。ガーゴイルは目から炎も電撃も出せる。それを応用したものだろう。

「こ、攻撃しないって言ったのに……」

『これは攻撃ではない。説せつ教きようだ』

　和己のツッコミにも冷静に対処するガーゴイル。ママの怒りオーラが乗り移ったかのようだ。完全に吹っ切れている。むしろ今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、瞳ひとみに宿る光が変形し、炎のように燃えているではないか。

『吉永家の一員として言おう。汝は自分の不調を他人のせいにするばかりで、自らは何もしようとはしなかった』

『でも、私……』

『何もできないわけがない。我を撃ち抜くことができる光線を使える者など、そうはいまい。それだけの力を持ちながら、汝は最後まで人任せであったな。助けを求める前に、まずすべきことがあるだろう』

『うう……』

『本当に人に迷惑をかけたくないと思っているのなら、行動せよ。行動の伴ともなわない主張など、誰にも届かぬ』

『そんなこと言ったって、止まらないんだもん！』

　落雷を受けたピクシーが立ち上がり、飛び上がった。

　先ほどより光球の輝き度どが増している。あれはピクシー自身の怒りのせいだろうか。

『私だって……私だって、やってますもの！』

　と言いつつ、またしても光線がガーゴイルを襲おそう。

　しかし今度はガーゴイルも容よう赦しやしない。針千本のように増殖する光線の一つ一つを、ガーゴイルは叩き落とした。ピクシーの身体から放射線状に飛ぶ光線だが、慣かん性せいの法則に逆らって真下に落下したのだ。

『もう汝の光線は効きかぬ。そして我の光線は効くぞ』

　ガーゴイルがもう一度光線を撃った。

　双葉たちには目が光っただけにしか見えないだろう。超高速の光線はピクシーの光球に当たり、爆発する。その爆発の中から無傷で出てくるピクシー。光球がバリアの役目を果たしたようだ。

『うーッ……！　なんで、なんで私だけ……！』

　今まで泣くばかりのピクシーだったが、初めてその表情に変化が訪れた。怒りの目をガーゴイルに向けている。

『そうだ、その力は汝だけのものだ。自らを端たん末まつとし、相手との情報をやりとりできる生命体。ならば自らの情報を操ることもできよう』

『簡単に……言わないでくださいっ！』

　それまで全方位に向けて発射されていた細い光線が、縄なわのように一カ所に集まった。狙いはもちろんガーゴイル。

『無論、簡単ではない。だが吉永家の家族になるには、それが必要なのだ』

　ピクシーの背後に出現するガーゴイル。逆さまの姿勢で空中に静止している。

『他人に迷惑をかける存在を、吉永家は許さぬ。罪を犯した者には、ママ殿の拳げん骨こつを落とされる運命が待っている。それでも懲こりぬ者は、仕方ない、我が吉永家の名において追放しよう』

『追放……』

　青ざめるピクシー。

　本当に恐れているようだ。

『嫌か』

『嫌……吉永さん家ちにいたい……』

　か細い声とは裏腹に、ピクシーの光線はさらに強さを増している。ガーゴイルが放つものと同じくらいの太さの光線が数本同時に襲いかかる。

　その全てをバリアで受け止めているガーゴイルは、涼しい顔。

『それほどまでに吉永家が好きか』

『うん――好き。優しいパパさんも、怖いママさんも、カッコイイ和己さんも、楽しい双葉ちゃんも、色々教えてくれるガーゴイルも、みんな好き。もうどこにも帰りたくない。またママさんのごはん食べたいです……！』

『家族になれば、汝は間かん者じやではなくなるぞ』

『……そしたら、私、吉永さん家のスパイになります！　ミズチの情報もらってきて、絶対に吉永さん家を守ります！　私も門番になります！』

『ミズチに消されるかも知れぬぞ』

『……どんとこい、ですわ！』

　光球がひときわ強く輝いた。

　同時に光線の威力も増し、ガーゴイルのバリアが本体もろとも吹き飛ばされる。空中を舞うガーゴイルに、立て続けに光線が当たる。光線の強さはピクシーのテンションに比例するのだ。

『良く言った』

　しかし、いくら光線を受けてもガーゴイルの口調は変わらない。

　吹き飛ばされたはずのガーゴイルは、ピクシーの頭上にいた。

『ならば我もその手助けをしよう』

　ガーゴイルの身体が光に包まれた。光線のような光が物体となって、ガーゴイルの周囲に形成される。以前はドリルのような形をしていたが、今回は違った。

　握り拳だ。

　真下に向けた握り拳がガーゴイルを覆おおっている。

『悪さをした者には鉄拳制裁。それが吉永家の掟おきて』

『ちょ、ちょっと待ってくださいませ！』

『待たぬ。汝が吉永家の者であれば、罰ばつは甘んじて受けよ』

『うっ……！』

　ピクシーの身体が震えた。

　吉永家の一員であれば、家の決まりにも従わなければならない。ガーゴイルのゲンコツを受けることで、それを示せと言っているのだ。

　避けずに受けろ、と。

　ガーゴイルの攻撃は必ず回かい避ひしていたピクシー。しかし吉永家の掟に従うためには、遠隔操作を振り切らなければならない。

『受けますっ！』

　上方のガーゴイルに向けて、手のひらを向けるピクシー。













　柔道のような構えだ。全て受け止めるという覚悟が見えた。

『汝の行動、拳骨に値あたいする――覚悟せよ！』

　ガーゴイルの声がピクシーに届く前に、光の拳が振り下ろされた。

　落雷に似た轟ごう音おん。

『きゃあああああっ！』

　光線と同じ速さで落下した拳がピクシーの身体を地面に叩きつけ、数メートル下まで潜もぐりこませた。公園の地面に拳の形をした穴が生まれている。

　人間どころか、トラックでも潰せそうな勢いと重さだ。

　その拳に、ピクシーは耐えた。

『んんんんんん……！』

　穴の底で両手を上げ、ガーゴイルの身体を支えていた。純粋な力であれば、ガーゴイルを持ち上げるのは難しい。火事場の馬ば鹿か力ぢからで抱え上げた双葉が病院に行ったほどだ。

　その重い身体を光線の速度で打ち下ろしたゲンコツを、ピクシーは受け止めたのだ。

　と、思ったのだが一瞬で力尽きた。ガーゴイルの下した敷じきになる。

『キュ～……』

『やはり強すぎたか。我がママ殿から受けた拳はこのくらいの威力だった気がしたのだが』

『…………バカ仰おつしやらないでください……』

　ガーゴイルの下敷きになりながら、絞るような声のピクシー。

『……ママさんの方が、ずっと痛いですわ』

『そうだな』

　返事をした時には、ガーゴイルの身体は穴の上にあった。ピクシーの身体から退いたのだが、これ以上動かされないように光線を浴びせる。その光線はピクシーの身体を檻おりのように包みこんだ。

『良く耐えた。汝にも力があることが分かった。非礼を詫わびよう』

『当然……ですわ。吉永家の掟ですもの』

　檻に包まれたピクシーは指一本動かせないようだ。図はからずもガーゴイルの鉄拳はピクシーの機能そのものを麻ま痺ひさせたらしい。嫌な動きをする物はブッ壊してしまえ、という力技だが、この場合は大成功だ。

「おーいガーゴイル！」

　穴まで走ってくる双葉。

「うっわー……おまえこれどーすんだよ。あたしでもこんなデカイ落とし穴作れねーよ」

『問題ない。あとで埋める』

「あ、でもさ、これ手加減したろ」

　双葉は何でもないことのようにサラリと言ったが、ガーゴイルは驚いた。穴の深さでどうして力加減がわかるのだ。

『……何故分かる？』

「なんとなく。いつものおまえなら、もっとデカイ穴になる気がすんだよ」

　普段からガーゴイルの攻撃を見慣れているからだろうか。それとも何か痕こん跡せきのようなものがあったのか。どちらにせよ双葉の観察眼は凄すごい。

　吹っ切れたガーゴイルでも、やっぱり家族に全力で攻撃はできないのだ。

　たとえピクシーがガーゴイルを完全に上回る強さを持っていたとしても、きっと同じように手加減しただろう。それは弱さではなく、優しさである。
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　すぐにピクシーは兎と轉てん舎しやに戻された。今日三度目である。

　お姉さんも連れ戻してくることを信じていたようで、準備を進めていてくれた。今度の兎轉舎は店というより手術室で、中央の手術台はもちろん、壁紙までそれっぽくつけ替えられている。

　そこまではいいが、照明はどこから用意したのか。そもそもピクシーが飛び出してガーゴイルが連れて戻ってくるまで、二時間経っていない。

　細かいことを考えだしたらキリがない。

　すぐにピクシーを手術台に寝かせて、あとは兎轉舎のお姉さんに任せた。

「だーいじょうぶ！　わたしにかかればすぐに治してみせるわよー！」

　と笑っているお姉さんだが、作業は困こん難なんを極きわめた。

　まずピクシーが暴れる。どこかに縛りつけたいくらいなのだが、物理的な肉体を持たないピクシーを完全に束そく縛ばくするのはガーゴイルでも無理らしい。どんなに強い力でも、手足は動いてしまう。だから様々な電極を取りつけるのに苦労した。

　さらにお姉さんが錬れん金きん術じゆつの道具でピクシーを治すということは、その方法をミズチに知られてしまうということだ。知られてしまったら対策を練られるかもしれない。

　そこでお姉さんが取った行動は――

「双葉ちゃん、もっぺんピクシーちゃんと繋つながってみない？」

「ふざけんな！　なんでまた!?」

「ピクシーちゃんはさ、気合で自分の身体を制御したんでしょ？　双葉ちゃんと身体を繋げれば、二倍の気合で抑えられるじゃない？」

　猛もう抗こう議ぎする双葉に変な理論で言い含めようとするお姉さん。

「ピクシーちゃんと合体攻撃って、楽しくない？」

「合体攻撃かー」

　お姉さんも長いことつき合っていると、双葉の興味を引きそうなワードを覚えるものだ。燃える言葉を投げかけられて、双葉も徐々にその気になってくる。

「よしわかった！　またやるぜ！」

　そうしてＯＫしたが最後、双葉の感覚はまたピクシーと繋がった。

　繋がった次の瞬間、強烈な麻ま酔すいを打たれて眠りこけた。正確に描写するなら、お姉さんに出されたジュースを無防備に全て飲み干して、混こん入にゆうされていた睡すい眠みん薬やくの力で眠ったのだ。

　双葉が眠ると同時に、暴れていたピクシーも眠る。ふたりとも飲んだため威力も二倍というわけだ。騙だまされやすさは似ているのかもしれない。

　最初からこれが狙いだったのだが、コンビプレーと言えなくもないだろう。

　双葉とピクシーがいい夢を見ている間に、作業は進んだ――らしい。双葉だけでなく周りで見ている吉永家のみんなでも何をやっているかわからなかったからだ。

「んが？」

　双葉が目覚めた時には、作業は終了していた。

　その代わり兎轉舎にいる全員が眠っていた。時計を見ると深夜一時。そりゃ寝ていてもおかしくない。

『おはよーございます、双葉ちゃん』

「おー」

　手術台のピクシーも同時に起きあがった。

　同時ということは、まだ繋がっているのか。

「いてっ」

　頰をつねってみたが、ピクシーは何も感じていない様子。

『どうやら成功したみたいですわね。もう私と双葉ちゃんは、何も繋がってない別々の存在ですわ』

「どうなったんだ、結局？」

『私のアンテナに妨害電波をかけたみたいな感じです。何と言いますか……携帯電話をアルミホイルで包んだような』

「微妙に気持ち悪いたとえだな。でもホイルで包んだだけなら、また剝はがれちまうんじゃねーの？」

『そうなんですよね……まだ完全とは言えないです』

「ねーちゃんでも難しいのかー……」

　どうすればいいのだろう。疲れて考えることもできない。

　ぐー……。

「ん？」

『あぅ』

　自分の腹の音だと思ったら、ピクシーが出した音だった。

　深夜一時だ。みんなきっと夕食も済ませているのだろう。店内を見回すと、カウンターの近くに出前のドンブリが転がっていた。視線を少し上げると、カウンターの上には一人分のチャーハンが置いてあった。

「おっ、あたしたちの分も残ってるじゃん！　食おうぜ！」

『おいしそうですわね！』

　小皿にピクシーの分のチャーハンを取り分ける。どういう仕組みなのかわからないが「食べる前にこれをかけて♪」と書かれた調味料をかけたら、できたてのようにアツアツになった。

　そうして二人っきりの食事が始まる。チャーハンは中華料理「水すい滸こ伝でん」のものだ。値段のわりに量が多いので、双葉は気に入っている。和己はいつも全部食べられない。

「うめーよな、ここのチャーハン」

『はいっ』

「ママの作るメシもいいけど、たまにはこういうトコのメシもいいよな」

『私はママさんの作るごはんが一番ですわ』

「確かに作るの上手だけどさー、毎日食ってるとやっぱり飽あきるんだよ。なんつーのかな、格ゲーで強キャラばっかり使ってると、たまには雑ざ魚こキャラ使いたくなる気分？」

『私はいつも可愛らしいキャラですわ』

「そーじゃなくてさ」

　頰についたごはん粒を取りながら、双葉はこう言った。




「これから飽きるほど食えるぜ、ってことだよ」




　さすがに双葉も恥ずかしかったらしい。顔を背けてチャーハンをかきこみ出す。言うだけあって、いくら食べても量が減らない。

『……どれだけ食べても、私はママさんのごはんが好きですよ』

「じゃあそのチャーハンよこせ！　あたしが全部食う！」

『それはそれ、これはこれですわ！』

　不毛な言い争いが始まろうとしたが、眠っている家族やお姉さんを起こすといけないので、急いで口をふさぐ。感覚は繋がっていなくても、息はピッタリだ。

「あたしまでガーゴイルのゲンコツくらったらたまんねーからな……」

　あの威力を思い出して震える双葉。吹っ切れたということは、これからピクシーだけでなく双葉にも説教の機会があるということ。少しだけ自制しようと決めた双葉だった。

「そういや、ガーゴイルはどこだ？」

『うちに戻ってますわよ』

「なんだよアイツ、みんな置いて先に……」

『あっちはあっちで大変そうですけどね』

「何やってるんだ？」

『言い争い……でしょうか』







　その吉永家のリビングでは、ピクシーの予想通り、言い争いが行われていた。

「だから違う！　その星の飾りは壁の中央にくるように貼はるのがいいんだ！　これだから芸術を理解しない石像は……」

『理解していないのは貴様だ、百色。そこに星を貼ると、時計が見えなくなるであろう。出席者が帰る時間が分からなくなる』

「今はみんな腕時計や携帯電話を持っているさ。仮に持っていなくても、時間を忘れて楽しむのがパーティというものだろう？　つまらない事にこだわっているなら、さっさと飾りつけをしてくれ！」

『つまらない事にこだわっているのはどっちだ。そもそも汝の飾りつけは――』

「あーもー！　黙ってやってよ！」

　角つの突つき合わせているガーゴイルと百色。梨り々りが割って入らなければ、いつまでも続けていたことだろう。

　その点、梨々は一人でも飾りつけをする。紙のチェーンを編んで天井から吊つるしたり、春なのにクリスマスツリーを置いたりしていた。

「差し入れ持ってきたら、全然進んでないんだもん！　飾りつけは私がやるから、おじさんとガーゴイルさんは静かにしてて！　そもそもガーゴイルさんは主しゆ賓ひんでしょ？　だったらより一層おとなしくしてて！」

「ハイ……」

『うむ……』

　深夜なのにテキパキと動く梨々のおかげで、吉永家のリビングはちょっとしたパーティ会場に生まれ変わった。あとはママの料理があれば完かん璧ぺきだ。

　そのリビングの中央に立って、腰に手を当てる梨々。

「うーん、まだちょっとヒネリが足りないかな。ここをこう……」

「あ、あの梨々ちゃん。そろそろ帰らないと。ほら、明日もあるし」

「じゃあ明日の朝、美み森もりちゃんとまた来るからね！　それまでいじっちゃダメよ！」

　やる気を見せて、大おお股またで出て行く梨々。この飾りつけの何が気に入らないのか、ガーゴイルにも百色にもわからなかった。

　静かになった吉永家のリビングで、百色はソファに座る。疲れた顔をしている百色に、ガーゴイルが問いかけた。

『百色よ。梨々をこんな時間まで起こしていて良かったのか？　叱るべきであろう』

「いつもならもっと厳しくしてるんだけどね。なんというか、自信がなくなってきた」

『どういうことだ？』

「とある人にこっぴどく怒られちゃってね。梨々ちゃんを怪盗にしたもんだから、これからの教育がどうとか……私も考えたら憂ゆう鬱うつになってきた」

『責任を取ると言ったのは汝であろう』

「あぁ……私はどうして石像相手に父親の悩み相談をしているんだろう」

『ミズチの話をするよりは健全だ』

「まったくだ。とりあえずは、ひと安心かな」

　吉永家にいた百色たちにも電話でピクシーの無事が伝えられた。治療は一回では終わらないようで、これから何回か続ける必要があるそうだ。

　裏を返せば、何回か通えばピクシーは完全に自由になるということだ。

　これでピクシーを使った攻撃は終わる。

　だとすると、次はどんな手段を使うのだろうか。

「もう、ガーゴイルくんについて、ある程度の情報は渡っちゃっただろうね」

『うむ。次は本格的な攻撃が始まる』

「それまでに私も情報を集めるつもりだ。いいツテもできたんでね」

『我は問題ない。どのような敵が来ようとも、いつも通り守るだけだ』

「いつも通り守れなかったじゃないか、今回は」

『そうでもない。いつも通りだ』

　今回、ピクシーを止めたのはガーゴイルではなく、吉永家のみんなだ。ママの鉄拳制裁の掟がピクシーを繋ぎ止めたのである。

　ガーゴイルはひとりでは何もできない。いつも誰かに助けられている。今回の事件でもそれを改めて理解した。いつも通り、皆の力で守った。

　当然ながら反省点も多い。

　今回の攻撃でわかったことは、ミズチはガーゴイルの弱点を狙えるということ。今回は家族という弱点を狙われたが、次はどんな手で来るのだろうか。それともガーゴイルの物理的な弱さを研究して、直接破壊しに来るのか。

『もしも本格的な戦いが始まったら、この吉永家は危険だ』

「だからと言って、移動することもできないよねぇ」

『そうだ。我がどこか遠くへ行っても、敵がこの家そのものを狙ってくる可能性がある。吉永家を――御色町を守りつつ戦わねばならぬ』

「ま、あまり気負わないことだよ」

　ソファから立ち上がる百色。

「いざって時には、私たちもいるからね」

『怪盗の助けなど要いらぬ。だが御色町を守りたければ勝手にするがよい』

「はいはい。じゃ、また明日ね」

　窓を開けて百色が出て行く。玄げん関かんから出ればいいものを、どうして省略したがるのだろうか。

　うるさい口くち喧げん嘩かの相手もいなくなり、吉永家は本格的に静まりかえる。感覚器を使って兎轉舎を見てみると、全員寝ていた。ガーゴイルが戻る前は、みんな雑魚寝に近かったのだが、今は布団がかけられている。双葉とピクシーがかけたのだ。

『――静かだ』

　たとえ深夜でも、ガーゴイルには吉永家の声が聞こえている。

　いつもならパパや双葉の寝息や、夜遅くまでゲームをしている音、ママが本のページを捲めくる音などが聞こえるのだが、今は何も聞こえない。

　ピクシーと双葉のケンカの声も。

　いつの間にかピクシーの声も日常に含まれるようになっていたのだ。

『願わくば――吉永家に平安を』

　心から、ガーゴイルは祈った。
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　翌日から吉よし永なが家はいつも通りになった。いつも通りと言っても、朝は兎と轉てん舎しやで目覚めた。みんな支し度たくをするために吉永家に戻り、朝食を摂ってからは、本当にいつも通りだ。

「いってきます。すぐ戻るね」

『うむ、気をつけるのだぞ』

　今日は土曜日なのだが、和かず己みは買い物があるので朝から出かけていった。それを門もん柱ちゆうの上で見送るガーゴイル。

「あたしも行ってくるぜ」

「ちょっと行ってきますー」

『うむ、くれぐれも無理はさせぬように』

　双ふた葉ばと美み森もりを見送るガーゴイル。朝から飾りつけをする、という約束だったのだが、肝かん心じんの梨り々りが起きてこないらしい。あれだけ遅くまで起きていれば当然である。

　パパとママは料理の支度をしている。今日は夜からパーティだ。

　ガーゴイルも手伝いを申し出たのだが、家族全員から拒否された。主しゆ賓ひんはじっと待っていなければならないらしい。となるといつもの業務に戻るしかない。

『おはようございます、ガーゴイル！』

　窓からひらりとピクシーが飛び出してきた。

　ママに作ってもらったポシェットを肩から提さげて、ピクシーは兎轉舎に出かける。これから毎日兎轉舎で調整を受けなければならないという。

　それがわかった時のピクシーの落らく胆たんぶりはひどかった。せっかく吉永家の一員として認められたばかりなのに。

　そんなピクシーの憂ゆう鬱うつを吹き飛ばしたのは、パパの一言だった。

「さっそく出勤先ができたか！　これで毎日ヒマじゃなくなるな！　ハッハッハ！」

　そんなわけでピクシーは調整を受けつつ、経過を見る意味でも兎轉舎の手伝いをすることになった。バイト代は治療費とトントンだ。これならピクシーも気兼ねなく兎轉舎に通うことが出来る。

　家族だからと言って、家に二十四時間いなくてもいいのである。

『気合いを入れるのはいいが、入れすぎぬように用心せよ』

『早く治って、戦う準備しなくちゃいけませんものね！』

『やる気があるのはいいことだ』

　吉永家のために戦う決意をしたピクシー。もうガーゴイルと同じ、門番と言ってもいいだろう。力は弱いが、ピクシーには目がある。その気になればミズチから情報を盗み出すとも豪ごう語ごしている。

『吉永さん家ちのためにがんばりますわ！　それじゃ行ってきまーす！』

『待てピクシーよ』

　楽しそうに出かけるピクシーを呼び止める。

『なんですの？』

『後で相談がある』

『？？？』

　これがピクシーでなければ、その発言の大きさに腰を抜かしたかも知れない。







　それからガーゴイルは商店街に赴おもむいた。約束通りピクシーと相談――の前に、和わ菓が子しのさとみやに寄った。

「おや、ガーゴイルさん。どうしたんです？」

『先日、我われが断った件なのだが……』

　宮みや村むらさんは目を丸くしていたが、ガーゴイルから話の意い図とを聞くと、喜よろこんで協力してくれた。何度も礼を言いながら、ガーゴイルは近くの兎轉舎まで足を運ぶ。

「あらー、ガーゴイルくん。どしたの」

　昨日の今日だというのに、目覚めスッキリなお姉さん。どんな健康法だろうか。それとも化け粧しようで疲れた顔を隠しているのか。ガーゴイルが見た限り、いつもの薄い化粧しかしていないように見えるが。

『ピクシーはいるか』

『はーい、ここですわ』

『む!?』

　ガーゴイルが小さく驚おどろく。気配を感じられなかったのと、ピクシーがいた場所が特とく殊しゆだったからだ。

　兎轉舎の棚たなに陳ちん列れつされているビンの一つに入っていたのである。

『なぜこのような場所に？』

「ただのビンじゃないのよー。外部からの電波や精神波をシャットアウトする優すぐれもの。こうしておけばミズチにコントロールされることはなくなるわ」

『なのです。ここはとっても落ち着きますのよ』

　こうしておけば邪じや魔まされずにいつでも治療できるというわけか。それはわかるのだが、ビンに入ったままどうやって治療するのかガーゴイルにはわからなかった。薬品による治療ならうなずけるのだが。

「ところで相談ってなーにー？」

『何なに故ゆえ汝なんじが知っている』

　話したのはピクシーだったはずなのに。ピクシーを見ると、そっぽを向いてとぼけている。そんな仕し草ぐさ、どこで覚えたのか。

　しかし兎轉舎のお姉さんには、これまでにも様々な相談に乗ってもらっている。それにガーゴイルの母である。さらに人間だ。知恵を借りるのも良いだろう。

『実は、これを』

　どこから取り出したのか、ガーゴイルの頭の上に封筒が乗っていた。

　先日辞じ退たいした、さくら祭りを手伝った時の給金である。

「あらあら、あんたがお金なんて持ってるの？　珍めずらしいわねー」

『我に金銭は必要ないと思っていたのでな』

「ということは、必要になったわけだ」

『そうだ。我は金を使わぬ。しかしほかの者ならば別だ』

「はんはん。なるほどね」

　話が読めてきたのか、うなずくお姉さん。

『今夜、我が家でピクシーの歓迎会と我の誕生会を開くという。しかしただ祝ってもらうのも気が引けるのだ。そこで我は考えた。何か吉永家に贈おくり物ものはできぬかと』

『あ……それいいかもです』

　ピクシーも話に反応する。

『門番という職務だけでは足りぬ気がするのだ。今までの感謝の気持ちをこめて、物品を渡したいのだが』

　ここで物欲のない欠点が出た。ガーゴイルも吉永家の好みは知っているのだが、彼らが好むものは大抵自分で手に入れている。ガーゴイルが贈るまでもないのだ。

『そこで汝らに尋たずねたい。こういう時、どのような品が喜ばれるのか』

「そうねぇ……」

『うーん……』

　考えこむお姉さんとピクシー。

　何をプレゼントしても喜ばれるはずだ。ガーゴイルからの贈り物なんて、それだけで価値がある。だがどうせ贈るなら、良い物だ。

「それじゃ、ピクシーの調整が終わったら、一緒にデパートに行きましょう。ギフトコーナーでいろいろ見て決めましょ」

『承知した』

　お姉さんが手術道具のようなものを用意している間、ピクシーはなんとビンごと飛び上がり、手術台まで移動する。

　ガーゴイルはカウンターに乗り、お姉さんが作業を終えるのを今か今かと待ちかまえる。こんなに時間が流れるのが遅く感じられる日は、ほかになかった。

『まだ終わらぬのか』

　作業中、ガーゴイルは何度も尋ねた。

「まだよー、もうちょいだからね」

『むぅ。早くせぬと、店が閉まるのではないか』

『そんな簡単に閉まるわけありませんわ』

『だが、良い品が他の者に買われてしまう可能性が――』

　パーティが始まるまで、あと数時間。

　ガーゴイルにとって、最も緊きん張ちようした数時間でもあった。
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　平和な御ご色しき南口商店街を、一人の男が歩く。

　顔の大部分を布で覆おおっており、杖つえを突いている。盲目かと思われるが、誰だれも気にしていない。春だというのに涼すずしげな着流しを着ており、顔の布と相まってとても怪あやしい扮ふん装そうだ。さらに赤い髪かみをしており、日本人の顔つきでもない。

　それでも周りの人間は彼が見えていないかのように振ふる舞まう。

　これだけ奇き抜ばつな格好なら、ガーゴイルたちが気づいても良さそうなのだが、誰もやってこない。世界の全すべてから隔かく離りされたような男だ。

「…………」

　ふと、彼が顔に手を触れる。

　濡ぬれていた。目から涙をこぼしていたようだ。

「――妖精のフィードバックか。家族を想った時の妖精の悲しみが、私にも伝わっていたようだ」

　商店街を抜け、となりのさくら公園に入る男。疲れたのかベンチを探して座る。そのベンチからは御神木の桜がよく見えた。今はもう桜は散っているが。

「家族を失う事への恐れ、か」

　その男にも家族はいた。

　本当の家族ではない。一つの神を信しん仰こうしていた、教団の仲間だ。

　それらは全て失ってしまった。

　怪かい盗とう百ひやく色しきの手によって。

「家族を奪うばわれる悲しみ、お前たちにも味わわせたかった。だがもういい。情報も集まった。次は本当の実力を見せてもらうとしよう」

　男が杖で地面を叩たたくと、その部分が黒く変色した。黒ずんだ地面はやがて円形に広がり、穴のように暗くなっていく。

「悲しみは怒りと変わり、やがて力になる……」

　黒い穴から、さらに黒い蛇のようなものが出現した。蛇は男の全身に絡からみつき、穴に引きずりこもうとする。男は特に抵抗しない。危険な物ではないと知っているから。

「ホッホッホ……怪盗百色。ガーゴイル。私の悲しみが力に変わる時を楽しみにしているんだな」

　小さい笑い声を残し、男は穴に飲みこまれる。

　さくら公園はいつもと変わらず、静かだった。


おわり　　










　あとがき




　どもー。

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます。







　さて、『吉よし永ながさん家ちのガーゴイル』も十三巻目を迎えました。その他の本を合わせれば、もう十八冊ですよ。

　言ってみれば、十八回もあとがきを書いているわけです！　これはヘタをすると数十万部の売り上げを誇ほこる超人気作家さんよりも多いです。つまり俺は超人気作家以上！　ウヒョー！　

　はいすいません、調子こいてました。

　たださすがに十七回もあとがきを書いているとですね、ネタに詰まってくるわけです。読者さんは「フリーに書けるスペースなのに、何も書けないなんてもったいない！」と思うでしょう。

　ところがね、本当に何も書くことがない時期ってあるんですよ。

　例えばこの十三巻の執しつ筆ぴつ時期、俺が何をしていたのかというと――




　昼頃起床→ぼーっとした頭でネット→昼食（ここらへんで目が覚めてくる）→ダラダラと執筆→たまにネット→夕食→やる気なさげに執筆→ネトゲ（主にＦＦ）→死にそうになりながら執筆→ネット→寝る




　とまぁ、こんな生活です。あ、執筆時期ではない時は、執筆のところが妄もう想そうに変わるだけです。

　これのどこにあとがきを書くネタが入り込んでくると思いますか!?

　例えば「今日ネットでこんな情報見つけてさ～」とか書いたところで、ネットに詳しい読者ならすでにそんなこと知ってるだろうし、ネットの話題なんて知らない人は誰も読みたがらないだろうし。

　しかし今回はあとがき十ページ近くあるらしいので、たまには思いっきり趣しゆ味みの話などをしようかと思います。趣味の話が無くなったら、とりとめのない話でもしようかと思います。とりとめのない話すらできなくなったら、今回のあとがきは終了です。







■趣味の話。

　ネットゲーム。人間をダメにする悪魔のゲーム。

　何がいけないって、長く続けられるコンテンツが目め白じろ押おしなのです。レベルをひとつ上げるだけでも、普通のコンシューマゲームとは比較にならない時間がかかります。さらにリセットがないので、失敗したらやり直しができません。

　これだけでもシビアなのに、敵の強さも尋じん常じようではない。一人で挑いどんだら負ける敵ばかり。

　そこを補おぎなうのが友情ってヤツです。一人で敵かなわない敵でも、二人、三人ならば。最初は敵を倒す、クエストをこなすために集まる人達。そこでやがて友情が育はぐくまれ、仲間が増えて、楽しいチャットで時間が過ぎる――

　この辺りからだんだんとネトゲにハマるんです。

　人と人が出会うってのは、それだけで色んなしがらみが生まれてしまうんですよ。ネトゲをやめない理由ってのも、これにつきます。友達がいるから、友達とまだやってないクエストがあるから、そんな理由でズルズルと続ける人が大多数です。

　また、大半の人が他人に良く見られたいと思ってしまいます。ネトゲの場合、強いキャラはそれだけで他人に対して優ゆう越えつ感かんを得ることができます。そんなもんだから、強い敵を倒して強い装備を手に入れる。そして友人や他人から「すごいね」と言ってもらう。すると優越感が生じるんだけど、これだけじゃ物足りない。世の中にはもっとイイ装備を持っている人がいる。そいつに勝ちたい。という気持ちが、アイテム欲を増していきます。

　そのためにゲーム上の友情にヒビを入れてしまうことも多々あります。レアアイテムに目がくらむと、一気にダメになります。俗にいう廃はい人じんというヤツです。こうなったら最後です。アイテムを落とす敵が出現するまで、二十四時間体制で張り込んだりします。冗談抜きに。

　というのも、こういうネットゲームは、良い装備を一つ二つ持ったところで終わらないし、「コレを持っていれば最強！」というアイテムが存在しないんです。だから欲は尽きません。

　それから人間関係にヒビが入るもう一つの理由が、男女関係。ネット内の異性に惚ほれてしまった人は大変ですよ～。その人しか見えなくなって、ストーカー行為とかしますから。ゲームですから、姿を消したり移動する魔法なんて普通にありますからね。さらに今、相手がどこにいるか調べる機能まで。リアルよりストーカー天国なんです。

　ゲーム内で色んな男からアイテムを貢みついでもらった女性キャラの中身が、男だった……なんてよくある話です。俺がやっているＦＦ11の某女性しかいない種族は、「中の人の八割が男」と言われていますが、実際に統計を取ってみると男女比が半々だったそうです。五割ってのも凄すごい数字だと思いますが。







　とはいえ、それは度を超してしまった人達の話。

　ちなみに俺はどういうスタンスで遊んでいるのかというと……けっこう普通です。

　ログインして友達に挨あい拶さつして、見知らぬ人と一緒にレベルを上げに行って、一いち期ご一いち会えなりの楽しい会話をしつつ、たまに友人のクエストを手伝ったり、時にはゲーム内のお金を稼かせぐために一人でモンスターを狩り、合成して商品にして売りさばいて――とまぁ、一般人プレイヤーの基本的な行動がこんな感じです。

　これだけのプレイなら、そうそうハマることもないし、ハマったところで生活に影えい響きようは出ないんですよ。見ての通り、小説もちゃんと書いてますしね。

　ヒマな時、適当にログインして、広い世界をブラブラ歩くだけでも楽しいものです。ゲームの世界とはいえ、最近のは描き込まれてますからねぇ。

　コレを読んだあなた。ちょっとでもネットゲームに興きよう味みが湧わいたでしょうか。

　もしそうなら、絶対にやめておけ!!

　とりあえずネトゲに興味が湧いた人には、まずそう言って止めることにしております。だってその人が廃人になって人生棒ぼうに振る可能性はゼロじゃないですからね。

　というわけで、今日もまたＦＦ11にログインするわけです。

　フェンリルサーバーの友人の皆様、これからもよろしく。

　あとＸＢＯＸは有名なゲームのほとんどがオンライン対戦前提だから、ますます時間が無くなっていく……。ゲーセンでもオンライン対戦のゲームが主流になってるし、どうなっていくんでしょう、これからのゲーム業界。







■とりとめのない話。

　最近車に轢ひかれかけました。

　塀へいに囲まれた十字路をまっすぐ歩いていたら、右から車が通り過ぎただけなんですけどね。俺の注意力の無さが原因なわけなんですが、それ以上にヤバイのが、ヘッドホンステレオを聴いていたこと。

　最近のイヤホンはすごい。ノイズが一切聞こえないから、音楽に集中できる。遠くから走ってくる車の排気音にも気づかないくらいだから、そりゃもう轢かれたって文句は言えないです。

　しかも小さい。子供がうっかり飲み込んでしまえるほど小さい。もしも飲み込んだら、腹から音楽が流れる子供として、一生人気者ですよ。スピーカーないと聞けないですけどね。

　技術の進歩はすごいけど、多少不便な方が後々プラスになることだってありますね。それになんか最近、カナル式のイヤホン使ってたら聴力が落ちた気がする……。

　家の中でも音楽かけてると、たまにヨメの言ってること聞き逃して怒られたりするし。あれ、耳が年取ってる!?







　そりゃそうですとも。もう俺もいいトシです。この業界、上は限りないけど、下も限りないんです。十代でデビューなんて珍めずらしくなくなりました。俺はもう三み十そ路じ近くなって、読者の平均年齢からすれば完全にオッサンです。

　こないだ、えんため大賞の授賞パーティ行ったんですけどね、受賞者のほとんどが俺より若いんですよ。そんなフレッシュな若者に「物書きとしてアドバイスをお願いします！」なんて言われちゃったりして。そんなもん俺が聞きたいわい！　もう書き続けて四年になるけど、そんな秘ひ訣けつあったらすでに実行してるっちゅーの！　だけどとりあえず先輩として「担当さんと仲良くしなさい」と言っておきましたが。

　年を取ってなにが一番大変かって、読者の欲しがるものが分かりにくくなることなんです。今の子って、本当に流行が早い。流行とかに合わせて、話を組み立てないと――そんな風に考える時があるんですが、実じつ践せんできたことは一度もありません。人の意見に合わせて書くものを変えられるほど器用じゃないんで。

　でも、今は若い読者にウケている俺の話、あと数十年したら古くさくなるのかしら。「あんな話、ジジくさーい」とか言われるのかしら!?　それでも今のスタンスを貫きますがね！







■お礼の話。

　今回も色々な人に助けられました。

　担当Ａ女史。なんかいつも忙しそうですが、俺にできることは早く原稿をあげることのみ！　これからも頑がん張ばります！　あ、あと今度はもうちょっと落ち着いた店でメシ食いましょう。

　イラスト日ひ向むかい悠ゆう二じさん！　ＸＢＯＸのオンライン状況を見てると、本当に忙しいことが分かるね……深夜にちょこっとだけゲームしてるのが想像できるよ……『世せ界かい樹じゆの迷宮』の続編、ちゃんと買うよ！

　あと、おるた三巻の時に言い忘れてた、玉たま岡おかかがりさん！　本当に申し訳ない！　瑪め瑙のうのキャラ、がっちり書かせていただきました！　ありがとうございます！

　そしてこの本に関わる全ての皆様！　いつもいつもありがとうございます！　あなたがたがいるおかげで、俺も家族にメシを食わせられます。







　最後に、この本を手にとってくださった皆さん！　十三冊も、もしくは十八冊もおつきあいくださって、本当に感謝です。あなたがたも俺にメシを食わせてくれる大切な人です。身体は米を食い、心は声せい援えんを食って生きております。







　さーて、次回のガーゴイルは!?

　たぶん次はおるた四巻になると思います。

　おそらくおるたは四巻で終了です。よほどのことがない限り。

　ひかるとガー助、そしてミズチとの決着です。

　よく考えたら、シリーズ終わらせるのって、これが初めてなんですよね。うまい着地ができるようにがんばる所しよ存ぞんであります。

　というわけで、また次回！

　




　あー、なんとか終わった。良かったー。





田口　仙年堂　　　　
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できる限り敵を作らないように生きてきたつもりだ。もちろん今も敵を遠ざける対策は怠っていない。なのに敵は俺の前に必ず現れる。ほら、今日も出たぞ敵が！　今度は台所か！　コン○ット効いてないじゃねーか！　フ○キラーどこやった!?　ちょ、暗い寝室に逃げるな！　出てこい、いや、一生出てくんな！
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できる限り敵は見て見ぬフリしてやりすごしてきた。一度手を出してしまったら泥沼になることをボクはよく伝え聞いていたからだ。なになに、おすすめの商品があります？　ほほーなるほどこんなものが……へえーこれ買ったひとはこんなものも買ってるのか、確かにボクの嗜好とぴったり……もうやめてア○ゾン！
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